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本事業の背景と目的

 背景
 日本国内の食市場は人口減少と高齢化に伴い縮小していくことが予想される中、世界の飲食市場の規模は890 兆円（2015 年）から

1,360 兆円（2030 年）に約1.5倍に成長すると予測（農林水産政策研究所推計）されており、我が国の食産業が継続的に発展していくため
には、国内需要だけでなく海外需要を獲得していくことが必要となってきている。

 このため、農林水産省では、海外展開に取り組む企業・団体等からなる「グローバル・フードバリューチェーン（以下GFVC）推進官民協議会」を
平成26 年６月に設置。更に、食産業の海外展開をより一層戦略的に推進するため、令和元年12 月に今後５年間の取組方針である「GFVC
構築推進プラン」を策定し、①各国・地域ごとの企業進出等を踏まえた企業支援の重点化、②複数企業が連携した海外展開の推進（企業
コンソーシアム形成）、③地方企業の進出促進、④輸出と投資の一体的促進、⑤スマート農業技術の海外展開を推進していくこととした。

 このような中、今般のCOVID-19 の世界的な感染拡大により人やモノの移動が大きく制限された。世界的に経済活動が停滞し、東南アジア、
南アジアの各国のFVCも大きな影響を受け混乱が生じている。特に、ASEAN諸国の中でも日本企業の進出が著しく増加し日本とのつながりが
深化するタイとベトナム、及び13億人超と人口の多い農業大国であり今後日本にも影響を与える可能性が大きいインドの3か国にて発生した
COVID-19による変化、影響は注目すべき事項であり、本事業の調査対象としている。

 その一方、COVID-19 により顕在化した課題に対処するため、世界的なFVC の再構築が今後行われていくことが予想され、FVC 再構築の中で、
他国企業に市場を占有される前に、FVC 再構築の中で、我が国の技術・ノウハウの導入を推進し食産業の海外展開を維持・拡大していくことが
重要である。

 目的と実施事項
 フードバリューチェーン（以下FVC）再構築における日系企業の海外展開を推進する施策のための検討材料を提供することを目的として実施した。

• 本事業では東南アジア、南アジアの実態調査を行った。
 COVID-19の影響を踏まえたフードバリューチェーン（以下FVC)の変化に着目し、調査対象国におけるCOVID-19を受けた将来動向の見通しの変化、

課題、改善に向けた様々な施策・取り組みに関する定量的なデータや事例を幅広く収集した。
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本書の構成および報告内容

1. はじめに

2. COVID-19 による食市場・
物流への影響と今後の見通し

3. COVID-19 により顕在化した
FVCの課題

4. 現地FVC 再構築に向けた
動向

5. 日本が貢献できる領域仮説

6. FVC再構築検討のための
TV会議開催・結果報告

 本調査のねらい、対象国を記載

 COVID-19を受けた現地の食市場の動向および今後の見通しを整理・分析
 現地政府機関やシンクタンク等が公表している各種定量データや将来予測

データと共に、各種レポート・現地報道資料を収集・整理

 調査対象国でCOVID-19により発生した課題や変化の具体的な事例を整理・
分析

 分析は、現地報道情報、政府公表資料、現地企業や生産団体発表資料等
の文献調査、並びに関連団体からのヒアリング調査を通じて実施

 3章で収集した課題・変化に対して、現地企業や政府機関などがどのような対策
を講じているかを整理・分析

 分析は、現地報道情報、政府公表資料、現地企業や生産団体発表資料等
の文献調査、並びに関連団体からのヒアリング調査を通じて実施

 2~4を通じて得た分析結果から、現地において日系企業が貢献しうると考え
られる領域を導出して例示

 日系企業が対象国での食産業の事業展開を検討する機会とすることを目的に
開催したTV 会議（ウェビナー）を実施

 TV会議には現地企業・政府機関、日系企業が参加を呼びかけ。現地と日本
企業のビジネスマッチングも併せて実施

報告内容

-

7. 事業構想案  2~6を通じて得た分析結果から、現地において日系企業が貢献しうると考え
られる領域を導出し、事業構想案として例示

現地の食の安心安全意識の
高まりに対して衛生管理技術
と食品加工機械の提供に関
する事業構想案を作成

生産量/消費量/輸出入量の
推移とCOVIDの影響を把握し、
影響があった品目を特定

生産局面で農家の財務状況
悪化を、運送、加工、流通局
面で調達・加工の遅延を把握

生産、加工局面で農家や、
中小企業向け金融支援、
保管&運送、流通局面でイン
フラ投資やデジタル化を把握

日本の生産、加工、保管&
運送、流通局面で計6個の
案を提案

日印計38団体がTV会議へ
参加。併せて両国の企業
マッチングを実施

章立て アプローチ
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記載内容の例

2. COVID-19 による食市場・
物流への影響と今後の見通し

3. COVID-19 により顕在化した
FVCの課題

4. 現地FVC 再構築に向けた
動向

5. 日本が貢献できる領域仮説

6. FVC再構築検討のための
TV会議開催・結果報告

7. 事業構想案

 グジャラート州ではエビの稚魚の輸入が止まり、
来期の生産量が減少する見込み

 有機食品がウイルスへの免疫力を高めるという
評判から消費が増加。某店舗は売上100%増

 出稼ぎ労働者の帰郷で輸送・加工が遅延し、
食品ロス、在庫不足が発生

 安全安心意識の高まりで実店舗利用が減少し、
ECやデリバリー利用が加速

 農業資材入手困難や農家の財務状況悪化に
対する金融支援を実施

 コールドチェーンインフラや食品加工への投資
 EC分野の企業間連携やデジタル化が進行

 長期的視点から物流インフラ整備やデジタル化
への投資を行うことが効果的

 コールドチェーンインフラ、消毒・殺菌加工技術、
AI等を使用した農業や検査の高度化などを紹介

 現地の肥料・農業生産企業とコールドチェーン企業
より現地FVCの現状についてスピーチを実施

 FVCのリアルタイム性確保のためのインフラ整備、
包装など加工工程の自動化、衛生管理技術への
ニーズを確認

 食品加工技術強化ニーズに応え、食品加工
自動化技術を提供して受託・共同生産を実施

 食の安全意識の高まりに応え、トレーサビリティと
安全安心を確保した商品を現地販路へ提供

章立て 南アジアの記載内容例 東南アジアの記載内容例
 ロックダウンや外国人観光客の減少により肉製

品を中心に消費量が一時減少
 一方で、安全・衛生管理の観点か加工／冷凍

食品の需要が増加。特に水産加工品が好調

 物流の混乱によりコンテナ・輸送機器・倉庫不足
が深刻化。物流コスト上昇からFVC全体へ影響

 加工食品の原材料調達が滞り、供給が遅延
 一方で、ECを活用した直販や小売が活性化

 政府は、COVID-19の影響を受けた農家・エビ農
家・酪農家等向けに運転資金援助を実施

 大手食品メーカー、小売大手を中心に物資支援、
販路提供、消費促進キャンペーンなど実施

 資材、保管＆運送では、輸入・輸送制限への強
靭化やコールドチェーン強化。生産・加工、卸・小
売・外食では、スマート農機や調達販売プラット
フォーム、O2O、内食需要対応策等が挙げられた

 タイ・ベトナムの両国の各ウェビナーにおいて、計
100名以上の政府関係、業界団体、現地企業
の参加者を迎えてTV会議を開催

 マッチングを希望した企業へのマッチングを実施

 タイでは水産加工メーカー、ベトナムでは植物性乳
製品メーカーの課題とニーズをヒアリングし深堀

 現地企業を起点とした事業構想案として協業パ
ターン・スキーム、想定課題や政府支援を記載
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1. はじめに

本調査のねらい
COVID-19の影響を受けている南アジア（インド：デリー首都圏（含デリー連邦直轄領）、ウッタル・プラデシュ州、グジャラート州、
カルナタカ州、テランガナ州）がFVC再構築を目指す中、我が国の技術・ノウハウを活用し現地で食産業の展開を維持・拡大する
ことは現地国にとっても我が国の海外展開にとっても重要であると想定されます。この技術・ノウハウを活用した食産業の展開に資する
施策を検討するため、現地でCOVIDによるFVCへの影響や見通し、FVC再構築に向けた動向を調査することを目的とします。

調査対象国
インド
（デリー首都圏（含デリー連邦直轄領）、ウッタル・プラデシュ州、グジャラート州、カルナタカ州、テランガナ州）
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COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通しは以下の通り

該当州 カテゴリ サマリ
1. デリー首都圏

（含デリー連邦
直轄領）

主要な農産物の生産量 COVID-19で農業労働者が故郷へ移動し生産量が減る可能性がある。
主要な食品の消費量 免疫力への効能があるとの評判から有機食品の消費が増加した。
主要な農産物・食品の
輸出量・輸入量

輸入| OVID-19のロックダウン継続により、コーヒーやシリアルなどの輸入に依存する食品の不足が懸念された。
輸出| 移動制限の影
響で食肉の輸出が減少すると予想される。

Eコマースによる取扱量 ハイアットホテルをはじめ、ホテルやレストランとオンライン配送会社の提携が進む。
テイクアウト・デリバリー
による取扱量

ロックダウン開始後、自炊の増加によりデリバリーの利用が低下(約80%)したが、10月中旬にCOVID-19前の
約60%の取扱量に回復。オンラインデリバリーはパンデミック中に取扱量が増加した。(例：Swingy社80%増)

消費者トレンド レストランの利用客が減少した一方、健康食品の売上げは増加した。
2. ウッタル・

プラデシュ州
主要な農産物の生産量 ロックダウンと同時期に悪天候に見舞われ小麦や豆の生産が減少した。
主要な食品の消費量 ロックダウン中に鶏肉が入手困難になり、代替タンパク源として卵の消費量が増加した。
主要な農産物・食品の
輸出量・輸入量

輸入| COVID-19による輸入への影響無し。
輸出| 輸出相手国の混乱や国内ロジスティクスの混乱で米・肉輸出量が減少すると予想される。

Eコマースによる取扱量 [個別データ入手不可：インド全国] ロックダウン初期(4月)に同年1月比約27%売り上げが増加した。
テイクアウト・デリバリー
による取扱量

[個別データ入手不可：インド全国]自炊の増加によりデリバリーの利用が低下(約80%)したが、10月中旬に
COVID-19前の水準に回復した。

消費者トレンド 店舗・ホテルがサービスを停止する中、デリバリーでの需要が増加した。
3. グジャラート州 主要な農産物の生産量 エビの卵や稚魚の輸入が滞り、エビの生産量は減少すると予測される。

主要な食品の消費量 COVID-19と肉食の関連の噂の影響で肉の消費が60%減少、その後回復傾向にある。
主要な農産物・食品の
輸出量・輸入量

輸入| 移動制限により、港に食料油が滞留し食用油の輸入量が減少した。（34%減、インド全国）
輸出| ヒマシ油の輸出量が減少した。

Eコマースによる取扱量 [個別データ入手不可：インド全国] ロックダウン初期(4月)に同年1月比約27%売り上げが増加した。
テイクアウト・デリバリー
による取扱量

[個別データ入手不可：インド全国]自炊の増加によりデリバリーの利用が低下(約80%)したが、10月中旬に
COVID-19前の水準に回復した。

消費者トレンド ホテルのレストランは営業停止。飲食は消費者支出の27%を占める。2030年までの年平均7.3%で成長するも
シェアは徐々に減少する見込み（COVID-19とは無関係）。

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.1. サマリ（各州）

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・UPとGJデリバリー
https://timesofindia.indiatimes.com/business/india-business/food-delivery-recovers-to-near-pre-covid-levels/articleshow/78630605.cms
・Eコマース
https://redseer.com/newsletters/india-ecommerce-and-foodtech-covid-19-impact-and-way-forward/
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COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通しは以下の通り

該当州 カテゴリ サマリ
4. カルナタカ州 主要な農産物の生産量 COVID-19による移動制限や労働者不足で小麦やバナナなどの収穫量が減少した。

主要な食品の消費量 COVID-19感染と食肉の関係性に関する風評被害により肉の消費量が低下、養鶏農家が鶏を処分した影響
でその後の家禽肉の価格が上昇した。

主要な農産物・食品の
輸出量・輸入量

輸入| 輸入の課題は特段見られない。
輸出| 工場の輸送許可が下りないことと欧州の需要減により輸出量が減少した。

5. テランガナ州 主要な農産物の生産量 労働者不足や感染への不安でトウモロコシ、バナナなどの収穫量が減少した。
主要な食品の消費量 ロックダウン中の消費支出は米などの主食中心となった。
主要な農産物・食品の
輸出量・輸入量

輸入| 輸入の課題は特段見られない。
輸出| 輸出の課題は特段見られない。州間輸送では移動制限で作物の輸送が遅延した。

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.1. サマリ（各州）

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・UPとGJデリバリー
https://timesofindia.indiatimes.com/business/india-business/food-delivery-recovers-to-near-pre-covid-levels/articleshow/78630605.cms
・Eコマース
https://redseer.com/newsletters/india-ecommerce-and-foodtech-covid-19-impact-and-way-forward/
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生産量| 小規模農家が中心。政府の働きかけで花卉栽培の農地が増加傾向
COVID-19で農業労働者が故郷へ移動し生産量が減る可能性

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.2 デリー首都圏 2.2.1 主要な農産物の生産量

17 17 17 17 17

1

86 87 83 83 82

70
66 66 65 63

1 1 1 1 10
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0
20202018 2019

米 トウモロコシ 豆 小麦 肉 魚介

Source: Indiastat.com, News Reports

主要農林水産物の生産量推移（デリー首都圏）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

農地の概要

• デリー連邦直轄領では都市化が進んでおり、作付面積は減少傾向。
（長期傾向では2000年～2016年で34%減少、2016年34,750ha）

• 2ha以下の小規模農家が約77%（事業所数は約20,500の内）
• 小麦、米、キビ等が主要穀物

野菜の
農地拡大の
取り組み

• 政府は野菜栽培や花卉園芸を奨励。花卉栽培面積は、2005-06年の
5,479haから2015-16年の12,638haへ、130%以上増加

• ほうれん草、フェヌグリーク、コリアンダー、カリフラワー、ナスの栽培が普及

汚染による
農地縮小

• 土壌中の重金属毒性が発覚し、政府は2019年、全国グリーン法
(National Green Tribunal Act)にてヤムナ川の氾濫原での農業を禁止。
該当地域での穀物生産量は減少する見通し

食肉処理 • 鶏肉、水牛肉、山羊/羊肉の食肉処理

水産は僅少 • 魚介類の生産量は少なく、年間約700～800トン

生産量低下
の可能性

• COVID-19感染拡大に伴い農業労働者が帰郷。生産量に影響が
生じる可能性

主なトレンド／特性

Note: 2020年は推定値

赤色：COVIDによる主な影響

Delhi NCR

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
デリー参考
https://www.thehindubusinessline.com/economy/agri-business/average-farm-landholding-size-shrinks-to-11-ha/article24719240.ece
https://www.hindustantimes.com/delhi-news/delhi-and-urban-farming-the-city-needs-its-farmlands-and-its-farmers-need-help/story-Fg0oYN4Ew5XpEeU8ZA516K.html
https://www.downtoearth.org.in/news/agriculture/delhi-s-crop-area-reduced-by-34-less-than-1-workforce-engaged-in-agriculture-59967
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消費量| 非菜食主義者が7割。穀物では有機食品の需要が増加傾向
COVID-19感染拡大後、免疫力への効能があるとの評判から有機食品の消費が増加

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.2 デリー首都圏 2.2.2 主要な農産物の消費量

Source: News Reports, Euromonitor 

主要農林水産物の消費量（デリー首都圏）

COVID-19による影響
有機食品の
需要の高まり

 有機食品が免疫力を高めるという評判から、パンデミック後有機食品の
消費が増加。例えば、デリーを拠点とするオンライン有機食品ストアの
‘I say Organic’ は、ロックダウン後の売上が100%増加

食肉消費の
減少

 COVIDの感染と肉食の影響に関する噂の影響で、鶏肉（70％）、
羊肉（20％）の消費が減少。一方、水牛肉や魚は影響なし

食料不足  約1/3の世帯で食料不足が発生

主なトレンド／特性

穀物：
有機食品
嗜好

• 健康意識の高まりと可処分所得の増加により、有機食品の需要拡大
• 60％以上の消費者がオーガニック製品を嗜好

鶏肉・羊肉
中心

• デリーの人口の70％以上が非菜食主義者
• 豚肉、牛肉より羊/山羊肉、鶏肉を嗜好
• 2006年から2016年にかけて食肉消費量が11％以上増加

魚介 • 年間1,000トン以上の魚を消費（デリー）

Delhi NCR

政府機関等へ問い合わせを行ったが
州レベルのデータは入手不可能

• デリーの食品・飲料への消費者支出は2019年に17％増加
（2016年比）

• 2020年は、COVID-19発生後デリーから地方へ人が流出したこと、
消費者の購買力が低下したことにより、前年比最大9％減少する
予想

消費者支出の傾向

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
http://archive.indianexpress.com/news/-62--of-delhincr-households-prefer-organic-food-/1120400/
https://www.pureecoindia.in/global-organic-food-sales-rise-due-to-coronavirus/
https://eurasiantimes.com/food-city-non-veg-india/
https://www.livemint.com/Politics/dWUqT4epdPTHNAYuKYVThK/No-vegetarianism-is-not-growing-in-India.html
https://www.researchgate.net/publication/301887250_Consumers'_attitude_towards_meat_consumption_in_India_Insights_from_a_survey_in_two_metropolitan_cities/link/572acf4108ae057b0a0796fa/download
https://timesofindia.indiatimes.com/city/delhi/no-link-with-chicken-but-sales-see-massive-dip/articleshow/74584462.cms
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輸入量| 米、豆類、鶏肉、魚介を主に欧州から輸入
COVID-19のロックダウン継続により、コーヒーやシリアルなどの輸入に依存する食品が不足する可能性

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.2 デリー首都圏 2.2.3 主要な農産物の輸入量

主要農林水産物の輸入量推移（デリー首都圏）, 2016-2020（トン）

Delhi NCR

COVID-19による影響

コーヒー、
シリアル等の

不足
 ロックダウンの継続により、輸入に依存するコーヒー、シリアルなどが

不足している可能性

主なトレンド／特性

穀物  米や豆類をスペイン、タイ、アメリカ、エチオピアなどから輸入

肉  鶏肉をフランス、イタリア、ポーランドなどから輸入

魚介 • ニュージーランド、ノルウェー、ベトナムなどから輸入

Source: News Reports 

赤色：COVIDによる主な影響
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Note: 国内の輸入の中継地としてデリーに入り、その後州外へ輸送された
ものも含むため、必ずしもデリーが単独で輸入した量ではない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.thehindu.com/news/cities/Delhi/items-dependent-on-imports-to-be-in-short-supply-in-delhi-if-lockdown-continues-govt-panel/article31462635.ece
https://coronapolicyimpact.org/2020/04/16/85-of-delhi-ncr-saw-incomes-fallncaer-survey/
https://so.city/delhi/article/time-to-spice-up-your-evenings-check-out-our-meandering-food-trail-of-ina-market
https://www.geospatialworld.net/article/evolving-fisheries-business-in-india-with-gis/
https://www.aljazeera.com/news/2017/3/27/meat-crackdown-leaves-shortage-in-indias-uttar-Pradesh
https://www.forbesindia.com/article/on-assignment/a-fish-called-basa/23462/1#:~:text=Three%20years%20after%20the%20first,have%20touched%20around%201%2C500%20tonnes.&text=The%20rising%20popularity%20of%20Basa,India%20%E2%80%94%20in%20hotels%20across%20India.
http://seafoodnorway.in/seafood/
https://www.stuff.co.nz/business/114186159/kiwi-dairy-and-food-exporters-are-cracking-the-134-billionstrong-indian-market
https://lbb.in/delhi/organique-magnifique-french-farms-orgnanic-produce-meats-delhi-gurgaon/
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COVID-19による影響

輸出量| 羊/山羊肉、水牛肉、家禽製品を中東や東南アジアへ輸出。穀物や魚介類の輸出は僅か
COVID-19による移動制限の影響で食肉の輸出が減少する可能性

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.2 デリー首都圏 2.2.4 主要な農産物の輸出量
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米 肉小麦 魚介トウモロコシ 豆

主要農林水産物の輸出量推移（デリー首都圏）, 2016-2020（千トン）

主なトレンド／特性

食肉
輸出減少の
可能性

• トラック運転手不足、移動制限などのサプライチェーンの混乱により、
ロックダウン中に食肉の輸出が減少する可能性

穀物：
輸出僅か

 生産される農作物は国内消費用。輸出はほぼ無
（米：データなし、トウモロコシ：輸出なし(0トン)、豆：約1,000トン）

肉：
羊や

家禽製品の
輸出

 羊/山羊肉、水牛肉、家禽製品を中東（サウジアラビア、UAE、
イエメン）や東南アジア（マレーシア、ベトナム）等へ輸出

魚介：
輸出無

 輸出はほぼ無
（魚介：輸出なし(0トン)）

Source: Indian exports website, Indiastat.com, News Reports

Delhi NCR

赤色：COVIDによる主な影響

Note: 州外から輸送されデリーを経由して輸出したものも含むため
必ずしもデリーが単独で輸出した量ではない
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飲食への消費者支出は全体の約17%。2030年まで飲食のシェアは徐々に減少見込
COVID-19の影響でレストランの利用客減少や健康食品の売上げ増加が発生

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.2 デリー首都圏 2.2.5 消費者トレンド

• 飲食の占める割合は17%（2020年）で消費者支出における第4位。
2010年から20年にかけて、約1%減少

• 2020年から30年にかけての年平均予想成長率は、消費支出全体が8.1%、
飲食に関する支出は7.5%

1% 1% 1% 1% 1%5%
5%

5% 5% 5%
19% 18% 20% 22% 23%

31% 29% 27% 25% 25%

18% 18% 17% 16% 16%
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2030
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24%
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5%
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2%

23%

2015

4%2%

23%

4%2%

2025

4%

91,589

24%

25,873 31,871 41,962 63,152

健康
飲食
住宅 教育

移動&通信 衣料 レジャー
その他 背景

• 2018年の一人当たりの収入は約4,900ドルで、全国平均の
約3倍（2018年）

• デリー連邦直轄領、ハリヤナ州、ラジャスタン州、ウッタル・プラデ
シュ州の一部で、人口約2,175万人のデリー首都圏を構成

Eコマースの
利用率高

• Eコマースの利用は国内でも高く、3位（上位3位はデリーNCR、
マハラシュトラ州、カルナタカ州。全注文の65％に匹敵）

• ハイアットホテルをはじめ、ホテルやレストランがオンライン配送
会社と提携し増加傾向

デリバリー
利用の増加

• 個人消費の増加と女性の就業率上昇によりデリバリー需要が
増加。2019～2025年で25%増加する見込み
（%はデリーを含むインド主要都市全体の傾向）

• 自炊の増加によりデリバリーは需要が低下。10月中旬には
パンデミック前の60%に回復。Swingyなどの
オンラインデリバリーは約80%成長（11月追加）

モダンな
レストランを
嗜好

• 圏外から流入した若者を中心にレストランでの外食を嗜好
• 圏外出身の若者は帰郷し利用客が減少、レストランの売上は

最大80%低下。Khan Marketのレストラン（Market-Smoke 
House Deli, Café Turtle, Pebble Street等）が閉店

健康志向

• サプリメント販売会社HealthXpの調査(2018年)によると、
国内の健康補助サプリメント消費の約10%をデリーが占める。
国内でも特に健康志向が高い傾向

• 免疫力を高める食品の売上高は20％～40％増加、
オンライン検索は6倍に（インド全土）

グローバル
レストラン
需要高

• 歴史的建造物などを目当てに観光客が訪れ、グローバルレスト
ランの需要は高い傾向

• 国際便停止の影響で観光客は減少、
観光産業（レストラン含む）は約670億ドルの損失
（インド全土）

消費者支出内訳 (百万ドル) 主要な消費者トレンド （赤色はCOVIDによる影響）

Source: Euromonitor, News Reports

Delhi NCR

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・背景
一人当たり平均収入
https://www.business-standard.com/article/pti-stories/delhi-s-per-capita-income-three-times-the-national-average-economic-survey-119022300372_1.html#:~:text=The%20per%20capita%20income%20of,average%2C%22%20says%20the%20report.
・デリバリー
https://www.globenewswire.com/news-release/2020/01/28/1975925/0/en/The-Home-Delivery-Market-in-India-2019-2025-Increasing-Consumer-Spending-Changing-Consumer-Lifestyles-Rise-in-the-Number-of-Working-Women.html
     - 取扱量
     https://www.livemint.com/news/india/food-delivery-industry-s-gmv-at-85-of-pre-covid-levels-says-zomato-11600854957008.html
　 - 自炊
     https://www.statista.com/statistics/1149373/india-reasons-for-decreasing-orders-from-food-delivery-apps-during-covid-19/#:~:text=As%20per%20the%20results%20of,due%20to%20COVID%2D19%20pandemic.
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生産量| 国内でも有数の穀物の生産地
COVID-19後はロックダウンと同時期に悪天候に見舞われ小麦や豆の生産が減少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.3 ウッタル・プラデシュ州 2.3.1 主要な農産物の生産量

Source: Indiastat.com, News Reports

主要農林水産物の生産量推移（ウッタル・プラデシュ州）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

穀物の
生産地 • 国内生産量は、米：第1位、小麦：第2位

牛肉生産の
禁止

• 牛肉の生産は、州の条例、牛屠殺禁止法（UP prevention of Cow 
Slaughter Act）により禁止

大規模養殖
への投資

• 州政府はラクナウ(Lucknow)地区の養殖場の大規模化を計画。補助金
を投じて養殖業従事者の教育を実施

外出制限と
雨による
収穫量減

• ロックダウンによる外出制限で収穫期に農作物を収穫できず、農作物
が雨に浸されたため収穫量が減少。 ピリビート(Pilibhit )地区では、
雨による被害が小麦25％、レンズ豆60％以上

主なトレンド／特性
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小麦米 トウモロコシ 豆 肉 魚介

UP

Note: 2020年は推定値

赤色：COVIDによる主な影響



21Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

消費量| 内陸州であり、菜食主義者が人口の約半数いることから肉や魚の消費が少ない傾向
COVID-19ではロックダウン中に鶏肉が入手困難になり、代替タンパク源として卵の消費量が増加

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.3 ウッタル・プラデシュ州 2.3.2 主要な農産物の消費量

Source: DGCIS website, News Reports

主要農林水産物の消費量推移（ウッタル・プラデシュ州）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響
鶏肉の
消費量減

• ロックダウン中、鶏肉の消費量が70％減少。新鮮な肉が入手困難に
なったため、レストランやカフェは冷凍肉を使用

卵の
消費量増

• 鶏肉が入手困難になり、鶏肉に代わるタンパク質源として卵の消費量が
増加。1日あたり1500万個から2500万個に

主なトレンド／特性

小麦が主食 • 小麦が主食であり、1人あたり1か月に平均して約7Kgの小麦を消費

農村部
中心の
米の消費

• 農村部の1か月1人当たりの米消費量は、都市部の約2倍。
（農村部：1か月あたり2 Kg）と比較して、1人あたりの米の
消費量（1か月あたり4 Kg）のほぼ2倍

菜食/非菜食
半数

• 人口の50％以上が非菜食主義
• ケバブ、ビリヤニなどの肉料理が普及
• 2017年に州政府が違法な食肉店や食肉処理場を閉鎖したため、

以降の肉の消費量が減少

食文化により
魚の消費少

• 内陸州であり、タンパク質は卵、肉、豆類から摂取する文化を持つため
魚の消費量が少ない傾向

UP
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米 小麦トウモロコシ 肉豆 魚介

Note: 2020年は推定値

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.hindustantimes.com/lucknow/humble-egg-upites-new-found-love-during-the-lockdown/story-2GOTER4d1ldePyGeNSNpII.html
https://www.hindustantimes.com/india-news/up-poultry-farmers-stare-into-abyss-as-govt-chickens-out/story-dXZUvfPDQuhXi9RETxZ2MJ.html
https://www.researchgate.net/publication/320140815_Consumption_Pattern_of_Fish_in_Uttar_Pradesh_India
https://scroll.in/article/670473/Rice-and-wheat-maps-of-India:-Rajasthan-doesn%27t-eat-rice,-rotis-a-rarity-in-Manipur
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輸入量| 穀物、肉、魚介ともに自給自足の状態で輸入量は少ない傾向
COVID-19による輸入への影響は無し

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.3 ウッタル・プラデシュ州 2.3.3 主要な農産物の輸入量

主要農林水産物の輸入量推移（ウッタル・プラデシュ州）, 2016-2020（トン）

Source: News Reports 

COVID-19による影響

自給自足に
より影響無

• 基本的に自給自足ができており、輸入量がもともと少ないため、
輸入に影響無

主なトレンド／特性

穀物：
州内産作物
優先消費

• 小麦、豆類、トウモロコシなどの穀物は自給自足ができているため、
輸入無

• 州政府は、企業が国外から安価な穀物を輸入することを阻止するため、
穀物に高い輸入税を賦課

肉：
自給自足

• 国内の家禽肉生産量の約20%を担っており、自給自足ができているため
輸入無

魚介：
自給自足

• 魚介類は自給自足ができており、輸入量は少ない状態
• 具体的な輸入国や魚の種類に関する情報は無

UP
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米 トウモロコシ 豆 肉小麦 魚介

Note: 2020年は推定値

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.nationalheraldindia.com/india/yogis-hindutva-agenda-hits-meat-industry-badly-as-it-remains-shut-since-lockdown-began
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輸出量| バスマティ米の輸出はイランの経済悪化により減少傾向
COVID-19により輸出相手国の混乱や国内ロジスティクスの混乱で米・肉輸出量が減少見込み

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.3 ウッタル・プラデシュ州 2.3.4 主要な農産物の輸出量
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米 魚介小麦トウモロコシ 豆 肉

主要農林水産物の輸出量推移（ウッタル・プラデシュ州）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

主なトレンド／特性

輸出先での
COVID蔓延
で米輸出減

• イランがCOVID-19で経済的打撃を受けているため、バスマティ米の
輸出は更に減少する可能性

ロジスティクス
混乱で

食肉輸出減
• 食肉の輸出はロックダウンによるロジスティクスの混乱で減少

バスマティ米の
輸出減少

• バスマティ米の輸出先であるイランは米国による制裁で財政が悪化し、
輸出業者への支払が遅延。輸出は過去数年間で60％以上減少

バスマティ米
以外の米の
輸出増加
（予測）

• バスマティ米以外の米の輸出は、アフリカでの需要の増加に今後増加
する見込み

• 米の輸出国第2位のタイにおける干ばつ、第3位のベトナムにおける
水不足による影響も、輸出量が増える要因の一つ

小麦：国内
販売がメイン

• 国内市場で小麦が高値で売れ、生産者は輸出より国内市場への
投入を志向

水牛の輸出 • 牛肉の輸出は禁止されてる一方、水牛は輸出を実施

Source: Govt. exports website, Indiastat.com, News Reports

UP

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・米の生産効率の低さ
https://www.reuters.com/article/us-nigeria-economy-rice-idUSKBN1ZM109

JETRO
ナイジェリア経済持続可能性計画2020（NESP2020）
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/special/2020/0701/356685f65e098019.html
JICA
生産量低下
https://www.jica.go.jp/chotatsu/buppin/ku57pq00002mg0sf-att/temp3of5_20a00456.pdf
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飲食への消費者支出は全体の約30%。2030年まで飲食のシェアは徐々に減少見込
COVID-19の影響で店舗・ホテルがサービスを停止する中、デリバリーでの需要が増加

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.3 ウッタル・プラデシュ州 2.3.5 消費者トレンド

• 飲食は消費者支出に占める割合が30%（2020年）と最も大きいが、2010
年から20年にかけて、約5%減少

• 2020年から30年にかけての年平均予想成長率は、消費支出全体が8.0%、
飲食に関する支出は7.3%

5% 6% 7% 8% 8%8% 8% 7% 6% 6%
5% 5%

12% 14% 15% 17% 17%
14%

13% 12% 12% 12%

35% 31% 30% 29% 28%
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2015

0%

23%
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5%

0%

23%

201,683

2025

23%

2030

121,344 158,633 301,625 436,963

飲食 移動&通信
住宅

レジャー
教育

衣料
健康 その他 背景

• 低所得者数がインド最大
• 消費の不平等が州内の都市部で増加

都市部で
モダンリテール
が成長

• Lucknow, Kanpur, Meerut, Noidaなどの大都市がモダン
リテールのブームを牽引

• モール文化の醸成がモダンリテールの成長を後押し。不動産
セクターにおける主要なサブセクターの一つに

• 多くの高級コーヒーショップが利用者減少と高賃料を危惧。
ロックダウン後にショッピングモールでの事業再開を断念

モダン
レストランの
人気の高まり

• ドライブスルーや外食需要の高まり
• 自宅でも職場でもないサードプレイスへの注目の高まり
• 週末・夜間外出禁止令期間中、フードデリバリーサービス需要

が増加

健康志向 • 富裕層を中心とした健康志向の高まり

グローバル
レストラン
需要は
限定的

• グローバルなレストランは都市部のみで展開
• 消費者はスターバックスなどのグローバルブランドではなく、

カフェコーヒーデイのようなインド地場ブランドを好む傾向
• ホテルでは物理的な接触を最小限に抑えるべく、

当面ビュッフェサービスを停止。提供メニューも限定

消費者支出内訳 (百万ドル) 主要な消費者トレンド （赤色はCOVIDによる影響）

Source: Euromonitor, News Reports

UP

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・Eコマース
https://entrackr.com/2020/04/uttar-pradesh-allows-full-e-commerce-operations-april-20/
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生産量| 悪天候と水不足の影響で小麦と豆類の生産量が減少
COVID-19によりエビの卵や稚魚の輸入が滞り、エビの生産量が減少する可能性

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.4. グジャラート州 2.4.1 主要な農産物の生産量

Source: Indiastat.com, News Reports

主要農林水産物の生産量推移（グジャラート州）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

悪天候と
水不足が
穀物栽培へ
影響

• 悪天候（モンスーン影響）と河川水の不足により、2018年から小麦と
豆類の生産量は減少

• 水不足の影響で高付加価値作物である綿花、果物、野菜などの
栽培へシフトする農家が出現

低い
食肉生産 • 食肉の生産量はインド36州のうち22位

牛肉生産の
禁止

• 牛肉の生産は、グジャラート動物保護法により禁止。
スラット、アフメダバード等州内の都市で牛肉の違法食肉処理が横行

魚の生産は
養殖中心

• 魚の生産量は国内第5位
• ティラピア養殖、淡水エビ養殖、外洋ケージ養殖を実施

生産量の
低下

• ロックダウンにて移動が制限された影響で作物の収穫が遅れ、
収穫量が減少

• 移動制限によりエビの卵や稚魚を貯蔵期間中に輸入できなかったため、
内陸の養殖場を中心にエビの生産量は16,000～18,000トン減少する
可能性

主なトレンド／特性

Gujarat
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米 トウモロコシ 豆 小麦 肉 魚介

Note: 2020年は推定値

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・肉
グジャラート動物保護法で禁止
https://indianexpress.com/article/cities/ahmedabad/gujarat-over-1-lakh-kg-cow-meat-seized-in-last-two-years-congress-and-bjp-trade-barbs-6296181/
違法食肉処理場
https://ahmedabadmirror.indiatimes.com/ahmedabad/crime/holy-cow-100-tonnes-of-beef-seized-in-gujarat-in-2-years/articleshow/74449147.cms

・魚
養殖の種類
http://www.walkthroughindia.com/offbeat/top-5-leading-fish-producing-states-india/
ランキング
https://theindianblog.in/top-10-states-india/top-10-fish-producing-states-in-india/

・COVIDの影響
生産量の低下
エビ
http://www.aquapost.in/shrimp-production-in-gujarat-may-dip-35-40-in-2020/
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消費量| 菜食主義者が過半数を占める一方、肉料理が有名なコミュニティも存在（ムスリム）
COVID-19と肉食の関連の噂の影響で肉の消費が60%減少、その後回復傾向

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.4. グジャラート州 2.4.2 主要な農産物の消費量

Source: News Reports

主要農林水産物の消費量（グジャラート州）

COVID-19による影響

噂の影響で
肉の消費量
減少

• 肉の需要は食肉消費とCOVIDの関係性に関する噂の影響で一時的に
低下。例えば、アーメダバードでは、ロックダウン中に肉の消費量が60％
減少。その後消費量は回復傾向

主なトレンド／特性

穀物：
月間消費量 • 1人当たりの月間の消費量は米約2 kg、小麦約4kg

肉食は
少数派

• 非菜食主義者は人口の40%相当いるが、州内の文化的に肉食を
避ける風習があり、家庭での肉の消費も避けられる傾向（インドでは肉
は食べないものの卵を食べる人は非菜食主義者ともみなされる）

• 一方で、ムスリムコミュニティなど一部肉料理が有名な地域も存在
（Khatris や Ghanchisなど）

州内産を
消費しても
余剰あり

• 州内生産の魚（約80万トン）約の約20％を消費し、余剰分
約65万トンを海外へ輸出、もしくは国内へ輸送

• 1人当たりの年間の魚消費量は11.8kg

Gujarat

政府機関等へ問い合わせを行ったが
州レベルのデータは入手不可能

• アーメダバードの食品・飲料への消費者支出は2019年に23％増加
（2016年比）

• 2020年は、前年比約9％減少する予想

消費者支出の傾向

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.geospatialworld.net/article/evolving-fisheries-business-in-india-with-gis/ 
https://www.firstpost.com/living/in-surat-meat-eating-communities-challenge-gujarats-vegetarian-label-with-heirloom-recipes-7712321.html 
https://scroll.in/article/670473/rice-and-wheat-maps-of-india-rajasthan-doesnt-eat-rice-rotis-a-rarity-in-manipur 
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輸入量| 豪州、カナダなどから高級小麦や豆類を輸入。肉や魚介は輸出はほぼ無
COVID-19による移動制限により、港に食料油が滞留し食用油の輸入量減少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.4. グジャラート州 2.4.3 主要な農産物の輸入量

主要農林水産物の輸入量推移（グジャラート州）, 2016-2020（トン）

Source: News Reports

Gujarat

COVID-19による影響
移動制限によ
るパーム油減

• カンドラ(Kandla)港とムンドラ(Mundra)港では、輸入したパーム油などの
食用油が移動制限により滞留し4月の輸入量が減少
（34%減、インド全国）

原材料
輸入の遅延

• 他産業で原材料輸入の遅延や輸入量の減少が発生していることから、
食品産業においても食品加工業で原材料の高級小麦の輸入の遅延が
発生している可能性

主なトレンド／特性

穀物：
豪州などから

輸入

• 食品加工業向けにオーストラリアから高級小麦を輸入
• ムンドラ港では、カナダ、オーストラリアなどから豆類約500万トンを輸入

肉：輸入無
（国内
輸送）

• ラジャスタンなど国内の他州より鶏肉などを入荷しており、輸入は無

魚介：
欧州や中国
から輸入

• 輸出が中心で輸入はほぼ無
• ヨーロッパ諸国、中国などから輸入（魚介の種類は不明）

赤色：COVIDによる主な影響

2018 2019
5

386,321

483,481

65 85

439,382

744 444
1,524

25 389

1,093,799

2016

85,731
46

20202017
327

1,047,247

4,350
193,537

123

米 小麦トウモロコシ 豆 肉 魚介

Note: 国内の輸入の中継地としてグジャラート州に入り、その後州外へ
輸送されたものも含むため、必ずしもグジャラート州が単独で輸入した量ではない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.thehindubusinessline.com/economy/agri-business/adani-ports-to-handle-pulses-imports/article7780948.ece 
https://www.financialexpress.com/india-news/madhya-pradesh-rajasthan-gujarat-asked-to-start-early-wheat-procurement/573643/ 
https://indianexpress.com/article/cities/ahmedabad/meat-and-poultry-prices-in-gujarat-may-continue-soar-for-a-few-months-experts-6987171/ 
https://www.downtoearth.org.in/news/food/india-to-import-3-mln-tonnes-of-pulses-in-2020-21-70146
https://www.downtoearth.org.in/news/will-indias-wheat-imports-lead-to-global-food-crisis-49945
https://papaak.com/blog/meat-and-poultry-prices-in-gujarat-may-continue-soar-for-a-few-months
https://indianexpress.com/article/cities/ahmedabad/foodgrain-supply-to-gujarat-doubled-during-lockdown-fci/
・COVID-19による影響
https://www.newsclick.in/Gujarat-Industry-Agricultural-Suffer-COVID-19-Coronavirus-Lockdown
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輸出量| 豆類の輸出規制解除の影響で豆類の輸出量が増加
CPVID-19の影響でヒマシ油の輸出量減少が発生

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.4. グジャラート州 2.4.4. 主要な農産物の輸出量

主要農林水産物の輸出量推移（グジャラート州）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

主なトレンド／特性

農作物、
魚介類の
輸出減少

• ヨーロッパ経済の悪化によりヒマシ油の輸出が35％減少
• エビは種子の輸入が滞ったことによる生産量減少が予測されており、

輸出も将来的に約94万ドル減少する可能性

小麦生産減
による輸出減 • 小麦の輸出量は生産の減少（悪天候と水不足の影響）に伴い減少

豆類輸出
規制解除
に伴う輸出増

• 国内の豆価格の上昇により豆の輸出を規制していたが、
2017年、豆の豊作と前年の輸入余りの影響で豆の価格が低下。
政府は豆の輸出規制を解除したため2018年以降の輸出量が増加

肉：
輸出無

• 生産量が少ないため、輸出はほぼ無
（肉：輸出なし(0トン)、もしくはデータなし）

魚介：
欧米向け輸出

• マナガツオ、イシナギ、エビ、ロブスターなどを米国、ヨーロッパ、UAE、
オーストラリア等へ輸出

Source: Indian exports website, Indiastat.com, News Reports

Gujarat

3,875 3,857

75 30 35 84 89148 37 129
20

19
5

2016 20182017 2019 2020
22 0 2 13 0 3

4,335

20 240 3

4,824

4,335

12 0

豆米 トウモロコシ 小麦 肉 魚介

Note: 州外から輸送されグジャラート州を経由して輸出したものも含むため
必ずしもグジャラート州が単独で輸出した量ではない

赤色：COVIDによる主な影響
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飲食への消費者支出は全体の約27%。2030年まで飲食のシェアは徐々に減少見込
COVID-19の影響で食品加工産業では包装材料の入手困難が発生

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.4. グジャラート州 2.4.5. 消費者トレンド

• 飲食は消費者支出に占める割合が27%（2020年）と最も大きいが、2010
年から20年にかけて、約1%減少

• 2020年から30年にかけての年平均予想成長率は、消費支出全体が8.1%、
飲食に関する支出は7.2%

6% 6% 5%

17% 17% 19% 21% 21%

19% 16% 15% 14% 14%

28% 28% 27% 26% 25%

2030

1%

23%

137,453

5%3%

1% 3%

2010

1% 3%
3%

25%

2015

25%

4%
4%1% 1%

2020

4%
5%

4%

26%

2025

4%
5%

25%

50,408 71,967 91,797 199,130

衣料飲食
住宅

移動&通信
教育 健康

レジャー
その他

背景
• グジャラート州はインドで最も発展した工業都市の一つ
• 牛乳協同組合による牛乳革命（牛乳不足から世界最大

の牛乳生産国に変革するきっかけとなった運動）の発祥地

食品加工
産業が盛ん

• インドの食品加工部門で最大のシェアを占有
• Parle、Vadilal、Rasna等、有名インド食品ブランドの

本社が立地
• 出稼ぎ労働者の流出により製造能力が低下、輸送制限で

包装材料が入手困難に

モダンな
レストランへの
人気の高まり

• モダンな外食レストランは成長セクターの一つであり、州の
都市化を牽引

• ホテルのレストランでは営業停止を強いられスタッフを解雇

健康志向 • 若者世代における健康意識の高まり

グローバル
レストラン

需要の高まり

• 食体験を目的とした旅行需要の高まり
• 州内ではアジア料理特に日本料理の人気が急上昇

消費者支出内訳 (百万ドル) 主要な消費者トレンド （赤色はCOVIDによる影響）

Source: Euromonitor, News Reports

Gujarat
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6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告

7. 事業構想案
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生産量| 茶、ブドウ、カシューナッツ等のプランテーションや園芸を実施
COVID-19による移動制限や労働者不足で小麦やバナナなどの収穫量が減少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.5. カルナタカ州 2.5.1. 主要な農産物の生産量

3,021

2,605

3,017

3,431
3,579

3,310 3,314

3,854 3,758 3,917

1,139

1,738
1,951

1,774
2,055

581 557 603 587 588

197 164

2016

156

2017 2018 2019 2020

171 209 230 228 254 166 276

豆米 小麦トウモロコシ 肉 魚介

Source: Indiastat database, govt. published reports, News Reports

主要農林水産物の生産量推移（カルナタカ州）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

農地の概要

• 農地は約1,231万haで総面積の64.6％。灌漑は総作付面積の26.5%
• 茶、ココナツ、カシューナッツ、カルダモン、ゴム、オレンジ、ブドウなどの

プランテーションと園芸が盛ん
• 園芸作物の年間生産量は約958万トン、農業収入の約40%

主要農作物

• 主な換金作物はサトウキビ、カシューナッツ、カルダモン、キンマ、ブドウ
• コーヒー（国内70%）、生糸、トマトの生産量が国内第1位
• 2019年8月、干ばつとフォールアーミーワーム（FAW）の被害により

トウモロコシの生産量が減少

食肉生産
増加

• 鶏肉の生産が盛んな地区はバンガロール地域、トゥムクル（Tumkur）、
コラール（Kolar）など

魚の生産
減少

• 海水魚の生産量は2017-18年の547,784トンから
2018-19年の445,213トンまで約18%減少

• エルニーニョ現象に伴う魚の移動でイワシの生産量が減少したことと、
海岸での釣りに反対する漁業関係者のストライキで、漁業関係者が
漁業に費やす日数が減ったことが主な減少の原因

移動制限と
労働者不足
で生産量減

• 3～4月のロックダウンによる移動制限や労働者不足で小麦や
バナナなどの収穫量が減少

主なトレンド／特性

Karnataka

Note: 2020年は推定値

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
農地の概要、主要農作物
https://www.agrifarming.in/agriculture-farming-in-karnataka-cultivation-of-crops
食肉生産増加
https://www.ceicdata.com/en/india/livestock-production-meat/livestock-production-meat-sheep-karnataka
魚の生産量減少
https://www.newindianexpress.com/states/karnataka/2019/may/31/karnatakas-fish-production-dips-by-18-1984073.html
COVID-19の影響
https://www.newindianexpress.com/states/karnataka/2020/sep/25/for-farmers-covid-clouds-have-silver-line-2201572.html
（カルナタカ州のTask2調査結果も参照）
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消費量| 降水量不足でマトンの価格が上昇傾向。魚介は淡水魚が多数派
COVID-19と肉食の関係性に関する風評被害で鶏を処分したため、その後の家禽肉の価格が上昇

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.5. カルナタカ州 2.5.2. 主要な農産物の消費量

Source: News Reports

主要農林水産物の消費量（カルナタカ州）

COVID-19による影響
風評被害の
影響で
肉の価格
上昇

• 家禽肉の需要は食肉消費とCOVIDの関係性に関する風評被害の影響
で一時的に30ルピー/kg迄下がったが、その後2020年6月時点で125～
180ルピー/kg（加工度合いによる）に上昇。主な原因は家禽肉の価格
が下がった際に養鶏農家が家禽を処分し家禽が不足していること

農業労働者
消費者物価
指数上昇

• 2020年5月の農業労働者の消費者物価指数（1986-87年=100）は
インド全土で前年比5ポイント増加し1,019となったが、カルナタカ州では
国内最大の19ポイント増に。家禽肉、ヤギ肉、米、モロコシ類、シコクビエ、
野菜や果物の価格上昇が主な原因

主なトレンド／特性

消費者支出 • 農村部の食品・飲料を含む消費者物価指数（2012=100）は、
2012年以降増加傾向にあり2018年には年平均140に

肉：
雨量不足で
マトンの
価格上昇

• 2019年の雨量不足で羊農家が自身で栽培していた飼料が育たず
市販の飼料を多用。飼料の需要が増加したことで飼料価格も上昇。
コスト上昇分は最終的にマトンの販売価格に上乗せ。マトンの平均価格
600ルピー/kgに対してバンガロールなど一部の地域では1,000ルピー/kgに

魚介：
淡水魚が
多数派

• 2020年に公開されたシモガ（Shivamogga）市を対象に行った調査
では、肉類より魚を好む人が約29%。消費割合は約60%がカトラやコイ
などの淡水魚、約40%がイワシ、エビなどの海水魚を消費。消費頻度は
週に1回が約30%、2週間に1回が約29%。また鮮度別では約62%が
鮮魚を、約20%が冷凍魚を、約18%が干物を嗜好

政府機関等へ問い合わせを行ったが
州レベルのデータは入手不可能

• バンガロールの食品・飲料含む1人当たり消費者支出は2015年に
約2,916ドルで、都市部平均1,891ドルに比較して高い値

消費者支出の傾向

赤色：COVIDによる主な影響

Karnataka

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
バンガロール消費者支出2015年
https://www.statista.com/statistics/658507/per-capita-consumption-spending-india-major-cities/
農村部CPI
https://www.ceicdata.com/en/india/consumer-price-index-2012100-by-state-karnataka/consumer-price-index-karnataka-rural-food-and-beverages
マトン価格上昇
https://www.thenewsminute.com/article/mutton-prices-bengaluru-skyrocket-traders-farmers-face-fodder-shortage-116901
魚介：アンケート結果
https://www.peertechzpublications.com/articles/GJZ-5-116.php
＜COVIDによる影響＞
家禽肉の価格上昇
https://www.newindianexpress.com/states/karnataka/2020/jun/01/chicken-prices-go-up-as-consumption-increases-in-karnataka-2150549.html
農業労働者の消費者物価指数上昇
https://pib.gov.in/PressReleaseIframePage.aspx?PRID=1632624

以下は参考
https://pib.gov.in/PressReleaseIframePage.aspx?PRID=1680570
http://mospi.nic.in/sites/default/files/press_release/CPI%20Press%20Release%20July%202020.pdf
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輸入量| 国産品保護のため豆類に輸入規制。カシューナッツ加工業者は原材料をアフリカから輸入
COVID-19による輸入への影響は僅少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.5. カルナタカ州 2.5.3. 主要な農産物の輸入量

Source: News Reports

主要農林水産物の輸入量（カルナタカ州）

COVID-19による影響

輸入への
影響小

• カシューナッツ加工工場はCOVID-19が拡大した3月にロックダウンにより
閉鎖もしくは50%稼働に。生カシューナッツを輸入品に依存している加工
業者は約50%とされている事、また国産品の供給は可能であった事から、
輸送制限などCOVID-19による影響は少なかった可能性

• 公開情報ベースで、同州の農水産品の輸入にCOVID-19が与えた
影響はほぼヒットせず、影響は僅少と想定

主なトレンド／特性

カシューナッツ
の輸入量増

• タンザニア等アフリカ東部から生カシューナッツを輸入
• 輸入量は2014年の約7万トンから2019年には約20万トンに
• 同州のカシューナッツ加工業者は今後2年間で30万トン以上のカシュー

ナッツの輸入を行う見込み

豆類の
輸入規制

• 豆類の価格高騰に対し、2016年から政府が介入し農家からのMSP(*)
での直接買い付けを実施したこと、また2018年から豆類の豊作が続いた
事で豆類の価格が継続的に下落

• 2019年、政府は密輸や安価な輸入品から国産品を保護するため豆類
の年間輸入量を緑豆15万トン、キマメを20万トン（インド全国）に規制

• カラブラギ(Kalaburagi)やヤドギル(Yadgir)等、豆類加工工場の集積
地区では豆類価格下落と輸入品の影響で売上が低下し400の工場の
うち340の工場が営業を停止。この状況を踏まえ、Karnataka Rajya 
Pranta RaitaSangha(KRRS) (**)は豆類の輸入の停止を政府へ要求

政府機関等へ問い合わせを行ったが
州レベルのデータは入手不可能

赤色：COVIDによる主な影響

Karnataka

(*) MSP(Minimum Support Price) : 政府が定めた、農家から直接農産物を購入する際の価格
(**) 農業慣行の工業化や自然農法の促進などを行う農民運動

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カシューナッツ輸入
https://www.thehindubusinessline.com/economy/agri-business/karnataka-cashew-manufactures-begin-break-bulk-import-of-raw-cashewnuts/article30759453.ece
豆類の輸入規制
・価格下落関連・輸入規制
https://www.grainmart.in/news/karnataka-small-dal-mills-shut-due-to-losses/
・密輸
https://economictimes.indiatimes.com/news/economy/foreign-trade/indias-2020-21-pulses-import-may-fall-by-50-if-government-doesnt-extend-import-quotas-says-ipga/articleshow/74132554.cms
・KRRSの訴え
https://www.deccanherald.com/state/karnataka-districts/pulse-import-hits-dal-millers-dampens-bumper-crop-high-780761.html
・KRRSとは
https://en.wikipedia.org/wiki/Karnataka_Rajya_Raitha_Sangha
https://www.nonviolence.wri-irg.org/en/resources/2018/karnataka-rajya-raitha-sangha-and-amrita-bhoomi-continuing-struggle-sovereignty

カシューナッツ加工業者の影響
・カシューナッツ加工業者はロックダウン中閉鎖もしくは50%稼働
http://www.uniindia.com/news/business-economy/business-karnataka-covid-cashew/1927163.html
・カシューナッツ加工業者閉鎖、輸入依存業者は50%
https://www.policycircle.org/economy/cashew-economy-needs-support-amid-falling-prices-rising-imports/
・生産側の影響：brokenカシューナッツが、HoReCaの営業停止の影響で余る
https://lienminhphatcashew.com/en/broken-cashew-segment-yet-to-recover-from-covid-impact/
・（参考）ギニアザビウのカシューナッツ輸出がインドの加工工場閉鎖の影響で打撃を受けた話
https://pedl.cepr.org/publications/new-market-information-system-may-mitigate-impact-covid-19-pandemic-farm-gate-prices
・（参考）カルナタカの加工業者がカシューナッツ生産者にパニックにならないように呼び掛けた話
https://www.thehindubusinessline.com/economy/agri-business/karnataka-cashew-makers-body-asks-growers-not-to-panic/article31141231.ece
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COVID-19による影響

輸出量| 羊/山羊肉、水牛肉、家禽製品を中東や東南アジアへ輸出。穀物や魚介類の輸出は僅か
COVID-19では工場の輸送許可が下りないことと欧州の需要減により輸出量が減少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.5. カルナタカ州 2.5.4. 主要な農産物の輸出量
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米 肉豆トウモロコシ 小麦 魚介

主要農林水産物の輸出量推移（カルナタカ州）, 2016-2020（千トン）

主なトレンド／特性

コーヒー
輸出量減少

• コーヒー加工工場で地区から商品の輸送許可が下りず、マンガルール
(Mangaluru)港とコーチン(Kochi)港で商品が停滞。国全体の
コーヒー輸出量が3.2％減少

• 欧州からの需要が減っため輸出量が減少し、コーヒーの輸出価格が
15％～50％（品種による）の範囲で低下

穀物 • 米を中東、シンガポールなどへ輸出

コーヒー • コーヒーを欧州などに輸出

肉 • 2020年4月、同州の鶏舎で鳥インフルエンザが確認されたことを理由に
ゴア州は鶏肉の輸送を停止

魚介 • 2018年11月、発がん性のあるホルマリンが魚の保存液に
利用されていたとしてゴア州は同州からの魚の輸送を6か月停止

Source: Government exports website, News Reports

Karnataka

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
穀物
米
https://www.zauba.com/export-MASOORI+KARNATAKA+RICE-hs-code.html

肉
鳥インフルエンザ
https://www.deccanherald.com/national/west/goa-poultry-owners-concerned-about-ban-on-imports-from-karnataka-829792.html
魚介
ゴアの輸送停止
https://www.moneycontrol.com/news/india/karnataka-cm-requests-goa-to-lift-ban-on-import-of-fish-3237311.html
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生産量| 2020年の穀物、食肉、魚の生産は増加
COVID-19による労働者不足や感染への不安でトウモロコシ、バナナなどの収穫量が減少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.6. テランガナ州 2.6.1. 主要な農産物の生産量
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米 肉トウモロコシ 小麦豆 魚介

Source: Indiastat database, govt. published reports, News Reports

主要農林水産物の生産量推移（テランガナ州）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

穀物の
生産量増加 • 2019-2020年の穀物の生産量は1,700万トンとなり過去最高を達成

マトンの
生産増加

• マトンの生産量は2015-2016年に約13万5,000トンだったのに対し、
2019-2020年は約27万7,000トンとなり、105%増加

• 州政府は生産支援として約458億ルピーを投じ牧羊農家に羊を支給。
支給された羊を牧羊農家が約1,084万頭に増やし、約7,600トンの
マトン、約488億ルピーの利益を生み出すことに成功

魚の生産
増加 • 2017年から2019年の魚の生産量成長率は28%でインド第2位

労働者帰郷
による

労働力不足
• ロックダウンにより、労働者が帰郷.。米、トウモロコシ、唐辛子、バナナ、

スイカ、ブドウなどの収穫に携わる労働力が不足

感染への不安
による

収穫量減少

• ロックダウン期間中、農家は生産活動を許可されたものの、
感染を恐れて農業活動を自粛

• 米、トウモロコシ、唐辛子、バナナ、スイカ、ブドウなどの作物の収穫に影響
• 例えば、バナナ4,000ha分、スイートレモン600ha分が収穫されずに廃棄

主なトレンド／特性

Telangana

Note: 2020年は推定値

赤色：COVIDによる主な影響

※個別の問題は発生したものの、2020年の穀物の生産量
過去最高を達成、肉・魚の生産量増加と全体として好調

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
主要輸出品目
https://timesofindia.indiatimes.com/city/hyderabad/t-exports-seeds-to-18-countries-agri-min/articleshow/71209046.cms
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消費量| 主食は米、非菜食主義者が多数で主に鶏肉を消費
COVID-19の影響でロックダウン中の消費支出が米などの主食中心に

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.6. テランガナ州 2.6.2. 主要な農産物の消費量

Source: News Reports

主要農林水産物の消費量（テランガナ州）, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

消費者支出
の変化

• ロックダウン前後の消費者支出は食品全体で都市部約13%上昇した
のに対し、農村部では約2%減少

• 特に農村部で1か月の世帯収入が3万ルピー以下の世帯で食料品への
消費者支出が減少(-7%)。中でも果物(-12%)、MFE(-34%)、菓子
(-12%)等への支出が減少し、主食である米(+31%)や野菜(+5%)への
支出が増加

主なトレンド／特性

米が主食
 1人当たりの穀物の月間消費量は12.6kg。内、最も多いのは米(77%)
 1人当たりの豆類の月間消費量は1.74kg。内、最も多いのはキマメ

(41%)

肉食が
多数派

 約95％の世帯が非菜食主義食品（肉/魚/卵：MFE）を消費
 1人当たりのMFEの月間消費量は約1.38kg。内、鶏肉が550gと大部分

消費者支出
 平均月間食料消費支出は2,156ルピー
 特に高い地区はナガークォーヌール (Nagarkurnool) 2,534ルピー、

ハイデラバード (Hyderabad) 2,401ルピー

赤色：COVIDによる主な影響

Telangana

4,263

448 379

2016
36

20202017 2018 2019

魚介米 トウモロコシ 小麦 肉豆

Note: 2016年、2018～2020年と2017年の魚介はデータなし

※上記はいずれも2017年の値

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
月間消費量、消費者支出
https://www.researchgate.net/publication/323826861_Food_Consumption_Pattern_in_Telanagana_State-_2017
＜COVIDの影響＞
消費者支出の変化
https://www.researchgate.net/publication/345973588_Food_Consumption_Pattern_before_and_during_Lockdown_C0VID-19_in_Telangana_State_-A_Comparative_Analysis
＜以下、使わなかったけど参考に＞
テランガナでは32%の人々は米の配給に依存
https://www.deccanchronicle.com/nation/current-affairs/100517/32-per-cent-of-rural-telangana-depends-on-ration-for-rice.html
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輸入量| 密輸品横行防止のため輸入規制を実施。食用油の輸入削減・現地生産化を推進
COVID-19による輸入への影響は僅少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.6. テランガナ州 2.6.3. 主要な農産物の輸入量

Source: News Reports

主要農林水産物の輸入量（テランガナ州）

COVID-19による影響

輸入への
影響小

• 公開情報ベースで、同州の農水産品の輸入にCOVID-19が与えた
影響はほぼヒットせず、影響は僅少と想定

主なトレンド／特性

穀物：
輸入規制

 2013年頃から輸入大豆、トウモロコシなどを使用した違法な遺伝子組み
換え食品が国内に蔓延。特にハイデラバード(Hyderabad)のスーパー
マーケットでは朝食用の子供向けシリアルなどで遺伝子組み換え食品が
出回り訴訟に発展

 2019年、政府は密輸や安価な輸入品から国産品を保護するため豆類
の年間輸入量を緑豆15万トン、キマメを20万トン（インド全国）に規制

食用油の
輸入削減に
向けた取組

 食用油の需要増加に伴い輸入が増加している現状（2019年は約108
億ドル相当を輸入、内、約55億ドル相当がマレーシアやインドネシア
からアブラヤシのみの輸入）を鑑み、州政府は州内でアブラヤシの
大規模栽培を計画。81万エーカー相当の栽培予定地を既に承認

赤色：COVIDによる主な影響

Telangana

政府機関等へ問い合わせを行ったが
州レベルのデータは入手不可能

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
穀物：輸入規制　遺伝子組み換え食品
https://timesofindia.indiatimes.com/city/hyderabad/imported-gm-foods-flood-hyderabad-markets-without-label/articleshow/65159589.cms
食用油の輸入削減に向けたアブラヤシ栽培
https://telanganatoday.com/ts-to-promote-oil-palm-cultivation-to-reduce-edible-oil-imports-from-abroad
＜以下は使わなかったけど参考＞
・州間輸送：アンドラプラデシュの魚のホルマリン使用問題についてテランガナ州は寛容
https://www.newindianexpress.com/states/telangana/2018/jul/15/telangana-fisheries-department-trusts-andhra-pradesh-on-formalin-issue-1843546.html
・州間輸送：テランガナは現在他の州から魚を輸送している
https://www.seafoodsource.com/news/supply-trade/telangana-to-release-millions-of-seedlings-during-2018-19
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COVID-19による影響

輸出量| 米、肉、種子などを輸出。落花生や魚介の輸出計画が進む
COVID-19による輸出の課題は特段見られないが、州間輸送では移動制限で作物の輸送が遅延

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.6. テランガナ州 2.6.4. 主要な農産物の輸出量
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米 豆トウモロコシ 小麦 肉 魚介

主要農林水産物の輸出量推移（テランガナ州）, 2016-2020（千トン）

主なトレンド／特性

輸送手段
不足による
輸送停滞

(州間輸送)

• ロックダウン中、農作物の輸送は許可されていたが、僻地の村では
輸送手段が利用できず輸送が停止

• 移動制限によりスイートレモン、レモン、バナナ、パパイヤ、ブドウ、ザクロの
農家は、作物を他州に輸送不可

主要輸出
品目

 種子：18か国へ輸出
 ターメリック：2020年最初の5か月で59,580トンを米国、英国、

スリランカ、ネパールへ輸出
（過去7年間の輸出量に相当）

落花生の
輸出計画

 2019年、州政府は直接取引促進の一環で、オランダ等ヨーロッパ諸国
に向けてマブーブナガル（Mahabubnagar ）合同地区で生産している
落花生をオランダの輸出業者に紹介

 オランダの輸入業者が高品質の落花生生産、梱包、輸出を支援

肉  2015-2016の食肉の総輸出額は約10億ルピー
 75%がベトナム向け。次いでタイ、アラブ首長国連邦、クウェートなど

魚介の
輸出計画

 2020年、州政府は養殖場にティラピアと淡水エビの養殖を奨励
 畜産局(Animal Husbandry Department)は水産物輸出開発局

(MPEDA)と協力し漁師に最新の技術と販売拡張に関する訓練を提供

Source: Government exports website, News Reports
Note: 魚介のデータは取得不可

Telangana

赤色：COVIDによる主な影響

※輸出での課題は特段見られない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
主要輸出品目
https://timesofindia.indiatimes.com/city/hyderabad/t-exports-seeds-to-18-countries-agri-min/articleshow/71209046.cms
落花生輸出計画
https://www.thehindu.com/news/cities/Hyderabad/ts-will-promote-groundnut-exports-agriculture-minister/article29872547.ece
肉
https://www.thehansindia.com/posts/index/Telangana/2017-04-11/Telangana-to-be-meat-hub/292558
魚介
https://www.newindianexpress.com/states/telangana/2020/oct/10/fish-export-from-telangana-to-resume-shortly-2208281.html
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生産量| インド（全国）では、各農林水産物の生産量は増加傾向
COVID-19の影響で米などの生産量が前年比割れする可能性

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. [補足] インド全国 2.7.1. 主要な農産物の生産量
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Source: Euromonitor, Ministry of Agriculture, EMIS, US PSD database, News Reports

主要農林水産物の生産量推移, 2016-2020（百万トン）

COVID-19による影響

農作物生産
の傾向

• 豆の生産は世界第1位、米、小麦の生産は世界第2位
• 農家の70％以上が小規模農家で、国の緊急事態や市場の需要変動

に敏感に反応
• 稲作面積の約40％は灌漑されておらず、収穫量の多くは6月～9月の

南西モンスーン期に依存

家畜の病気
への対処

• 食肉生産では、家畜の病気や病気を広める可能性のある違法な食肉
処理場の存在の対処が課題

不十分な
漁業インフラ

• 漁業生産量は世界第3位、水産養殖生産量で世界第2位
• 電力供給や冷蔵施設など、漁業インフラが不十分

生産量の
低下

• 労働力不足で一部の米農家が生産を制限しており、米生産量が
減少する見込み

• ロックダウン中に食肉処理場は、生活必需サービスと見なされず閉鎖
• 輸送制限により飼料価格が上昇
• 港や配送センターが完全封鎖され一時的に魚介類の生産が停止。

その後政府が漁業をロックダウン対象外に

主なトレンド／特性

Note: データは暦年ではなく会計年度を利用

overall

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・米の生産効率の低さ
https://www.reuters.com/article/us-nigeria-economy-rice-idUSKBN1ZM109

JETRO
ナイジェリア経済持続可能性計画2020（NESP2020）
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/special/2020/0701/356685f65e098019.html
JICA
生産量低下
https://www.jica.go.jp/chotatsu/buppin/ku57pq00002mg0sf-att/temp3of5_20a00456.pdf
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消費量| インド（全国）では、人口増加と生産量増加に伴い消費も増加傾向
COVID-19と動物の関係性についてのデマが拡大し、一時的に消費者が肉の消費を忌避

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. [補足] インド全国 2.7.2. 主要な農産物の消費量
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Source: Euromonitor, Ministry of Agriculture, EMIS, US PSD database, News Reports

主要農林水産物の消費量推移, 2016-2020（百万トン）

COVID-19による影響

肉や魚の
消費に慎重に

• 感染リスクを懸念した消費者が豚肉や鶏肉などの肉製品を忌避
• 魚市場では物理的な距離を取ることが難しく、消費者は安全な販売店

での購入を志向

主なトレンド／特性

農作物消費
の傾向

• 景気が後退しているが、主食である米の消費は成長増加する見通し
• 都市部で西洋ベーカリーへの関心が高まり小麦の消費を後押し
• 家畜の飼料としての需要がトウモロコシの消費を促進
• 季節外れの降雨で農作物が被害を受け価格が上昇し、豆類の消費量

が減少

宗教上の
食肉制限

• 一人当たりの肉の消費量は年間4kgで、世界で最も低い
• 牛肉は宗教的理由で多くの州で消費が禁止されている。鶏肉は比較的

安価で入手でき、宗教上の禁止も少ないことから広く消費

魚の需要の
増加

• 魚とエビの国内需要は、インドの人口増加と健康的志向の高まりによって
推進

• 牛肉など他の肉に比べて安価で、魚の消費が増えると予想

Note: データは暦年ではなく会計年度を利用

overall

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・米の生産効率の低さ
https://www.reuters.com/article/us-nigeria-economy-rice-idUSKBN1ZM109

JETRO
ナイジェリア経済持続可能性計画2020（NESP2020）
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/special/2020/0701/356685f65e098019.html
JICA
生産量低下
https://www.jica.go.jp/chotatsu/buppin/ku57pq00002mg0sf-att/temp3of5_20a00456.pdf
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輸入量| インド（全国）は豆類の最大の輸入国
COVID-19の影響で豆類の輸入が減少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. [補足] インド全国 2.7.3. 主要な農産物の輸入量

221
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0

5,608

2,528

5,700

1
84 28 17 250

豆米 トウモロコシ 小麦 家禽肉 魚介

主要農林水産物の輸入量推移, 2016-2020（千トン）

COVID-19による影響

主なトレンド／特性

肉や魚の
輸入量減少

• ロックダウンによりミャンマーからの豆類の輸入が遅延
• COVID-19の感染は肉や魚の消費に関連しているという噂が流布。

肉と魚の輸入が短期的に減少するおそれ
• 非菜食主義向けのフードチェーンが閉鎖され、輸入が減少

主要輸入元

• 米：タイ、ロシア、スペイン（2019）
• トウモロコシ：ウクライナ、ミャンマー、南アフリカ（2019）
• 豆：カナダ、ミャンマー、タンザニア（2019）
• 肉：ベルギー、ニュージーランド、スペイン（2019）
• 魚介類：バングラデシュ、ベトナム、アメリカ（2018）

農作物輸入
の傾向

• 政府は米、小麦、トウモロコシの国内消費を提唱。供給不足で
国内価格が上昇すると輸入品に需要が流れるため輸入税を賦課

• 世第1位の豆類輸入国。政府はリョクトウ（豆類）の輸入割当量を
15万トンに固定

牛肉の輸入
禁止

• 多くの州で宗教的理由で牛の屠殺を禁止、牛肉の輸入も禁止
• 貿易法でも牛肉（牛肉、去勢牛、子牛肉）の輸出入を禁止

気候変動の
影響

• バングラデシュ、日本、米国などから魚、冷蔵魚、飼料を輸入
• 気候変動による漁獲量の減少、輸入増加が長期的視点での懸念

Note: データは暦年ではなく会計年度を利用
Source: Euromonitor, Ministry of Agriculture, EMIS, US PSD database, News Reports

overall

赤色：COVIDによる主な影響

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・米の生産効率の低さ
https://www.reuters.com/article/us-nigeria-economy-rice-idUSKBN1ZM109

JETRO
ナイジェリア経済持続可能性計画2020（NESP2020）
https://www.jetro.go.jp/biz/areareports/special/2020/0701/356685f65e098019.html
JICA
生産量低下
https://www.jica.go.jp/chotatsu/buppin/ku57pq00002mg0sf-att/temp3of5_20a00456.pdf
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輸出量| インド（全国）は農作物、牛肉、漁業の主要輸出国
COVID-19の影響で輸出の伸びの停滞が懸念

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. [補足] インド全国 2.7.4. 主要な農産物の輸出量
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米 小麦トウモロコシ 家禽肉豆 魚介

主要農林水産物の輸出量推移, 2016-2020（百万トン）

COVID-19による影響

主なトレンド／特性

農作物、
魚介類の
輸出減少

• ロックダウンにより農作物のマーケティングと輸送が制限され食品ロスが
発生したことと、港のキャパシティが縮小したたため輸出が減少

• 魚の調達が制限され、輸出販売がロックダウン中に減少。その後政府が
漁業をロックダウン対象外に

主要輸出先

• 米：イラン、サウジアラビア、ベナン（2019）
• トウモロコシ：ネパール、ブータン、ミャンマー（2019）
• 豆：アルジェリア、スリランカ、アメリカ（2019）
• 肉：ベトナム、マレーシア、エジプト（2019）
• 魚介類：アメリカ、カナダ、日本（2018）

農産物輸出
の傾向

• サハラ以南のアフリカと中東への米の主要な輸出国
• 小麦の余剰が増加しているが、 MSP(*)が高いため世界市場における

競争力がなく、輸出は低迷

食肉輸出の
伸び悩み

• 牛肉の中国からの需要が減少し、ブラジルとオーストラリアとの競争も
激化しており牛肉の新たな市場の開拓に苦心

• 今後数年間、家禽肉の自給自足状態を維持するものの、輸出は伸び
ない見通し

魚介類の
多様性

• 魚介類の種類が豊富（世界の魚介類産品の10％）、50種類以上の
魚介類を世界75か国に輸出

Note: データは暦年ではなく会計年度を利用
Source: Euromonitor, Ministry of Agriculture, EMIS, US PSD database, News Reports

(*) MSP(Minimum Support Price) : 政府が定めた、農家から直接農産物を購入する際の価格

overall

赤色：COVIDによる主な影響
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加工食品、冷凍食品、有機食品の生産と輸入
2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. インド全国 2.7.5. 加工/冷凍/有機食品の生産・輸入

• 加工食品の生産額は2016年の3,220億ドルから、2020年に
5,430億ドルまで14%増加する見込み

• 冷凍食品はグリーンピース、ナゲット等従来の商品に加え、サモサ、ケバブ
などバリエーションが増加

• 有機農地の広さは世界8位、有機食品生産者数は世界1位(2020年)
• 米製品、菓子などの加工食品の生産量は、労働力不足や

原材料工場の生産量減少により低下する可能性

加工食品、冷凍食品、有機食品の生産（百万ドル） 加工食品、冷凍食品の輸入（百万ドル）

Source: Euromonitor, DGCIS, News Reports

• 加工食品の2018年の輸入額は316億ドル
• 冷凍食品は主に輸出を実施
• 有機食品の輸入無(2020年)
• 加工食品の輸入は、労働者不足による港湾オペレーションの遅れにより

遅延が発生している可能性

overall

赤色：COVIDによる主な影響
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加工食品 冷凍食品

No data

Note: 冷凍食品は、冷凍果物・野菜、冷凍シーフード。 加工食品は、加工肉、加工果物・野菜、ジュース

※有機食品はデータなし

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・加工食品生産
https://www.investindia.gov.in/sector/food-processing#:~:text=The%20key%20sub%2Dsegments%20of,Fisheries%2C%20Food%20retail%2C%20etc.&text=296.65%20mn%20tonnes%20of%20horticulture,103.3%20bn%20during%202018%2D19
・冷凍食品
http://www.businessworld.in/article/The-Growth-In-Indian-Frozen-Food-Market-Is-Getting-Warmer/10-08-2019-174465/
・有機食品生産
http://apeda.gov.in/apedawebsite/organic/Organic_Products.htm#:~:text=India%20produced%20around%202.75%20million,%2C%20Vegetables%2C%20Processed%20foods%20etc.

・加工食品
https://apps.fas.usda.gov/newgainapi/api/report/downloadreportbyfilename?filename=Food%20Processing%20Ingredients_New%20Delhi_India_5-7-2019.pdf
・有機食品消費
https://www.fibl.org/fileadmin/documents/shop/5011-organic-world-2020.pdf
→P61, Importer
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加工食品、冷凍食品、有機食品の消費と輸出
2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. インド全国 2.7.6. 加工/冷凍/有機食品の消費・輸出

• 全食品カテゴリで消費が増加
• 冷凍食品消費の大部分はアイスクリーム、ヨーグルト系の冷凍デザート

健康意識の高まりとともに有機食品の消費が増加傾向
• 夏直前にロックダウンが始まり冷凍食品、特にアイスクリームの売上が減少
• 消費者は、家庭で消費するスナックをより大きなパックサイズにシフト

295
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2016 2017 2018 2019

8,995
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9,051

加工食品 冷凍食品 有機食品

844

306
388

493

722
850

2,207

2,033
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896
954

2,080

948
1,975

加工食品、冷凍食品、有機食品の消費（百万ドル） 加工食品、冷凍食品、有機食品の輸出（百万ドル）

Source: Euromonitor, News Reports, Food exports Development Authority India, DGCIS

加工食品 有機食品冷凍食品

• 地理的に欧州・中東・アジアへのアクセスの良さが活かせるため、加工食品
産業は輸出志向型

• 有機食品の輸出は増加傾向にあり、大豆種子と綿花のシェアが大半
• 伝統的な有機農法を活かした有機食品を提供
• 有機食品の貿易ではトレーサビリティ担保が必要。ロックダウンにより、農場

以降のトレーサビリティ確認が不可に

overall

赤色：COVIDによる主な影響

Note: 冷凍食品は、冷凍果物・野菜、冷凍シーフード。 加工食品は、加工肉、加工果物・野菜、ジュース
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2019年まで小売・レストランの店舗数および売上高は増加、
2020年はCOVIDの影響で約15万店舗減少

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. インド全国 2.7.7. 小売・レストランの店舗数及び売上

Source: Euromonitor, Articles, JETRO, News Reports

小売・レストランの店舗数（千店舗） 小売・レストランの売上高（百万ドル）

overall

• 約1万7千のレストランチェーンと170万店舗の個人経営レストラン/屋台が存在
（2019年）

• キオスクや露店が90％以上を占有
• パンデミック発生後の顧客数の減少と家賃負担により、レストラン/飲食店の数

は今後減少する見込み

• 売上の約9％がレストランチェーン、残りが個人経営のレストラン/屋台によるもの
• オンライン注文は売上の約4％
• パンデミック発生後、オンラインでサービスを提供していなかった多くのレストランが

売上維持のためにオンラインでのサービスプラットフォームと連携してオンラインで
の販売を開始提供を開始。2020年のオンライン売上は増加する見込み

2017 2018 2019 2020

1,5681,608 1,672 1,733

2017 2018 2019

3,457

2020

3,769

4,079

Note: 2020年はデータなし

※日本食レストランの数：110（2019年）

No data

赤色：COVIDによる主な影響
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包装食品|モダンリテールのシェアが近年高まりつつあるものの、伝統小売が依然として約9割を占める
外食サービス| イートインとテイクアウトが95%以上を占める。宅配が徐々に浸透

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. インド全国 2.7.8. 包装食品・外食サービスのチャネル割合

• 包装食品の主要チャネルは伝統小売 (個人経営小売店、食品・飲料・タバコ
などの専門店）

• モダンリテールへの関心は年々上昇
• 包装食品ではECなど店舗以外の販売チャネルはほとんど存在しないが最近は

COVID-19やサービス提供者の浸透により普及

0.4% 0.3%
0.2%1.2%
0.2%

0.2%
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90.8%
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92.6%
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89.7%

0.0%
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88.8%
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0.6%
2019

7,937 44,498 85,606

33.4% 34.0% 33.3%

65.7% 63.7% 62.6%

2.3%

0.3%

0.8%

0.3%

2015 2017

0.4%

4.1%
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38,203 42,926 47,254

包装食品の販売チャネル割合（百万ドル） 外食サービスの利用チャネル割合（百万ドル）

Source: Euromonitor, News Reports

伝統小売
モダンリテール 食料品以外（その他）

食料品以外（健康関連） 店舗販売以外
149万店 160万店 173万店レストラン数

ドライブスルー イートイン 宅配 テイクアウト

• レストラン数は2019年時点で173万店。日本食レストランは約110店
• イートインとテイクアウトで外食シェアの約96%
• 過去5年間で宅配需要が徐々に増加
• インド全土でレストランの数は10%減少
• レストランは非接触の宅配やクラウドキッチンを開始

overall

赤色：COVIDによる主な影響
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消費者マインド| 富裕層や中間層は食品デリバリーの利用が広まる
低所得層の消費はロックダウンによる収入への影響で食料品中心にシフト

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し 2.7. インド全国 2.7.9. 所得別の消費者マインド

所得別の消費者行動

1,500万
(2%)

6,900万
(7%)

8億9,300万
(91%)

15,000ドル

5,000ドル

年間所得別人口ピラミッド

（実質価格） 消費者マインド COVID-19の影響

• 富裕層の外食での支出は中間層のほぼ2倍
• 栄養強化食品、ケトン食、栄養補助食品など

のウェルネス製品に傾倒
• 富裕層は食品デリバリーを多用

• 中所得ミレニアル世代は、映画等の他の娯楽
への支出と比較して外食への支出は約3倍

• 外食や宅配注文はレジャー活動と同等の扱い

• レストランが割引や安全な調理・配達の
アピールを開始した後に、オンデマンドの
食品デリバリーの利用が盛んに

• 手頃な価格を嗜好
• 贅沢品（必要不可欠ではない製品）や

サービスへ支出する際は主に口コミ（先行
ユーザー、インフルエンサーの声・意見等）

• ロックダウンによる雇用や収入への影響により、
消費は必要不可欠な食料品中心にシフト

• 殆どのレストランがオンライン対応できておらず、
商品・サービスの周知が困難に

*Note: 15歳以上の所得別人口を使用（0-14歳の人口を除く）
Source: Euromonitor, News Reports

overall

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
-5000   892,781,100  ->  893Mn
5001-15000  ->  69,116,700  ->  69Mn
15001-  ->  14,569,500  ->  15Mn
Total   976,467,300  (0-14歳の人口は除く)
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4. 現地FVC 再構築に向けた動向

5. 日本が貢献できる領域仮説

6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告

7. 事業構想案
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デリー首都圏の課題まとめ
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.1. デリー首都圏

 他州からの出稼ぎ労働者がロックダウン期に帰郷した影響で、デリー首都圏のFVC各工程では労働者不足が発生。
 運送工程でトラックドライバーが不足し、道中でモノが滞留。運送の遅延が発生した。

 加工や卸・小ではソーシャル・ディスタンス・ルールや店舗の消毒など衛生ルールへの遵守義務が課されるなどCOVID-19に適応した
販売方法への対応が求められた。

 消費では、ロックダウン初期のパニック買いで品不足が発生した他、ロックダウン中に商品価格モニタリングが手薄になったことで、
食料・生活雑貨の価格が約20%上昇した。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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州境封鎖による資材調達、運転資金の枯渇による次期作付けへの影響が発生
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.1. デリー首都圏

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

農業資材
• 3月末から7/20までにデリー政府は隣接するハリヤナ、ウッタル・プラデシュ両州との州境を封鎖
• 肥料、種子、除草剤、農機等の資材供給に打撃

州境封鎖により農業
資材が入手不可に

2

次の播種に向けた資材
を買うための運転資金
の枯渇

• デリー首都圏の農家はホウレンソウ、Fenugreek（コロハ。インド産ハーブ・香辛料）、コリアンダー、
カリフラワー、その他野菜を生産。生産した農産物を販売した収入で次播種に向けた資金を確保

• ロックダウン期間中の収穫が打撃を受けることで収入が激減。次の営農に向けた運転資金が枯渇

1運転資金

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

3

Delhi NCR

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.thehindubusinessline.com/economy/agri-business/covid-19-lockdown-seed-industry-demands-easy-inter-state-movement/article31143222.ece
https://www.news18.com/news/india/shortage-of-labour-and-machinery-during-covid-19-lockdown-worsens-indias-agrarian-crisis-2580143.html



55Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

経済封鎖に伴い収穫期と作付期の労働力が不足したため農業産出量が減少
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.1. デリー首都圏

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

主な農作物 Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

米

マスタード

小麦

タラミラ

播種期

収穫期

成長期

農業生産

• ロックダウン期間中に農家は生育済の農産物を収穫できず、雨や雹による被害が多発
収穫の遅れによる
農産物への被害

2

労働力不足による
生産量の削減

• デリー首都圏の農場は労働力をハリヤナ、ビハール、ウッタル・プラデシュ州等に依存。
ロックダウンの第1フェーズ（3/25～4/14）中に農場が閉鎖。ほとんどの出稼ぎ労働者たちは、
ロックダウン期間中に貯金が底をついたためやむなく帰郷

• 更に、7/20まで続いた州間移動の制限措置により、デリー取得圏における米の作付け期である
6-7月にかけて労働力が不足

1労働力不足

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

2

Delhi NCR

Source: Euromonitor, News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.timesnownews.com/auto/features/article/india-unlock-3-guidelines-interstate-travel-rules-in-the-country/630430
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運送費の高騰、利用可能な倉庫スペースの激減により農産物・食品輸送に制約
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.1. デリー首都圏

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

陸上運送

• トラックドライバーの不足、検問所での賄賂の要求により運送費が2倍以上高騰運送費の高騰

2

政策の不備 / 欠陥に
よる利用可能な倉庫
スペースの激減

• 政府の通達によれば、ロックダウン期間中の活動制限を受けるのは製造業だけであり、
フルフィルメントセンターや必需品・コモディティの倉庫は運営可能とされていた

• 倉庫の中には必需品以外の製品も取り扱っているものも存在。そのことを理由に、
営業不可とされた倉庫が多数発生

2倉庫

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

3

Delhi NCR
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工場労働者、資材の不足に加え、ロックダウン下の特別操業許可証の取得にかかる時間の
長期化により、食品加工産業の生産に打撃

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.1. デリー首都圏
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

工場労働者
• 政府は工場内のソーシャル・ディスタンス確保のために工場労働者向けの許可証発行数を制限
• 輸送、荷揚げ・荷卸し作業、工場内の生産プロセス等、あらゆる現場で作業員が不足

工場稼働率への
制限

1

包装資材の不足

• 包装資材企業（例：Uflex社、Cosmo Films社）は生活必需品生産工場と認定されず、
ロックダウン期間中に操業停止。ロックダウン解除後も原料や工場労働者の不足により
稼働率低位で推移

• 生産された包装資材そのものの品質も低下。複数の小売業者から、品質があまりに異なるため、
消費者が正規品でないと誤解しかねないと苦情を申し立て

2包装資材

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

2

特別操業許可証の
取得に必要な時間

• 食品製造業者はロックダウンと対象外とされるも、生産継続のためには地区/県長官（District 
Magistrate / Collector）からの特別許可が必要

• 行政手続きが煩雑・非効率で遅延が発生

2書類作業

Delhi NCR

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.bloombergquint.com/coronavirus-outbreak/coronavirus-production-of-essential-goods-runs-low-as-manufacturers-face-lockdown-hurdles
https://www.newindianexpress.com/business/2020/apr/10/labour-shortage-packaging-disruption-set-to-sever-food-supply-chain-amid-coronavirus-lockdown-2128171.html
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警察によるソーシャル・ディスタンス・ルールの順守状況の見回り（違反時は罰金＋閉店措置）、
消費者側の需要の激減、消毒等の追加コストなどが小売・飲食店の収益に大きな打撃

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.1. デリー首都圏
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

警察による巡回 • 警察は市場福利協会とコミュニケーションを図り、混雑回避のために店ごとの営業時間に
差を設ける措置を導入

• 営業許可のある店舗も、巡回警察官によりソーシャル・ディスタンスのルールに従ってないと
判断された場合は閉鎖

混雑回避のために
開店に制限

1

来客数の減少、高額
賃料のダブルパンチに
よる退店急増

• デリーにはカーン・マーケット（Khan Market）の様なプレミアム商業エリアが多数存在。
多くのレストランが高額の賃料を払って入居

• パンデミックにより外食への来客数が激減。高額な賃料も負担になり、多くの地場・外資レストラン
チェーンが退去（例：Side Wok、Smoke House Deli、Smokey’s）

• 来客数の減少の原因は、消費者自身の外食忌避、ソーシャル・ディスタンス・ルール導入に伴う
収容人数制限、アルコール消費の禁止措置など

2レストラン

定期的消毒や罰金
による運営コスト増

• 敷地・店舗内の定期消毒によるコスト増に加え、ガイドライン違反時の高額罰金リスク
• 消費者にソーシャル・ディスタンス・ルールや衛生ルールを順守するよう店舗・レストランオーナー側で

制御できる余地は限定的。しかしながら、違反者が出た場合に罰金を支払うのは店舗オーナー

店舗側の
追加コスト

1

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

販売先 / 需要の蒸発
により農家は商品を
廃棄

• 花卉産業の主な生育期はモンスーン（6～9月）明けから。
販売ピークは12月から翌年6月にかけてが一般的

• 2020年は3～6月にかけて需要が激減。原因は、結婚式、寺院での宗教行事等の集会が軒並み
禁止されたこと、花卉を販売する市場・小売店舗の閉鎖、サプライチェーンも分断等。
花卉農家は生育済の商品を止む無く廃棄

1花卉産業 2

2

3

3

Delhi NCR
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政府の拙速なロックダウン発表・導入によりパニック買い・買いだめが発生し、ロックダウン初期は
食料・必需品で品不足が発生。価格監視も行われず、食料価格の値上がりも発生

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.1. デリー首都圏
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

パニック買い
• 突発的な全国ロックダウン発表により人々はパニック状態に。政府は食品等必需品の供給には

影響なしと発表したものの、買いだめに走る人が続出
• ロックダウン初期に深刻な食品・必需品不足が発生

消費者のパニック買い
・買いだめによる品不足
の発生

2

食品価格の値上がり
• ロックダウン発令後数か月にわたり、食品の様な生活必需品の価格モニタリングが手薄に。

店舗側は値上げを実施
• デリーにおける食料・生活雑貨の価格が最低でも20%上昇

1価格上昇

Eコマース企業が
導入した購入量上限
による消費者利便性の
低下

• 買いだめの防止とより多くの消費者に食料・必需品を行き渡らせるべく、Eコマース企業各社は
購入ごとの購入品数に上限を設定（例：Easyday、BigBasket、Grofers等の食料・生活雑貨
Eコマース企業は主食、牛乳、乳製品に対して購入数上限を設定）

• 多様なEコマース企業のサービス展開が行われていない地域の住民には不便さをもたらした可能性

Eコマース 2

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

都市脱出に伴う需要
減少

• ウッタル・プラデシュ、ビハール州等からデリーに出稼ぎに来ていた人々の多くがロックダウン後帰郷
• 出稼ぎ労働者が中心の日雇い労働者だけでなく、スタートアップ企業や大企業の

ホワイトカラー職員にも帰郷する動きが拡大。コロナによる業績悪化による解雇が大きな原因の
一つ。その他、感染の拡大により将来の生活見通しが立たないと自分で判断した従業員も多数

1消費者需要

3

Delhi NCR

Source: News Reports 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://indianexpress.com/article/technology/techook/online-grocery-shopping-htips-tricks-grofers-bigbasket-zomato-swiggy-dunzo-6362417/
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ウッタル・プラデシュ州の課題まとめ
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州

 ロックダウン初期、店舗閉鎖や移動制限によりFVC各工程で遅延や混乱が発生。
 農業資材・農業生産では販売店が閉鎖され灌漑に使う軽油の入手が困難。他州からの収獲機の到着が遅延して収穫が遅れるなどの問題が

発生した。収穫の遅れにより農作物の品質が低下し出荷量が減少。販売面でもインターネットカフェの閉鎖によりe-Namでの取引ができなくなった
農家が仲介会社との直接取引に移行、仲介業者の中には販路が限られた弱みを利用し高額の手数料を請求する者もいた。

 保管&運送面では州間移動許可を取ったにも関わらず、ガイドラインの違いによる混乱で州境を通れず陸上輸送が遅延。食品ロスが発生した。
 野菜や豆が市場で不足し、消費者価格も30～50%上昇。価格上昇とロックダウンによるイベント制限により消費者の需要が減少し、露天商・

肉料理レストランなどでの販売・流通や製糖工場などの食品加工工程で売上が低下した。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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ロックダウンによる移動制限で資材調達の滞りが発生、
運転資金の減少は次期の資材調達に購入量に影響する可能性

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports, World Bank, Interview

灌漑
• ロックダウンにより軽油の販売店舗が営業を停止
• 米農家は灌漑時にディーゼルポンプを利用しているが、燃料である軽油が入手できず灌漑が困難

軽油入手困難による
灌漑農業滞り

2

肥料購入困難による
生産量減少

• ロックダウンによる農業資材供給の滞りで、肥料在庫の減少と価格の上昇により、農家の肥料に
対する支出は2019年の播種期と比べ7％減少

• 今期の収穫期（11月以降）における収穫量が減少する可能性

2肥料供給

運転資金減少
（顕在化を確認）

• 銀行は将来の不確実性を理由に農家への貸付に慎重。2020年の農家の借り入れは2019年
から19%減少する見込み

• 中小零細農家は融資に必要な書類を用意できず銀行から融資を受けることができない
• 来期農業シーズンに必要な農業資材（種子など）を購入する資金が不足

（農業系Eコマース業者）

資金調達 3

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

UP
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農場への移動困難と悪天候が重なり、農産物の品質が低下し出荷量も減少
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

トピック 課題 内容

コンバイン到着遅れに
よる出荷量減少

• 例年、小麦の収穫期にはパンジャブ州からコンバインを貸借
• ロックダウンにより州間移動が制限されコンバインの到着が遅れた影響で、小麦の収穫時も遅延
• 悪天候により小麦の品質が低下したことも相成り、出荷量が減少

2

データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

移動制限による
小麦の品質低下

• 3月～4月は小麦の収穫期だが、ロックダウン開始により農場への移動が制限
• ロックダウン開始直後に雨・雹が降り続く悪天候が続き、濡れた状態で長時間時放置された

小麦は変色し品質が低下

2農業生産

主な農作物 Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

米（Kharif Paddy）

豆

小麦

トウモロコシ

播種期

収穫期

成長期

UP

Source: Euromonitor, News Reports
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小規模農家の販売手段が限定された弱みに付け込み、運送会社の高額手数料請求が発生。
州間移動ガイドラインの違いでトラック輸送の遅延が発生

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports, World Bank, Interview

陸上輸送
• ロックダウンによりインターネットカフェが閉鎖され、小規模農家は政府が提供する

オンライン取引サービスe-Namでの農作物販売が不可に (※)
• オンライン取引が利用できなくなった農家は運送会社などの仲介業者との直接取引に移行。

仲介業者は農家がオンライン販売の利用困難という弱みを利用し、多額の仲介手数料を請求

※2016年、政府は農家の収益性向上を目的に、農産物の取引の場としてオンライン取引サービスe-Namを提供。
一方小規模農家の約75%はスマートフォンを所持しておらず、インターネット利用の知識も不足。スマートフォンを
持たない小規模農家は、本サービスを利用に当たって、インターネットカフェにて店員に手伝ってもらい
当サービスを利用

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

運送会社の
高額請求発生

非組織化分野産業の
輸送停止

• からしの生産地であり、収穫したからし菜を州内外のからし油製造工場に輸送。一方、からし油を
含む油製造業は非組織化分野(“unorganized sector”) (*)に該当

• ロックダウン開始後、非組織化分野は原材料調達許可の優先度を下げられ、からし油製造工場
へのからし菜の輸送が停止

2

リリリリリリリリリ ID rId8 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

(*) 非組織化セクター(“unorganized sector”) ：個人所有の法人化されていない組織。政府が”National Commission for Enterprises in the Unorganised Sector”にて定義。

4

UP

州間移動ガイドラインの
違いによる輸送遅延
⇒現在は解消

• 州間接続（州間移動）のガイドラインが州によって異なり、州内で許可を得ているにもかかわらず
トラックが州境で停止。輸送の遅延が発生（4月～6月）
（農業系Eコマース業者談）

2 4

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
E-Nam
ttps://www.hindustantimes.com/india-news/farmers-go-online-to-sell-their-produce-in-lockdown/story-gZ8B9PucFvEhkjKUqImFxN.html
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コールドチェーンが整っておらず、輸送遅延により生鮮食品の食品ロスが発生
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: Interview

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

UP

冷蔵倉庫不足による
食品ロス
⇒現在は解消

• コールドチェーン対応の倉庫があるのはアーグラ（Agra）等、州の一部のみ。
冷蔵での流通体制が整っておらず、4月から6月の輸送遅延により青果が腐敗
（農業系Eコマース業者談）

2倉庫

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
E-Nam
ttps://www.hindustantimes.com/india-news/farmers-go-online-to-sell-their-produce-in-lockdown/story-gZ8B9PucFvEhkjKUqImFxN.html
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消費の落ち込みにより製菓工場は腐りやすい牛乳を使用した製品の生産量を減少
製糖業も製菓業からの需要が減り売上低下

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

製菓業からの需要減に
よる製糖業の売上低下

• 製菓業者からの需要が約100万トン減少、また油製造業からのエタノール(砂糖製造の副産物)の
需要が減少した影響で砂糖の売上が低下

2製糖業 3

リリリリリリリリリ ID rId8 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ
リリリリリリリリリ ID rId11 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

消費落ち込みによる
牛乳の利用量減少

• ロックダウン初期、製菓工場は営業を停止
• 牛乳や牛乳を原材料にした製品は腐りやすく、消費の落ち込みに伴い牛乳の使用量も減少。

例えば、ファテープル地区にある製菓工場Mohan Pedaでは、ロックダウン開始前に毎日250～
300リットルの牛乳を消費していたのに対し、ロックダウン後は30～40リットルに減少

製菓工場 2

UP

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ロックダウンによる乳製品加工量の低下
https://en.gaonconnection.com/60-per-cent-of-dairy-farmers-failed-to-get-a-fair-price-during-the-lockdown-gaon-connection-survey/
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都市間のガイドラインの違いによる卸売業の混乱
小売業ではCOVID-19対処策の濫用が発生

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

ファーマーズ
マーケット • ロックダウン第1期、ファーマーズマーケットが封鎖され、農家はマーケットでの売買が不可に。その後

ファーマーズマーケットは営業時間を短縮して営業再開
• 農家は農作物を売り切るために安値で投棄、売れ残りも発生して売り上げが低下

ファーマーズマーケット
営業時間短縮による
農家の売り上げ低下

2

都市間のガイドラインの
違いによる卸売業混乱

• 卸売業者に対して発行した政府のガイドラインの内容に違いがあり卸売業者が対応に困惑
• 例えば、ラクナウ市(Lucknow)では卸売業者は直接パパママストアへ商品を販売するのではなく、

政府に販売するよう命じられたのに対し、ガジアバード市(Ghaziabad)では卸売業者がパパママ
ストアへの直接販売を許可。その他の都市の卸売業者は、政府より新たな要請があることを懸念。
小売業者への販売を躊躇し、販売量を削減

1卸売

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

リリリリリリリリリ ID rId8 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId11 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId13 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

3

COVID-19
対処策の悪用

• 政府はロックダウン中、小売店が労働者の賃金を削減すること禁止。これを逆手に取り、小売店
の労働者が故意に出勤しないケースが発生

• 政府は大規模小売店で価格高騰が起こらないか監視。大規模小売店は低品質な商品を
上限価格で販売する可能性。例えば、豆の販売価格の上限が60ルピー/kg の場合、60ルピー/kg
相当の価値がある豆ではなく、より低品質な豆を偽って上限価格の60ルピー/kgで販売する等

1小売
リリリリリリリリリ ID rId17 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

3

4

4

社会的距離確保のため
露天商の営業禁止

• 政府は3月のロックダウンで露天商の営業を禁止
• 5月のロックダウン4.0より、フェイスマスクと手袋の着用と社会的距離の確保を条件に営業再開
• 3月～5月の営業停止の間、露天商の生計に打撃

1露天商
リリリリリリリリリ ID rId18 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

UP

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.hindustantimes.com/india-news/farmers-go-online-to-sell-their-produce-in-lockdown/story-gZ8B9PucFvEhkjKUqImFxN.html
露天商
https://www.news18.com/news/india/all-factories-biz-outside-containment-zone-pvt-vehicle-with-social-distancing-whats-allowed-in-up-in-lockdown-4-2626331.html
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食肉処理場の営業許可が下りず、肉料理レストランの売り上げが低下
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

レストラン
• 6月以降、中央政府が食肉処理場の再開を許可する中、ウッタル・プラデシュ州政府は許可せず
• 肉料理レストランを中心に肉が入手できない状態が続き、レストランで毎月約30～50億ルピー

相当の損失が発生

食肉入手困難による
飲食店の売上低下

2

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

3

UP

リリリリリリリリリ ID rId9 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.hindustantimes.com/india-news/farmers-go-online-to-sell-their-produce-in-lockdown/story-gZ8B9PucFvEhkjKUqImFxN.html
露天商
https://www.news18.com/news/india/all-factories-biz-outside-containment-zone-pvt-vehicle-with-social-distancing-whats-allowed-in-up-in-lockdown-4-2626331.html
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ロックダウン初期のパニック買いで食品が不足、特に貧困層は食料品が困難に
政府が貧困層向けに行った小麦供給には批判があり、支援が有効か見極める必要性

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.2. ウッタル・プラデシュ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports 

食料品流通 • ロックダウン初期、消費者はパニック買いを行い、小麦粉、米、豆類などの食料品が不足
• 3～5月、露天商営業停止で近隣からの生鮮食品や加工食品が入手困難
• 特に貧困層での影響大。近隣の日常利用する店舗で食品が購入できない上、

より高価な店舗での購入やオンラインで遠隔地から食品を入手することも困難

短期的な食品不足

2

食品価格の上昇

• 市場で豆や野菜が不足し、価格が上昇。豆類（約30％）、トマトやジャガイモなどの野菜
（約50％～80％）

• 州政府は価格の正常化には時間を要すると予想

2食料品価格

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

3

食品 小麦 パルス
スパイス ひよこ豆 砂糖 ポテト 玉ねぎ トマト ニンニク オクラ

価格上昇 7% 31% 8% 5% 56% 20% 150% 13% 13%

食料品支援
• ロックダウン初期、州政府は食料品が入手困難な貧困層向けに小麦を配給
• しかしロックダウン初期、製粉業は営業を停止されていたため、貧困層の消費者は配給された

小麦を挽いて小麦粉にすることができず、消費不可

政策の不備による
食料支援失敗

2 4

UP
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グジャラート州の課題まとめ
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.3. グジャラート州

 他州からの出稼ぎ労働者がロックダウン期に帰郷した影響で、グジャラート州のFVC各工程では労働者不足が発生。
 農業資材ではロックダウンによるサプライチェーン遮断で輸入に依存していた尿素やエビの稚魚の調達が遅延。
 農業生産～販売・流通工程では出稼ぎ労働者の帰郷や移動制限による労働力不足が発生。農家はCOVID-19の感染リスク軽減のため労働者

の雇用を削減、水産業でも労働者不足で在庫や氷の輸送が滞り、輸出量が30％減少すると予想される。
 保管&輸送でもドライバーが不足。またロックダウン中、梱包材が非必須項目に分類され梱包材が不足し、食品加工工程でトラック不足と貨物

輸送遅れが発生するなど影響が出た。
 販売・流通と消費ではAhmedabadなどの消費の中心である主要4都市で感染が拡大し州政府が2か月間に渡り店舗営業を停止。

需要が低下して地場・外資レストランチェーンが退去、40億ルピー以上の損失が発生した。
 一方、感染防止のため5月以降食品配送サービスにおける代引きを州政府が禁止しキャッシュレス決裁を義務化。購買のキャッシュ

レス化が加速した。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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グジャラート州の課題まとめ
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.3. グジャラート州

 前頁のサマリを図示すると以下の通り

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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ロックダウンによるサプライチェーン遮断/混乱、経済先行き/与信不透明さによる銀行の貸し渋りを
背景に、農家は各種農業資材（肥料、種子）、運転資金へのアクセス不可に直面

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.3. グジャラート州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

肥料供給
• 移動制限により、輸入尿素などの肥料の供給が遮断
• 在庫が限られ、ロックダウンにより高品質の種子も調達が困難

移動制限による
在庫減少

1

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

2

輸入制限による
生産量低下

• ロックダウンにより、輸入に頼っていたエビの親魚の仕入れが遮断
• 種エビが入手できず、州内の養殖場の約60％は非稼働
• 2019年に約45,000トンであったエビの生産量は、2020年には40%減少する見込み

飼料供給 1

銀行の貸し渋りが発生
• 銀行は将来の不確実性を理由に農家への貸付に慎重。 農家への貸し渋りが発生
• そのため、農家が現金取得のため低い価格で委託業者に販売する可能性

1クレジット/融資
へのアクセス

3

Gujarat

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
エビ養殖
https://thefishsite.com/articles/gujarat-faces-40-percent-reduction-in-farmed-shrimp
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播種期という大事な時期に農業資材の不足に加え、労働力の不足にも直面
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.3. グジャラート州

Source: Euromonitor, News Reports

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

トピック 課題 内容

次期収穫の遅れ • 一部の作物では、次期収穫期に遅れが生じる可能性

2

データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

労働力削減
• COVID-19の感染リスク軽減のため、労働者の雇用を削減。農作物の収穫は家族で協力
• また、収入面でも農作物の売れ行きを懸念し、労働者の雇用に非積極的

1農業生産

主な農作物 Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec

米（Kharif Paddy）

豆

小麦

トウモロコシ

播種期

収穫期

成長期

Gujarat
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ロジスティクス面では、検問による運送遅延、労働者不足による港湾業務の遅延、倉庫閉鎖等
により輸送時間・取扱量に大幅な制限が発生。困難に直面する農家に付け込んだ買い叩きも発生

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.3. グジャラート州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

農産物輸送
• 政府は生活必需品(essential)・非必需品(non-essential)商品を運ぶ輸送車両の移動を許可
• ドライバーや車両が不足していることや、移動許可証明（ロックダウンパス）を持っていても警察官

に検問所で引き留められ移動が許可されないことが原因で、実際の貨物の運送では遅延が発生
運送の遅延発生

2

労働力不足による
魚の輸出量の低下

• ロックダウンにより魚粉工場が閉鎖。漁師は工場に漁獲物を販売不可
• 労働者不足により、港での魚の積み下ろし、在庫や氷の輸送などの作業が滞り輸出で約30%の

損失が出る見込み

1水産業

ロックダウンによる
倉庫アクセス不可

• ロックダウンにより政府は3月末まで倉庫を閉鎖
• 売り手側は商品を取りに行けない、買い手側は購入した商品を保管する場所がない、などの

問題が発生

倉庫の閉鎖 2

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

移動制限による貿易
業者からの買い叩き

• 貿易業者は、ロックダウンにより農家が農作物を市場に持ち込めない状況を悪用し、農民に
低価格を提示

• 農家が次シーズンの播種・耕作に必要な各種資材を揃えるべく、是が非でも現金を確保しな
ければならないという状況に付け込んだもの

2業者による
買い叩き

3

リリリリリリリリリ ID rId9 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId13 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

2

Gujarat
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加工現場では、労働力不足、包装資材不足、操業停止措置等の課題に直面
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.3. グジャラート州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

たまねぎ加工
• バーヴナガル（Bhavnagar）地区周辺には玉ねぎ加工工場が複数存在
• ロックダウン第1期では輸送の労働力不足、実験室でのサンプラーと技術者不足と港での貨物の

遅延が発生

人材不足と港閉鎖
による加工工程遅延

2

梱包材不足
• 梱包材はロックダウン時に重要な非必須(Key non-essentials)に分類
• 梱包材不足

2包装

コンテナ不足
• 内陸のコンテナデポは、港が閉鎖されている、もしくは限られた容量で稼働しているため利用不可
• ピパバフ港のコンテナ貨物は、複数のエージェントと連携が必要で輸出が遅延

港湾 2

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

労働者密集による
営業停止

• ‘Khakhra’はグジャラートの特産品で、小麦粉の薄いクラッカー
• 生産現場が密集状態であり、社会的距離を取ることが難しいことから、‘Khakhra’は生活必需品

（essential）に分類されず

2Khakhra 生産 3

リリリリリリリリリ ID rId8 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

Gujarat
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政府による市場・店舗閉鎖、遠のく客足、高額な店舗賃料が小売・飲食店にとって苦難に
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.3. グジャラート州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

市場の
営業停止措置 • Ahmadabadなどの主要都市では感染数が多いため、政府は果物、野菜、食料品を提供する

市内のすべての店舗と市場を閉鎖
• ロックダウン後の数ヶ月の間、牛乳屋と薬局のみ開店

食料品市場の
営業停止

2

来客数の減少、高額
賃料のダブルパンチに
よる退店急増

• 外食への来客数が激減。高額な賃料も負担になり、多くの地場・外資レストランチェーンが退去。
40億ルピー以上の損失が発生

• レストランではウッタル・プラデシュ州、ビハール州、マディヤプラデーシュ州、オリッサ州から来ている
労働者の規制により労働力不足が発生

2飲食店

定期的消毒や罰金
による運営コスト増

• 店舗やレストランのオーナーには社会的距離、営業時間、などの規則に従わなかった場合の罰則が
存在

追加コスト 3

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

フードデリバリーアプリ
登録による売上減少

• Navsari市のホテル＆レストラン協会は、”Zomato”や”Swingy”などのオンライン（アプリベース）
デリバリーサービス企業への掲載を中止することを決定

• デリバリー企業が需要喚起のためのディスカウント原資を得るため、ホテル・レストラン側に課す
手数料を引き上げているとクレーム。手数料の引き上げは既に収益上の課題に直面する店舗
サイドを更に苦しめることにつながると指摘

2Eコマース 3

リリリリリリリリリ ID rId7 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId10 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId13 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId15 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

Gujarat



78Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

政府は主要都市での感染拡大を受け、店舗閉鎖を命令。5/15以降、食品・雑貨の配送サービス
におけるキャッシュレス決済を義務化。早期移行が難しい人々への影響が懸念

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.3. グジャラート州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

決済
• Ahmadabad等の主要な地区の政府は、5月15日以降、食料品および食品配送サービスに

おける代引オプションを禁止。感染は紙幣を通じても広がりうるとし、キャッシュレス決済を義務化
• 食料品、野菜、牛乳17,000余りの小売店でキャッシュレス決済を普及させるために、行政側は

専門チームを店舗に派遣。キャッシュレス取引の重要性を説明
• しかしながら、高齢者やスマートフォン未保有者（低所得者層）のように現金決済依存の人々

も多数いることから、キャッシュレス決済の義務化の是非は論争を惹起

感染防止に向けた
キャッシュレス決済
義務化の是非
（利用できない人々
への弊害）

2

買い物が可能な
時間の減少

• ロックダウン最初の数か月間、食品含む必需品取扱店は午後7時以降営業不可に
• 消費者が買い物に費やせる時間帯が減少

2夜間外出
禁止令

消費の中心地で
感染拡大⇒営業
停止措置

• 州内の4つの主要都市でCOVID-19の感染拡大
• 州政府は4都市で2か月間にわたり店舗営業を

禁止
• 4都市の店舗数は州全体の50%以上を占めるため

影響は甚大

店舗閉鎖 1

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

リリリリリリリリリ ID rId7 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId10 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId12 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId14 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

都市名 全店舗数
Ahmedabad 280,564

Surat 247,174 
Vadodara 78,587 

Rajkot 52,923 
4都市合計 659,248

全地域 982,297 

2 3

4

Gujarat

Source: News Reports 
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カルナタカ州の課題まとめ
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州

 農業生産～販売・流通工程ではロックダウン初期の帰郷や移動制限の影響で労働者不足や遅延が発生。
 農業生産では農家が農場へのアクセスが制限され収獲が困難に。米、小麦などの農作物30%が収穫不可能になる。
 保管&運送工程ではトラック運転手不足、輸送が遅延し道中で食品ロスが発生し市場に出回る農産物が12～77%減少した。
 海上輸送ではコーヒーの輸送許可が下りず約2万トンのコーヒーが港で停滞し輸出不可能となる。

 販売・流通ではHoReCa産業の顧客減少により売上が低下。その影響で食品加工工程の需要も低下。例えば精米工場では売上
が60%減少した。

 消費者は感染への恐れから食肉の消費を控えたり、3密回避のため、密になりがちなスーパーから地元のパパママストアに移行する
など購買行動が変化した。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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カルナタカ州の課題まとめ
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州

 前頁のサマリを図示すると以下の通り

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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農業資材では利用可能な収穫機の数が減少しリース料が約15%上昇
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Karnataka

農業機械 • ハリヤナ州、パンジャブ州、アンドラプラデシュ州などの他州から借りる収穫機の数が商業活動の
制限により例年より減少

• 農家が支払う収穫機のレンタル料も例年より約15%上昇
（1時間当たり1,500ルピー → 2,200ルピーへ）

収穫機のリース数
減少による価格上昇

3

※肥料、農薬、種子、飼料へのCOVID-19による特段の課題は見られない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
カルナタカは早期から飼料生産を再開。他州への供給に乗り出す。国内の70%の製造？
https://www.republicworld.com/india-news/general-news/covid-19-coronavirus-kalaburagi-karnataka-yediyurappa-fertilisers.html
https://www.thehindu.com/news/national/karnataka/amid-lockdown-karnatakas-only-fertiliser-factory-starts-work/article31398462.ece
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作付面積縮小による
収穫量減少

農業生産では移動制限、労働者不足などにより穀物(30%)、野菜(80%)などの収穫量が減少
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports, Govt. of India report

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Karnataka

移動制限による
収穫量減少

• ロックダウンの影響で、農家が農場に行けず米、小麦、ジョワール、綿花、トウモロコシ、キビなどの
収穫が困難に

• 州の一部の地域では、農作物30％以上が収穫不可能

1農業生産 2

労働者不足による
収穫量減少

• トマト、バナナなど一部の果物は外部から来る専門の作業者が収穫するが、移動制限と
労働力不足により、3,000トン以上のブドウが農場で腐敗し収穫量が減少

• ロックダウン開始から最初の数か月で、トマト約80％、バナナ約60％の供給が減少

1

2

主な農作物 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

米

豆

小麦

トウモロコシ

播種期

収穫期

成長期

• ケララ州からの移住者が州内で土地を貸借して運営を行う生姜農家では、ケララ州の感染拡大の
噂(*)の影響で、土地貸借の許可が出ず。許可が出た場合も耕作可能な面積は貸借した土地の
40～50％に縮小

• 作付面積減少の影響で、20年度の生姜の収穫量が減少する可能性

1

(*) 国内におけるCOVIDの最初の感染がケララ州で発生した影響で、ケララ州の人々がCOVID感染を拡散しているという噂が拡大
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また、漁業では労働者不足により漁獲量が30%減少
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports, Govt. of India report

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Karnataka

労働者不足による
漁獲量の減少

• 水産業の労働者の多くはタミルナードゥ州、オリッサ州、ビハール州など他州からの出稼ぎ労働者
であり、ロックダウン中に帰郷

• 水産業者はロックダウン後、労働者不足で操業を再開することが困難になり、漁獲量が30％
減少

1漁業
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輸送制限による輸送の遅延で、食品が港や倉庫に滞留し食品ロスや市場到着遅れが発生
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Karnataka

陸上輸送
• ロックダウン期間、輸送手段が利用できず農家は農産物を市場に運ぶことが困難に。

市場に出す農作物の量が減少
• 2020年に（4月）に市場に出た農産物の昨年比は以下の通り

トラック不足による
農作物の市場未到達

輸出規制による
コーヒー輸出停止

冷蔵倉庫不足による
食品ロス

• 果物と野菜の約40％は州外の市場へ出荷
• 現状、州内に136の冷蔵施設（うち14が政府所有）が存在するが、生産量に見合っておらず

冷蔵倉庫を現状の約50%増加させる必要があるという試算が存在
• 移動制限中、州内に十分な冷蔵倉庫がないため、果物や野菜が腐敗

2倉庫

海上輸送 • コーヒー加工工場は、地区から商品の輸送許可が下りないため、マンガルール(Mangaluru)港と
コーチン(Kochi)港で商品が停滞。約20,000メートルトン（40億ルピー相当）のコーヒーが
輸出不可能に

• 国のコーヒー生産の70％を担っているため、出荷許可が下りないことで、国全体のコーヒー輸出量
が3.2％減少

米 豆類 トマト 玉ねぎ バナナ ブドウ

12% 77% 15% 20% 26% 36%

2

2

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
輸出制限によるコーユー輸出停止
https://www.deccanherald.com/state/top-karnataka-stories/coronavirus-lockdown-affects-rs-400-crore-worth-of-coffee-exports-820225.html
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労働力、原材料不足により食品加工工場の稼働率低下。
小売店閉鎖による需要減により精米工場の売上高が60%減少

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Karnataka

Source: News Reports

製粉・製糖

食品加工工場の
稼働低下

1

産業需要減による
製糖工場の利益低下

• 清涼飲料、チョコレート、菓子などの工場や、ホテル、レストラン、カフェが閉鎖したことにより
産業用の需要が減少

• 輸送制限により燃料利用が減り、エタノール需要も減少
• 2020年度の製糖工場の営業利益は3％低下する見込み

3

小売店閉鎖による
米の売上高低下

• 精米工場が多いトゥンガバドラ(Tungabhadra)川地帯は、州の米生産量の60％を占有
• 食料品店やモールが閉鎖され、米屋の売上高が減少（50％）した影響で、需要が減少し

トゥンガバドラ(Tungabhadra)川地帯の精米工場の売上高は60％減少

2精米

• ロックダウン中。食品加工工場は稼働が許可されていたが、労働力不足、原材料不足などの
理由により稼働が低下

• ロックダウン前と比較した食品加工工場の種類ごとの稼働率は以下の通り

種類 精米所 小麦製粉所 豆加工工場 製糖工場

稼働 (%) 58% 68% 97% 37%

製糖業

3
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レストランやホテルの閉店、行事の中止で需要が減少（青果40%）したことに伴い
売上高の低下（牛乳30%）や卸売価格の低下（魚約40%）が発生

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Karnataka

Source: News Reports

レストラン
• 州都バンガロール(Bengaluru)には、約21,000のレストラン/ホテルが存在
• ロックダウン中、レストラン/ホテルは顧客の減少により売上が低下。レストランの10％が閉店

顧客減少による
レストラン閉店

1 3

需要減による
牛乳卸の売上高低下

• ホテル、レストラン、カフェが閉鎖された影響で牛乳の需要が減少
• ロックダウン中（3月から4月）の牛乳の売上は30％低下

2牛乳卸

レストラン閉店や
イベント中止による
果物・野菜の需要減

• レストランの閉店、結婚式や公の行事等の中止により果物・野菜の需要が減少
• ロックダウン期間中に40％減少

2青果卸

移動制限による
魚の卸売価格低下

• ロックダウンによる5か月の休業後、9月に深海釣りが再開
• 一方、魚の卸売業者は移動制限により小売店への輸送が滞っており、魚の新規入荷を

控えている状況。深海釣り業者が魚を水揚げするも、卸売業者からの需要は低く
魚の卸売価格が30％～40％低下

2魚卸

3

3
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欧州市場の輸入需要減少により輸出量が減りコーヒーの輸出価格が最大50%低下
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Karnataka

Source: News Reports

輸出減による
コーヒーの輸出価格低下

• インドのコーヒーの70％を生産。欧州などに輸出
• COVID-19発生後、欧州で小売店やレストランの営業が制限され、コーヒーの消費が減ったため

輸入業者はコーヒーの輸入量を減少
• 欧州からの需要が減たっため輸出量が減少し、コーヒーの輸出価格が15％～50％（品種に

よる）の範囲で低下

2コーヒー 3
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給与所得者の44%が給料減少に直面し食品消費量が減少。COVID感染リスクに関する噂の
影響で鶏肉の価格が上昇。3密リスクや利便性低下からスーパーからママパパストアへの移行が発生

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.4. カルナタカ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Karnataka

消費者の給与
• 給与所得者の44％が、給与未払い、減給、失業に直面
• これら世帯の約77％は、ロックダウン前と比較して食料消費量が減少

給与所得減少による
消費量減少

2 3

3密回避による
パパママストア移行

• 消費者は、スーパーの閉ざされた空間や、包装食品に対して十分な感染対策・衛生対策が
なされているかに懐疑的。また社会的距離を保つため、一度に5人までしか入店が許可されず
買い物に時間がかかるなどスーパーの利用に不便を感じる風潮が拡大

• 消費者は地元のパパママストアに移行し、スーパーマーケットの売上は40％～80％減少

スーパーマーケット 4

鶏肉 • 家禽がCOVIDを広めるという噂が広まり一時的に鶏肉の需要が低下（売上ベースで10%まで
低下）。養鶏業者は家禽を処分

• その後需要は回復（売上ベースで60%まで回復）するも、家禽が不足し供給が追い付かない
状況に

• 鶏肉の価格は30ルピー/kgから125～180ルピー/kgまで上昇

噂の反動による
鶏肉の価格上昇

2 3 4

Source: News Reports
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テランガナ州の課題まとめ
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.5. テランガナ州

 農業生産～食品加工工程では労働者の帰郷や移動制限による人手不足が発生。
 農業生産では農家の感染リスク懸念による農業活動自粛や労働者不足によりバナナ4,000ha、スイートレモン600ha分が収穫されずに廃棄される。
 食品加工工程では出稼ぎ労働者が帰郷し州政府の1,050万トンの稲の調達の際人手不足が発生した。
 保管&輸送工程では移動制限による輸送遅延と、冷蔵倉庫不足により輸送途中で食品ロスが発生。
 一方、販売・流通工程ではロックダウン開始期、州内のスーパーマーケットで食品の需要が25～40%増加。しかし小売店の多くは州外から調達を

行っており、移動制限により商品入荷が遅延し供給不足が発生、食品価格が上昇した。
 店舗の営業時間短縮や収容人数制限で徐々に実店舗の需要が減少。家庭での食品デリバリー需要が高まり、デリバリーに対応し

ていないレストランで需要が減少した。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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テランガナ州の課題まとめ
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.5. テランガナ州

 前頁のサマリを図示すると以下の通り

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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港の労働者不足の影響で輸入肥料の農家への到着が約1か月遅延
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.5. テランガナ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

種子
• 同州は400以上のを多国籍種子会社、保管施設を備えたインドの種子ハブとして機能。

国の種子需要の約70％、および東南アジアやアフリカの国々に種子を提供
• ロックダウンにより種子生産量が減少。来シーズン、農家へ供給する種子が不足する可能性

種子会社閉鎖による
来期の作付け量減少

港の荷下ろし遅れによる
肥料到着の遅延

• 輸入肥料（尿素）が、港の労働力不足による荷下ろしの遅れで港に滞在
• 農家への肥料供給に遅れ（1か月以内）が発生

肥料

経済低迷による
農家の資金不足

• 農家が資金不足に直面している中、政府が農家のローンを肩代わりすることを銀行に約束。
しかし政府の銀行への支払いが遅れたため、銀行側が農家向けに再度ローンを提供することを
拒否する可能性

• その他のインフォーマルな貸し手（しばしば高金利を要求）も、ロックダウンによる経済流通の
乱れで資金が不足し、農家向けのローン提供ができない可能性

資金

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Telangana

2

2

3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.thehindu.com/news/national/telangana/covid-19-lockdown-curbs-hit-seed-processing/article31251793.ece
https://www.thehindubusinessline.com/economy/agri-business/year-to-date-fertiliser-consumption-in-telangana-doubles-to-16-lakh-tonnes/article32401288.ece
https://www.thehindu.com/news/cities/Hyderabad/central-govt-assures-timely-supply-of-urea-to-telangana/article32143423.ece
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労働者の帰郷に伴う労働力不足、感染リスクの不安による農業活動の自粛により
バナナやスイートレモンの収穫量が減少

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.5. テランガナ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Telangana

収獲 • ロックダウン期間中、農家は生産活動を許可されたものの、感染を恐れて農業活動を自粛
• 米、トウモロコシ、唐辛子、バナナ、スイカ、ブドウなどの作物（冬に播種され、春に収穫する

作物）の収穫に影響
• 例えば、バナナ4,000ha分、スイートレモン600ha分が収穫されずに廃棄

感染への不安による
収穫量減少

1 2

主な農作物 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

米

キビ

播種期

収穫期

成長期

労働者帰郷による
労働力不足

• ロックダウンにより、労働者が帰郷
• 米、トウモロコシ、唐辛子、バナナ、スイカ、ブドウなどの作物（冬に播種され、春に収穫する

作物）の収穫に携わる労働力が不足

労働力 1

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.thehansindia.com/hans/opinion/news-analysis/impact-of-covid-19-on-horticulture-food-security-620969
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僻地での輸送手段不足による輸送停滞、輸送遅延による食品ロスが発生
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.5. テランガナ州

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

陸上輸送 • ロックダウン中、農作物の輸送は許可されていたが、僻地の村では輸送手段が利用できず
輸送が完全に停止

• 移動制限によりスイートレモン、レモン、バナナ、パパイヤ、ブドウ、ザクロの農家は、作物を他州に
輸送不可

輸送手段不足による
輸送停滞

労働者不足による
積み下ろし遅延

• 港では労働者の帰郷により労働力が不足
• 農業資材、食品の積み下ろしの遅れが発生している可能性

海上輸送

輸送遅延による
食品ロス

• 冷蔵倉庫が不足し、移動制限による輸送の遅れの影響で食品ロスが発生
• 例えば、5月、バナナを保管するための冷蔵倉庫が不足し、1週間以上遅延が発生した場合、

バナナを廃棄

倉庫

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Telangana

2

1 2

2

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.thehindu.com/news/cities/Hyderabad/central-govt-assures-timely-supply-of-urea-to-telangana/article32143423.ece
https://www.cgiar.org/news-events/news/broken-supply-chains-covid-19-lockdown-is-having-a-devastating-effect-on-livelihoods-in-rural-india/
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製菓メーカーなどからの需要減により製糖工場の生産量減、
精米工場の労働者帰郷による労働力不足が発生

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.5. テランガナ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

製糖業
• ロックダウン中、大口バイヤー（製菓、ベーカリーメーカー）からの需要減少により、製糖工場での

砂糖生産量が減少
• 11の製糖工場では砂糖の粉砕工程（粉末状の砂糖を作る生産工程）を中止

需要減による
砂糖生産量の減少

労働者帰郷による
労働力不足

• 精米工場の労働者の95％はビハール州からの移住労働者
• ロックダウンにより精米工場で働いていた移住労働者が帰郷
• 州政府は、農家から1,050万トンの稲を調達するにあたり、精米工場の労働力不足に直面。

ビハール州から精米工場で働いていた労働者を呼び戻すため列車を手配

精米

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Telangana

2 3

1 2

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.financialexpress.com/market/commodities/sugar-production-till-march-15-declines-21/1901444/
https://telanganatoday.com/no-end-to-farmer-woes-as-dip-in-sugar-sales-triggers-cash-crunch
https://www.business-standard.com/article/current-affairs/send-back-workers-employed-in-rice-mills-telangana-requests-bihar-120033000216_1.html
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バーやレストランは営業再開後も50%の営業制限とデリバリーへの未対応による需要減に直面
スーパーではロックダウン開始直後の需要増による在庫不足が発生、供給能力が低下

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.5. テランガナ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

レストラン
• 州政府はアンロックダウン5（9/26より実施）の一環として、バー、レストランの再開を許可するも、

収容人数の50%の規制あり
• 家庭での食品デリバリー需要が高まる一方、デリバリーに対応していないレストランで需要が減少

感染リスク回避による
需要減

州外入荷商品の
在庫不足による
供給能力低下

• 州内のスーパーマーケットチェーンVijethaの58店舗は、3月のロックダウン開始直後に需要が増加。
（穀物25%、果物・野菜・スナック40%、有機食品・健康食品25%）

• Vijethaを含む食品小売業者は、主にマハラシュトラ州、デリー、チェンナイ（Chennai）、
バンガロール（Bangalore）など州外から調達を行っており、移動制限により商品入荷が遅延。
在庫不足となり供給能力が低下

スーパーマーケット

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Telangana

2 3

2

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.newsclick.in/Andhra-Pradesh-Telangana-Farmers-Worry-Procurement-Coronavirus-Outbreak
https://timesofindia.indiatimes.com/city/hyderabad/hyderabads-food-and-nightlife-industry-is-limping-back-to-normalcy-in-unlock-5/articleshow/78727349.cms
https://www.thehindu.com/news/cities/Hyderabad/covid-19-scare-hits-poultry-business/article30936418.ece
https://www.newindianexpress.com/states/telangana/2020/mar/05/poultry-industry-loses-rs-400-cr-over-covid-19-fears-2112487.html
https://www.magzter.com/article/Business/Progressive-Grocer/Spurt-in-food-demand-and-sales-during-the-lockdown-keeps-the-ticker-up-for-food-retailers-and-brands
https://www.deccanchronicle.com/nation/in-other-news/240320/prices-soar-as-panic-buying-is-triggered-in-hyderabad.html
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家禽肉の消費とCOVIDの関連性に関する噂の影響で鶏肉の需要が減少し、
価格も低下（50%）。パニック買いによる買い占めにより価格が一時的に上昇

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.5. テランガナ州
農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

Source: News Reports

鶏肉

• 家禽がCOVIDを広めるという噂が広まり一時的に鶏肉の需要が30～35％減少、価格が50％
低下

噂の影響による
価格低下

パニック買いによる
価格上昇 • ロックダウン期における食料品の買い占めにより価格の上昇が発生（具体的な数値データなし）

スーパーマーケット

トピック 課題 内容 データ4カネ3モノ2ヒト1顕在課題 潜在課題 課題分類

Telangana

2 3

2 3

4

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.newsclick.in/Andhra-Pradesh-Telangana-Farmers-Worry-Procurement-Coronavirus-Outbreak
https://timesofindia.indiatimes.com/city/hyderabad/hyderabads-food-and-nightlife-industry-is-limping-back-to-normalcy-in-unlock-5/articleshow/78727349.cms
https://ahmedabadmirror.indiatimes.com/news/india/watch-panic-buying-jacks-up-vegetable-prices-in-hyderabad-restrictions-on-movement-enforced/articleshow/74771690.cms
https://www.thehindu.com/news/cities/Hyderabad/covid-19-scare-hits-poultry-business/article30936418.ece
https://www.newindianexpress.com/states/telangana/2020/mar/05/poultry-industry-loses-rs-400-cr-over-covid-19-fears-2112487.html
https://www.magzter.com/article/Business/Progressive-Grocer/Spurt-in-food-demand-and-sales-during-the-lockdown-keeps-the-ticker-up-for-food-retailers-and-brands
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資材入手遅延・労働力不足により収穫量が減少。市場アクセスも限られ農家の財政状況が悪化
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.6. インド全体の課題1：農家の財務状況悪化

 以下、3つの要因により農家の財務状況が悪化した。
 ロックダウン初期の輸入制限や港のオペレーション混乱、州間の移動制限などが原因で、農業資材の輸送に遅延やコスト増が発生。
 農業資材の輸送遅延が原因で農家の種子、肥料、農業機械などの入手が遅延したこと、また、出稼ぎ労働者が帰郷したことにより労働力が不足

したことが原因で、農作物の収穫量が減少した。
 さらに、トラック運転手不足で市場へのアクセスも制限された。農作物の販売機会が失われた農家の財政状況が悪化した。これにより、農家が来期

に必要な農業資材を購入する資金が不足すると予測される。
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輸入制限や店舗閉店により資材入手が遅延。生産量が減少する見込み
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.6. インド全体の課題1：農家の財務状況悪化

主な課題

• UP州ではロックダウンにより軽油の販売店舗が
営業を停止

• 米農家は灌漑時にディーゼルポンプを利用している
が、燃料である軽油が入手できず灌漑が困難

軽油入手困難に
よる灌漑農業滞り

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

グジャラート州のエビ養殖場

農家の資材到着遅れによる作業遅延・収穫量減少

• グジャラート州ではロックダウンにより、エビの稚魚の
輸入が遮断。種エビが入手できず、州内の
養殖場の約60％が非稼働に

• 2019年に約45,000トンであったエビの生産量は、
2020年には40%減少する見込み

輸入制限による
生産量低下

肥料・種子が不足

課題1-1

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.thehindubusinessline.com/economy/agri-business/covid-19-lockdown-seed-industry-demands-easy-inter-state-movement/article31143222.ece
https://thefishsite.com/articles/gujarat-faces-40-percent-reduction-in-farmed-shrimp
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出稼ぎ労働者の帰郷で、農場での労働者不足が発生
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.6. インド全体の課題1：農家の財務状況悪化

主な課題

• デリー首都圏ではハリヤナ、ビハール、ウッタル・
プラデシュ州の出稼ぎ労働者がロックダウン第1期
（3月～4月）に貯金が底をつきやむなく帰郷

• 感染を恐れ農家が労働者を雇用しないケースも

• カルナタカ州のブドウ農家では収穫時に専門の
作業員を雇えず3,000トン以上のブドウが腐敗

農場での
労働力不足

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

ロックダウン期に出稼ぎ労働者が一斉に帰郷

農家で労働者が不足

農場での人手不足による収穫量減少

• 水産業の労働者の多くはタミルナードゥ州、
オリッサ州、ビハール州など他州からの
出稼ぎ労働者であり、ロックダウン中に帰郷

• 水産業者はロックダウン後、労働者不足で操業
を再開することが困難になり漁獲量が30％減少

水産業での
労働力不足

課題1-2

Source: News Reports
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農家の市場へのアクセスが困難に
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.6. インド全体の課題1：農家の財務状況悪化

主な課題

• カルナタカ州では、ロックダウン期間、トラック
運転手が不足し利用可能なトラックの数も減少
（4月時点でトラックは約20%稼働）

• 輸送手段が利用できず農家は農産物を市場に
運ぶことが困難に。市場に出す農作物の量が
減少

トラック不足による
農作物の
市場未到達

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

トラック運転手が不足

農家の市場アクセス悪化による収入減

• 多くの農家はデジタルリテラシーがなく、サイバー
カフェの店員に頼りオンライン販売を実施

• ロックダウン中にサイバーカフェが閉鎖されたため
農産物のオンライン販売が不可能に

• 販路が限られた農家に対して悪意ある仲介業者
による農作物の買い叩きが発生

サイバーカフェ
閉鎖による

オンライン販売困難米 豆類 トマト 玉ねぎ バナナ ブドウ

12% 77% 15% 20% 26% 36%

2020年に（4月）に市場に出た農産物の昨年比（カルナタカ州）

課題1-3

Source: News Reports, Interview

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.reuters.com/article/us-health-coronavirus-india-freight/indias-truckers-in-crisis-police-checks-no-food-and-fears-of-coronavirus-idUKKCN2260VE?edition-redirect=uk
https://www.businesstoday.in/latest/trends/coronavirus-3-5-lakh-trucks-with-rs-35000-crore-of-goods-stranded/story/400559.html
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ロックダウン期に出稼ぎ労働者が帰郷。フードバリューチェーン上の各工程で遅延や品不足が発生
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.7. インド全体の課題2：労働力不足や移動・営業制限に起因する供給遅延 / 不足

 ロックダウン期の営業制限・移動制限と出稼ぎ労働者が帰郷したことによる労働力不足が発生し、FVC各工程に影響を与えた。
 農業資材・農業生産工程では移動制限で州外からの農業機械の入手遅延、気象条件の悪化が重なり農作物の収穫が遅延した。その間に

農作物の品質が低下し、農家は収穫・出荷できず農家の財務状況が悪化した（課題1）。
 保管&運送工程では労働力不足により荷積み・荷降しが遅延した。また従来から冷蔵倉庫などコールドチェーン設備が不足していたことと輸送遅延

が相まって、輸送途中での食品ロスが発生した。
 食品加工工程では労働力不足と、ソーシャルディスタンスなどを規定したCOVID対応ガイドライン遵守などの営業制限の影響で工場稼働率が低下。

加工が遅延し出荷遅れが発生した。その影響で、販売・流通工程では商品調達が遅延し、店舗の供給能力が低下した。
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労働者不足で食品工場の稼働が制限され、生産が停滞
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.7. インド全体の課題2：労働力不足や移動・営業制限に起因する供給遅延 / 不足

移動制限、労働力不足によるオペレーションの遮断・遅延 農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

主な課題

¥=
• 工場労働者に発行する労働許可証の発行数

に制限あり
（ソーシャル・ディスタンス確保のため）

• 輸送、荷揚げ・荷卸し作業、工場内の生産
プロセス等、あらゆる現場で作業員が不足

工場稼働率への
制限

種類 精米所 小麦
製粉所

豆加工
工場 製糖工場

稼働 (%) 58% 68% 97% 37%

2020年に（4月）に市場に出た農産物の昨年比（カルナタカ州）
労働者帰郷による

生産停滞

• 精米工場の労働者の95％はビハール州からの
移住労働者

• ロックダウンにより精米工場で働いていた出稼ぎ
労働者が帰郷

• 州政府は、農家から1,050万トンの稲を調達
するにあたり、精米工場の労働力不足に直面。
ビハール州から精米工場の労働者を呼び戻し

食品加工工場内での人手不足

課題2-1

Source: News Reports, Interview

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
写真
https://thewire.in/business/covid-19-crisis-reset-point-food-processing-industry-india
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冷蔵倉庫不足により、生鮮食品が腐敗
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.7. インド全体の課題2：労働力不足や移動・営業制限に起因する供給遅延 / 不足

保管&運送工程での食品ロス 農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

主な課題

¥=
• UP州ではコールドチェーン対応の倉庫があるの

はアーグラ（Agra）等、州の一部のみ。
冷蔵での流通体制が整っておらず、4月から
6月の輸送遅延により青果が腐敗

冷蔵倉庫不足に
よる食品ロス

• カルナタカ州は農作物の40％を州外に輸送

• 冷蔵施設のキャパシティが必要水準の50%

• 移動制限中、州内に十分な冷蔵倉庫がない
ため、果物や野菜が腐敗

• テランガナ州では5月にバナナを保管するための
冷蔵倉庫が不足。1週間以上輸送が遅延した
バナナを廃棄

輸送遅延により食品ロス発生

課題2-2

Source: News Reports
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加工工程や移動制限による輸送の遅延で州外から調達を行うスーパーマーケットで在庫・品揃えが減少
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.7. インド全体の課題2：労働力不足や移動・営業制限に起因する供給遅延 / 不足

販売・流通工程での供給能力低下 農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

主な課題

¥=
• 多くの食品小売業者は、複数州より商品を

調達。移動制限のため、商品の到着が遅れ
在庫不足が発生

• 扱える商品が限定的になり、低品質な商品が
店頭に並ぶケースも。消費者の品質に対する
信頼が低下

州外入荷商品の
在庫不足

消費者行動の
変化

COVIDの影響でオーガニック食品/健康食品の消費が増加

小売店での商品不足

課題2-3

• 有機食品や健康食品などの特定のカテゴリーの
需要が増加

• 例えば、テランガナ州のスーパーマーケット
Vijethaでは、58店舗で有機食品の需要が
25％増加

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
写真：4月1日ムンバイ
https://scroll.in/latest/957955/covid-19-india-now-has-1834-cases-after-biggest-single-day-jump-global-count-nears-a-million
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消費者は感染防止のためオンライン店舗へ移行。販売・流通側もオンライン化が進行
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.8. インド全体の課題3：安心安全意識の高まりに対する加工・販売・流通側の対応

 食品加工工程や販売・流通工程ではCOVID対策として定期的な消毒の実施や従業員の感染防止のための防護具の調達費、
福利厚生費の発生でコストが増加した。

 一方、消費者側は感染懸念の意識が高まるとともに、実店舗の閉鎖や営業時間短縮に直面。また営業時間内であってもスーパー
マーケット内が密集しがちとなり、消費者は3密回避のためスーパーマーケットから地元のパパママストアへ移行したり、実店舗から
オンライン店舗での買い物に移行した。

 販売・流通側ではCOVID対策コスト増に加え、実店舗の需要減に直面。実店舗の売上減少を受け、オンライン販売や宅配への
移行の動きが加速した。その傍ら、オンライン販売・宅配業者がレストランへ高額な手数料を課すことに対する反発が起こったり、
消費者の買い溜め防止策が必要になるなど、オンライン化加速と消費者行動の変化に対する販売・流通側の対応が求められた。

Source: NRI, News Reports, Interview
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消費者は感染防止のためオンライン店舗へ移行。販売・流通側もオンライン化が進行
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.8. インド全体の課題3：安心安全意識の高まりに対する加工・販売・流通側の対応

 前頁のサマリを図示すると以下の通り
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消費者は感染防止と利便性を理由にスーパーマーケットからパパママストアやオンライン店舗へ移行
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.8. インド全体の課題3：安心安全意識の高まりに対する加工・販売・流通側の対応

消費者側で感染に対する懸念拡大と店舗移行 農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

主な課題

• スーパーマーケットが閉鎖的否空間であること、
また商品の表面にウイルスが付着している
可能性があることから、消費者はスーパーで
包装食品を購入することに慎重に

• 一方で、非包装食品はより感染リスクが高いと
考えられ、包装製品の需要が増加

• 実店舗は一度に入店可能な消費者数を制限
• スーパーマーケットの売上高は最大40％減少し、

消費者はオンラインチャネルや、場合によっては
パパママストアの利用へ移行

実店舗利用による
感染リスク

密な小売店内

• レストランはオンライン販売を開始したものの、
一部の消費者はオンライン注文に必要な
スマートフォンやデジタルリテラシーがなく
利用が困難

デジタルリテラシーの
欠如

パパママストアへの移行

課題3-1

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.businesstoday.in/opinion/columns/coronavirus-kirana-stores-india-retailers-lockdown-food-groceries-essential-items-covid19/story/401621.html
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加工・販売・流通工程では感染防止のための消毒コストや労働力維持のための福利厚生費が増加
3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.8. インド全体の課題3：安心安全意識の高まりに対する加工・販売・流通側の対応

工場稼働率低下、食品衛生リスクへの関心の高まり 農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

主な課題

• 労働者へのPPEキット（個人用防護具）の
提供、機械の消毒頻度の増加など消毒に
かかるコストが増加

労働者の
感染防止対策と
定期的消毒による
運営コスト増

• 労働者が戻ってきた後、保険の適用や金銭的
補助、滞在先手配などインセンティブを強化し
福利厚生のコスト増加

労働力維持の
ための福利構成費

増加

加工工程での消毒作業

個人用防護具を身につけて働く
小売店スタッフ

課題3-2

Source: News Reports, Interview

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.newindianexpress.com/lifestyle/food/2020/jun/08/cant-touch-this-with-unlock-1-from-today-contactless-dining-the-new-normal-2153676.html
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消費者の買い溜めを防ぐ対応を実施
オンラインデリバリーサービスの手数料が増加してレストラン・小売店の収益減少

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題 3.8. インド全体の課題3：安心安全意識の高まりに対する加工・販売・流通側の対応

オンライン化の加速と対応 農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

主な課題

• 食料の買いだめを防ぐため、Eコマース企業は
特定品目で注文できるアイテムに制限を設定

• 例えば、Easyday、BigBasket、Grofersなどの
オンライン食品販売アプリは牛乳、乳製品に
制限を設定

電子小売業者の
注文制限

• オンラインデリバリー業者が、消費者への割引
目的で、ホテル・レストランへの手数料を
引き上げ

• 営業時間短縮で収益が減少していたホテル・
レストランへの追い打ちに

• グジャラート州ナブサリのホテル・レストラン協会は、
「Zomato」や「Swingy」などのオンライン
デリバリーアプリへの掲載を中止

サービス利用
手数料の増加

オンラインストアでも買い溜め防止策を実施

課題3-3

Source: News Reports, Interview

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.hindustantimes.com/mumbai-news/only-2-restaurants-provide-home-delivery-claim-not-viable-option-association/story-u2NN8njXG7dRUCvf3qstUO.html
https://trak.in/tags/business/2020/09/17/restaurants-in-this-state-rebel-against-zomato-swiggy-terminates-partnership-due-to-this-reason/
https://gadgets.ndtv.com/internet/news/amazon-flipkart-big-basket-grofers-lockdown-coronavirus-ban-india-2200031
https://timesofindia.indiatimes.com/life-style/coronavirus/coronaconcerns-stores-grocery-apps-limit-the-quantity/articleshow/75099841.cms
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現地FVC 再構築に向けた各州の動向を一覧にまとめると以下の通り（各州）
4. 現地FVC 再構築に向けた動向

該当州 カテゴリ サマリ
1. デリー首都圏

（含デリー連邦
直轄領）

政府の支援策 デリー政府は食料供給を維持すべく必需品販売者・輸送者への電子パスや生活弱者へのヘルプライン・
無料の食事を提供した。中長期では農家・中小事業者向けに農産品マルシェの開設を計画している。

民間企業の事業動向 デリーのスタートアップ企業Agribazaarのオンライン販売プラットフォームには1万2,000戸の農家が参画して
おり、ロックダウン期間中も販売機会を提供した。

第３国(企業)・国際組織の動向 Googleはデリー政府と協力し、ロックダウン期間中に塗炭の苦しみを味わっていた出稼ぎ労働者等の
経済弱者向けに食料・シェルターの位置をGoogle Maps上で情報提供した。

2. ウッタル・
プラデシュ州

政府の支援策 農家生産・収穫の支援措置、換金作物生産の振興、農産品流通の民間への門戸開放等を実施した。
中小零細の食品加工業者の生産性向上に向け財政・技術援助を実施した。

民間企業の事業動向 大手食品・日用品メーカーITCは生活必需品を消費者に届けるべくEコマース分野で企業と提携した。
第３国(企業)・国際組織の動向 国連世界食料計画は州政府と共同で児童の栄養改善プログラム、女性の自助組織支援を実施する。

3. グジャラート州 政府の支援策 パンデミック期間中、州政府は農家の市場販売を容易にするための改革や、外部ショックに脆弱な人々
への食料支援を実施した。

民間企業の事業動向 他州の酪農家が低価格での製品販売を余儀なくされる中、酪農ブランドAmulはパンデミック耐性を持つ
サプライチェーンを保有することを証明した。また、港湾大手Adaniはデジタル化により労働集約的サプライ
チェーンの効率化に乗り出した。

第３国(企業)・国際組織の動向 州の農家に対しより良い価格で、全国大の販売機会をもたらすプラットフォームをAmazon Freshが提供
した。

4. カルナタカ州 政府の支援策 FVCを円滑化にするために相談窓口の設置や、農家への無利子ローン提供した。
農家への無利子ローン提供、消費者向けに郵便局が食品配送する仕組みを構築した。

民間企業の事業動向 食肉EC会社LiciousはCOVID前からレジリエントな体制を構築しており、COVID下において売上拡大に
成功した。

第３国(企業)・国際組織の動向 Bayerは 農業資材の提供や農業生産のアドバイスにより36,000人以上の農家を支援した。
5. テランガナ州 政府の支援策 農家に対して直接販売機会を提供するほか、肥料の安定供給を支援した。

民間企業の事業動向 Innovent Technologiesはオンライン酒宅配の需要増加を見越してオンラインの酒宅配プラットフォームを
開設した。

第３国(企業)・国際組織の動向 Syngenta GroupはCOVID-19に対する農家の不安解消のため、市況の変化、COVIDの影響など農業
関連の情報提供とアドバイスを行うヘルプラインを開設した。

Source: News Reports
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課題と現地FVC 再構築に向けた動向を一覧にまとめると以下の通り
4. 現地FVC 再構築に向けた動向

課題 内容 政府 企業 第3国/
国際機関 対策 団体名

1. 農家の財務
状況悪化

１）農家の資材到着遅れによる
作業遅延・収穫量減少 ✓ ✓

• 農家への資材提供と営農アドバイス
• 収獲機械の移動許可
• アグリウォールーム（戦闘指揮所）設置、グリーンパス発行
• ハリフシーズンの尿素の提供保証

• Bayer Crop Science
• UP州政府
• カルナタカ州政府
• テランガナ州政府

２）農場での人手不足による収穫量減少 ✓ • 天候、害虫、植物の病気に関する遠隔相談 • Syngenta Group

３）農家の市場アクセス悪化による収入減 ✓ ✓ ✓

• 農産物を食品加工会社に直接販売する
オンライン取引プラットフォーム

• Amazon Freshの全国規模サプライチェーンを農家へ提供
• 農産品マルシェ（市場）
• 換金作物の振興、食料供給ヘルプラインの設置
• 競り出品容易化、農産品取引市場設置の規制緩和
• 無利子ローン導入
• 農作物の直接調達

• Agribazaar
• Amazon Fresh & 

グジャラート政府
• デリー政府
• UP州政府
• グジャラート州政府
• カルナタカ州政府
• テランガナ州政府

2. 労働力不足
や移動・営業
制限に起因
する供給遅延
/ 不足

１）移動制限、労働力不足による
オペレーションの遮断・遅延 ✓ ✓

• 港湾サプライチェーンのデジタル化
• 生活必需品・サービス業者へ電子パス発行
• 非組織化食品加工業者の生産力強化

• Adani Ports & SEZ
• デリー政府
• UP州政府

２）保管&運送工程での食品ロス ✓ • 冷蔵倉庫インフラへの投資 • MoFPI & Several State 
Govts

３）販売・流通工程での供給能力低下 ✓ • 郵便配達員によるスパイス・マンゴー配送 • カルナタカ州政府

3. 安心安全の
意識の高まり
に対する
加工・販売・
流通側の
対応

１）消費者側で感染に対する懸念拡大 ✓ • グローバル水準の安全・品質管理を採用 • Licious

２）工場稼働率低下、食品衛生
リスクへの関心の高まり ✓ ✓ • 消毒プロトコル、ソーシャル・ディスタンス・ルールをサプライ

チェーン上に早期に導入 • Amul

３）オンライン化の加速と対応 ✓ • Eコマース分野で企業と提携
• B2Cオンライン販売プラットフォーム提供

• ITC/ZOMATO/
SWIGGY

• Booozie

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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デリー政府は食料供給を維持すべく必需品販売者・輸送者への電子パス発行や生活弱者への
ヘルプライン・無料の食事を提供。中長期では農家・中小事業者向けに農産品マルシェの開設を計画

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.1. デリー首都圏

課題 対象FVC 対象者/団体等 イニシアティブ / 政策 概要
1-3 農業生産

流通
週次開催の農産品
マルシェ（市場）

観光の目玉として週次農産
品マルシェを開発
（提案段階）

デリー政府はデリーにおける観光産業、中小零細企業の販売
促進の起爆剤とすべく農産品マルシェを国際的なレベルに改造する
計画（例：香港、ロンドン）を模索中。小規模農家や中小零細
企業がスパイス、穀物、食用油、食品を販売できるようにする予定。
農家、販売業者の収益機会拡大につながると期待される。

2-1
2-2

FVC全体 ベンダー、雑貨商、
牛乳販売業者

生活必需品・サービス
業者へ電子パス発行

ロックダウン発令後、多くの生活必需品・サービスプロバイダーが
社員に社員証を付与していなかったために移動・輸送に多大な困難
が発生した。これを踏まえ、デリー政府は11の地区執政官オフィス
（District Magistrate’s office）に対し、認証をベースとした電子
パスの発行権限を付与した。これによりロックダウン期間中における
生活必需品の円滑な輸送・供給を担保した。

- 消費 消費者 食料不足ヘルプラインの
設置

ロックダウン期間中、多くの低所得者世帯で貯蓄が枯渇したこと
を受け、デリー政府はNGO・民間企業と提携し、11のヘルプラインを
開設。調理済みの食事を無料で提供することで、ロックダウン期間
中の食料アクセスを担保した。

政府支援 企業 第3国/国際機関

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電子パス発行
https://theprint.in/india/governance/delhi-govt-to-give-e-passes-to-private-employees-in-essential-services-those-stuck-outside/388211/
食料不足ヘルプライン
https://www.financialexpress.com/india-news/delhi-curfew-aap-govt-launches-hunger-helpline-numbers-amid-covid-19-lockdown-check-full-list/1909787/
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デリーのスタートアップ企業Agribazaarのオンライン販売プラットフォームには1万2,000戸の農家が参画。
ロックダウン期間中も販売機会を提供

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.1. デリー首都圏

オンライン農家市場

 ロックダウン初期、政府は農業・食料品関連企業も制限の対象に。
その後ロックダウンの適用対象外となるも、輸送手段が限定的であり
農家は農産物を販売することが困難

 Agribazaarがオンラインプラットフォームを提供。農家が農産物を
物理的に移動させる手間を排除。食品加工企業が農家から農産品
を購入できるオンラインチャネルも提供
 農家側で製品をプラットフォーム上で登録すると、買い手側が発注

が可能になる仕組み
 取引成立後、Agribazaarが農家までピックに向かい、買い手まで

配達
 全国75都市が配送対象

 Agribazaarのプラットフォーム上では農場の衛星画像がアップロード
され地理情報（ジオタグ）がアルゴリズムによって構築される。
買い手は圃場・営農情報を確認可能

Agribazaarによるe-mandi（電子農産品市場の意）

Source: News Reports

課題1-3

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://yourstory.com/2020/04/agritech-startup-fixing-food-supply-chain-coronavirus-lockdown
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ウッタル・プラデシュ州政府はロックダウン期間中に農家生産・収穫を支援する措置を講ずる。
換金作物生産の振興、農産品流通の民間への門戸開放等、中長期視点からの改革も実施中

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.2. ウッタル・プラデシュ州

Source: News Reports

課題 対象FVC 対象者/団体等 イニシアティブ / 政策 概要
1-1 農業資材

農業生産
農家 小麦・他穀物収穫のための

収穫機械をロックダウン
期間中も例外的に許可

• 収穫期に主にパンジャブ州からの収獲機械（コンバイン）を貸借。
ロックダウンにより外部機材の輸送が禁止

• 州政府はパンジャブ州からの収獲機械を雇用を例外的に許可。
許可証を農家に発行

1-3 農業生産 農家 換金作物の振興 • 州の45地区が農業・農民福祉省が推進する「一村一品運動」
（ODOP｜One District, One Product）に選定

• 気候条件、輸出ポテンシャル等を踏まえて振興対象作物を決定。
農家側はインセンティブや営農訓練を受けることが可能
（例｜Hathras地区のAsafoetida-イラン・アフガン・インド・
パキスタンで生産されるセリ科の香辛料）

1-3 農業生産
流通

農家とトレーダー 食料不足ヘルプラインの
設置

• 現状では州政府が管理・運営する市場に農産品取引を限定
• 民間事業者が冷蔵貯蔵庫、倉庫、民間取引市場を設置できる

よう法改正を実施。トレーダーに対し、州内で農家と自由に
農産品を売買できることを可能にするシングルライセンスを発行

2-1 食品加工 非組織化食品加工
業者

非組織化食品加工業者の
生産力強化

• 今後5年間で、中小零細の食品加工業者約38,000の小規模
食品加工業者の生産性を向上させるという目標を設定

• 事業資金を中央政府から60％、州政府から40％調達
• 非組織化食品加工業者へ、財政、技術援助を行うほか、

ビジネス上のサポートを提供

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電子パス発行
https://theprint.in/india/governance/delhi-govt-to-give-e-passes-to-private-employees-in-essential-services-those-stuck-outside/388211/
食料不足ヘルプライン
https://www.financialexpress.com/india-news/delhi-curfew-aap-govt-launches-hunger-helpline-numbers-amid-covid-19-lockdown-check-full-list/1909787/
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デリバリーネットワークを保有する企業と提携

大手食品・日用品メーカーITCは生活必需品を消費者に届けるべくEコマース分野で企業と提携
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.2. ウッタル・プラデシュ州

Eコマースを通じたITC社製品の販売

 ITCの食品部門（ITC Foods）がドミノピザと提携
 消費者の自宅までの宅配ネットワークを保有するドミノピザと、

食品・日用品雑貨メーカーであるITCの組合せにより、ロックダウン下での必需品の
安定供給に貢献

 Noidaの他、Bengaluru、Hyderabad、Mumbai、Kolkata、Chennaiなどの都市で
同サービスを展開

 ITCがフードデリバリーサービス企業と提携
 ZomatoやSwingyといったデリバリーサービス企業と提携し、

コンタクトレスデリバリーを消費者に提供

 ITCのホテル部門による医師・出稼ぎ労働者への支援
 17の州において医師等の医療従事者、出稼ぎ労働者への食料配給に

自社のホテル網を活用

リリリリリリリリリ ID rId11 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

Source: News Reports

課題3-3

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.swiftvee.com/company
https://www.richmondeveningnews.com/news/dominos-pizza-itc-foods-partner-to-deliver-essential-items-as-indians-stay-home20200402125603/
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UN世界食料計画による栄養失調児童と2万人に及ぶ
女性への金銭的支援

国連世界食料計画は州政府と共同で児童の栄養改善プログラム、女性の自助組織支援を実施
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.2. ウッタル・プラデシュ州

国連世界食料計画（WFP）による活動

 6歳未満の児童の栄養失調防止に向け、ウッタル・プラデシュ州
農村部の児童ケアセンター42,000か所にレーションを配給

 レーション配給事業を女性自助組織が担うべく、
州農村部生計ミッション（SRLM）がWFPとMoUを締結
 約200の女性自助組織が運営する企業に対し、

年1億6,000ドル程度の事業機会を創出
 WFPは女性自助組織に対して技術ノウハウを提供。Unnao

地区とFatehpur地区に栄養食品の工場を設立

 WFPは州政府内に食品技術士（Food Technologist）を指名
（食品栄養摂取の改善に取り組み）

 フェア・プライス・ショップのデジタル化、”One Nation, One Ration 
Card”事業推進に向けた州政府への技術支援を延長

政府支援 企業 第3国/国際機関

Source: News Reports

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

課題3-3

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.businessinsider.in/policy/economy/news/up-government-signs-pact-with-un-for-take-home-ration-scheme-move-to-benefit-nearly-200-women-self-help-groups/articleshow/78009740.cms
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パンデミック期間中、グジャラート州政府は農家の市場販売を容易にするための改革や、
外部ショックに脆弱な人々への食料支援を実施

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.3. グジャラート州

Source: News Reports

課題 対象FVC 対象者/団体等 イニシアティブ / 政策 概要
1-3 農業生産 農家 農業生産市場委員会の

競りにおける出品手段の
容易化

• ロックダウン期間中、農産品の輸送が極めて困難に
• 農業生産市場委員会（APMC*）の取引市場で販売する場合、

販売農産物のサンプルのみで競りに出品できるように変更
• 競りの後、農家と買い手の間で農産品の輸送に関して相互で

取り決め

1-3 農業生産
流通

農家
トレーダー

農産品取引市場の設置に
関する規制緩和

• グジャラート農業生産市場規則2020（Gujarat Agricultural 
Produce Markets Ordinance 2020）を改正。サイロや冷蔵貯
蔵庫等において、農家または民間事業者が民間農産品取引所
を開設可能に

• 民間事業者（買い手）は農家に対して競争的な価格を提示
可能に。農家側も地区外に自分の農産品を販売可能に

- 消費 消費者 少数部族住民への金銭
支援、高齢者向け無料
食料配給

• 州政府が州内6つの少数部族地区の国家食料安保法カード
（National Food Security Act Card）保有者各人の口座に
1,000ルピー（約13ドル）ずつ支給

• 単身高齢者世帯に対するTiffinサービス（Tiffinは昼食の意）が
ロックダウン期間中遮断。州政府がボランティア組織と提携し、
緊急時ヘルプライン回線の設置、食料の戸別配送を実施

Note*: APMC（農業生産市場委員会）農産品・畜産品を規制する州政府傘下の組織

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電子パス発行
https://theprint.in/india/governance/delhi-govt-to-give-e-passes-to-private-employees-in-essential-services-those-stuck-outside/388211/
食料不足ヘルプライン
https://www.financialexpress.com/india-news/delhi-curfew-aap-govt-launches-hunger-helpline-numbers-amid-covid-19-lockdown-check-full-list/1909787/
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他州の酪農家が低価格での製品販売を余儀なくされる中、グジャラート州の代表的酪農
ブランドAmulはパンデミックにも耐性を持つ強固なサプライチェーンを保有することを証明

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.3. グジャラート州

Source: News Reports

Amul / グジャラートミルクマーケティング協同組合連合（GCMMF）のパンデミックへの対応策

 Amulはロックダウン発令1週間前から消毒プロトコル、村落内におけるソーシャル・ディス
タンス・ルールを独自に導入

 従業員に対してオペレーション面、福利厚生面での手厚い支援を実施
 酪農製品工場ワーカー、ドライバー、販売員、ディストリビューター、小売業者に対して

現金支給を発表
 工場労働者（ワーカー）に対しては食料と住居を手配し、帰郷による労働力不足

を回避
 ドライバーに対しては専用パスを発行し、ミルク配達後荷台が空になったトラックが

検問を容易に通過できるよう配慮
 地区長官（District Collector）と連携し、包装資材の供給を担保。組合員

農家に対して乳牛飼料がパンジャブ州、ハリヤナ州から安定供給されるように手配
 従業員に対するアーユルヴェーダ医薬品も支給

 グジャラート州のAmulは加盟酪農家へのフェア・プライスを提供するだけでなく、
収入面でも+15%増を実現

 ウッタル・プラデシュ州やマハラシュトラ州では農業組合の
ネットワークが弱く、低価格での販売を余儀なくされたのとは対照的 Amul / GCMMFはサプライチェーンの寸断なくオペレーションを継続

課題3-2

※GCMMFはAmulブランドで乳製品を販売（360万戸の農家が加盟） 農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.swiftvee.com/company
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港湾大手Adaniは、人流遮断による港湾オペ混乱を機に、
属人的・労働集約的なサプライチェーンのデジタル化へ舵を切る

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.3. グジャラート州

Adani Ports & SEZの取組

 ロックダウンによる政府の営業縮小要請、感染を忌避した労働者の
帰郷により港湾労働力とトラック運転手が不足

 港湾オペレーションの遅れが発生し、滞留する貨物量が増加

 2020年5月、ブロックチェーンを利用したデジタル・コンテナ・ロジスティクス
プラットフォームTradeLensの利用を決定。

 IBMと海運大手のMaerskとが共同開発したプラットフォーム
 Mundra、Hazira、Dahej、Tuna、Dhamra、Ennore、

Kattupalli、Mormugao、Vizagの荷役施設とVizhinjamの
建設中の港湾に接続予定

Adani社の拠点所在地と貨物許容量

課題2-1

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関

Source: News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://yourstory.com/2020/04/agritech-startup-fixing-food-supply-chain-coronavirus-lockdown

- Adani Ports join TradeLens platform of Maersk-IBM in a big push to digitising supply chain
https://www.thehindubusinessline.com/economy/logistics/adani-ports-join-tradelens-platform-of-maersk-ibm-in-a-big-push-to-digitising-supply-chain/article31684409.ece
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グジャラート州の農家に対しより良い価格で、全国大の販売機会をもたらすプラットフォームを
Amazon Freshが提供

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.3. グジャラート州

グジャラート州政府とAmazonによる農家のエンパワーメント活動

 農家が野菜と果実をオンラインで販売できるようにするべく州政府は
Amazon Freshとの戦略的提携を検討中。Amazon社の配送網と
Appインターフェースの活用が主目的

 農家～農産品取引市場までの輸送コストは農家負担。都市部では
より高い販売価格が期待できるものの、輸送コストがネックになり
アクセス不可

 Amazon Freshとの提携によりグジャラート州の青果品農家は
全国規模のサプライチェーンの利用が可能に。
デリー、Mumbai、Pune等の大都市への販売も可能に。
更にAmazon社の効率的物流網の利用を通じて
物流コストの削減も可能

 州政府は品質の高い野菜・果物を生産する地区における農家の組織
化（農業生産者組織｜FPO）に注力。品質の高い園芸作物の
ロット生産を可能にし、Amazon Freshの様な大規模企業と取引を
活性化させるのが目的 Amazon Freshとグジャラート州政府の戦略的提携

Source: News Reports

課題1-3

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.financialexpress.com/industry/gujarat-government-plans-to-tie-up-with-amazon-fresh-for-horticulture-produce/2074361/
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カルナタカ州政府は、FVCを円滑化にするために相談窓口の設置。
農家への無利子ローン提供、消費者向けに郵便局が食品配送する仕組みを構築

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.4. カルナタカ州

Source: News Reports

課題 対象FVC 対象者/団体等 イニシアティブ / 政策 概要
1-1 農業資材

農業生産
資材供給業者
農家

アグリウォールーム
（戦闘指揮所）設置、
グリーンパス発行

• バンガロール（Bangalore）で「アグリウォールーム（戦闘指揮
所）」を設置。農家の相談窓口を設置し、農業資材入手や
近隣市場での農作物販売の支援、冷蔵設備の提供などを実施

• 肥料の供給事業者などがロックダウン中も営業を継続できるよう、
関係者に対して“グリーンパス”を発行

• ロックダウン中において、農業資材供給から農作物販売までの
サプライチェーンを円滑化に貢献

1-3 農業生産 農家 無利子ローン導入 • 農家が農作物向けローンとしてカルナタカ州の協同組合銀行から
30万ルピーまで無利子で借りることが可能となる制度を導入

• 銀行には、ローンを全く借りていない農家の少なくとも25％に
無利子融資を行うよう要請

2-3 消費 消費者 郵便配達員による
スパイス・マンゴー配送

• カルナタカ州マンゴー開発およびマーケティング株式会社
（KSMDMC）は、インド郵便局と連携し、KSMDMCの公式
ウェブサイト上でオーダーを受けたスパイスを郵便局が消費者に
提供できる仕組みを構築

• ロックダウン中の食品購入に貢献

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電子パス発行
https://theprint.in/india/governance/delhi-govt-to-give-e-passes-to-private-employees-in-essential-services-those-stuck-outside/388211/
食料不足ヘルプライン
https://www.financialexpress.com/india-news/delhi-curfew-aap-govt-launches-hunger-helpline-numbers-amid-covid-19-lockdown-check-full-list/1909787/
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COVID前からグローバル水準の安全・品質基準を構築していたLiciousはCOVID下に売上を拡大
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.4. カルナタカ州

Source: News Reports

Liciousによるイニシアティブ

 Liciousは、食肉のオンライン流通事業者
 COVIDによる打撃と回復

 COVIDにより出稼ぎ労働者が地元に帰ってしまったことなどが理由で
約半分の従業員を喪失。また肉産業がCOVIDの感染を広めたという
噂による打撃に直面

 しかし、社員の口コミ評判を基に求職者を集めることに成功し、
新たに300人を雇用。現在はCOVID前と比べ1.5倍の規模に回復

 感染対策
 配送員やパートナー農家などに対して健康保険を提供
 すべての従業員に対して、衛生管理の講習を実施

 新たな配送システムの設計
 配送を円滑化するため、他のオンライン配送事業者と連携

 グローバル水準の安全・品質管理基準
 COVID前からグローバル水準の安全・品質管理を採用していたため、

COVID下においても安心・安全な食品の配送を実現
 高い安全・品質管理が評価され、顧客満足度はCOVID前と比べ1.3倍、

配送量は2倍、オーダー単価は1.3倍に増加

Liciousの肉製品需要はCOVID下において増加

課題3-1

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関
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Bayerはパンデミック期間に農家を支援すると発表

Bayerは農業資材の提供や農業生産のアドバイスにより36,000人以上の農家を支援
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.4. カルナタカ州

Source: News Reports

農家への資材提供およびアドバイス | 独Bayer

 Bayerは400万人のインド人農家支援を目的とした‘Better Farms, Better 
Lives’イニシアティブを導入

 ハイブリッド種子と作物保護のための資材を提供
 作物の健康管理（病気・害虫など）の助言
 市場アクセスの改善に関する助言
 農業技術の使用方法に関するトレーニング

 農家にアクセスするためのチャネルとして、FPO（Farmer Producer 
Organizations）、Farmer Producer Companies (FPCs)、Self-Help 
Groups (SHGs)等）のネットワークを活用

課題1-1

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関
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農家に対して直接販売機会を提供するほか、肥料の安定供給を支援
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.5. テランガナ州

Source: News Reports

課題 対象FVC 対象者/団体等 イニシアティブ / 政策 概要
1-1 農業生産 農家 ハリフシーズンの

尿素の提供保証
• ハリフシーズン（5月、6月、7月に播種、10月、11月に収穫）の

期間中、同州の農業資材会社と農家へ良質の尿素を適時
供給することを保証

• 105万トンの尿素をタイムリーに供給
• 農家への農業資材の安定供給に貢献

1-3 農業生産
流通

農家 農作物の直接調達 • 農家より政府指定価格（MSP）にて直接農産物を調達
• 農村部の農家が農産物を持って町へ販売しに行くリスクを低減
• 農家への直接販売機会の提供に貢献

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
電子パス発行
https://theprint.in/india/governance/delhi-govt-to-give-e-passes-to-private-employees-in-essential-services-those-stuck-outside/388211/
食料不足ヘルプライン
https://www.financialexpress.com/india-news/delhi-curfew-aap-govt-launches-hunger-helpline-numbers-amid-covid-19-lockdown-check-full-list/1909787/
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Innovent TechnologiesはポストCOVID-19でオンライン酒宅配の需要増加すると見越して
オンラインの酒宅配プラットフォーム「Booozie」を開設

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.5. テランガナ州

酒の需要に応える宅配プラットフォームの提供

 提供サービス
 酒販店｜最寄りの店舗から酒を受け取り、宅配するモデル
 バー/クラブ（営業制限解除後）｜イベントやクーポンの配信による販促支援

 HyperVergeTechnologiesと協力して、年齢制限、ID検証、ユーザーの顔認識機能を
実装し、未成年のユーザーがアプリでコンテンツを表示したり注文したりすることを制限

 「Booozie」はハイデラバード（Hyderabad）にてサービス開始許可を取得。西ベンガル州、
ジャールカンド州、オリッサ州をはじめ、9月以降の10か月で10州、1年で20州にサービスを拡
大する予定

ソーシャル飲酒プラットフォームBooozieは、ポストCOVID-19での
オンライン酒宅配の需要増加を見越してサービスを開始

Source: News Reports

課題3-1

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://www.indiatvnews.com/business/news-hyderabad-social-drinking-platform-booozie-responsible-drinking-liquor-home-delivery-652295
https://www.newindianexpress.com/cities/hyderabad/2020/sep/23/worlds-first-social-drinking-platform-booozie-from-hyderabad-2200558.html
https://medium.com/@Booozie/booozie-worlds-first-social-drinking-platform-vision-statement-1ed80f2aed04
https://booozie.com/#
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Syngenta GroupはCOVID-19に対する農家の不安解消のため、
市況の変化、COVIDの影響など農業関連の情報提供とアドバイスを行うヘルプラインを開設

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.5. テランガナ州

COVID-19の不安解消に貢献する農業ヘルプライン提供｜Syngenta

 Syngenta Kisanヘルプラインと呼ばれる遠隔相談サービスを開始
（フリーダイヤル、地域言語で利用可能）

 農作物に関する助言
 その他農業に関わる問題（天候、害虫の蔓延、植物の病気、

市況の変化、COVID-19の影響など）に関する情報提供

 コールセンターから農家に連絡を取り、社会的距離の維持、防護具の
使用、COVID-19に関連するその他の予防措置を通知

Syngenta Groupは農家向けに無料で農業に関するアドバイスを行う
ヘルプラインを開設

Source: News Reports

課題1-2

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

政府支援 企業 第3国/国際機関

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://timesofindia.indiatimes.com/business/india-business/covid-19-syngenta-launches-farmer-helpline/articleshow/75321836.cms
https://timesofindia.indiatimes.com/blogs/fresh-reflections/giving-support-to-farmers-during-covid-pandemic/
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政府は、3月発表の経済刺激策において、農家への直接資金提供・農作物保険料の緩和・農業ローン
の条件緩和などの支援策を実施

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.6. [補足] インド全国

Source: FICCI, News Reports

ロックダウン前の経済刺激策
対象 施策 概要 インパクト

農家 農家向け資金援助
• 農家の銀行口座に2,000ルピーを送金するスキーム
• 2020年3月~6月の間に合計1,800億ルピー(*)の送金実施

農家の運転資金増加

農家 農作物保険
• 農家の要求に応じて実施されたスキーム
• 東北州の農家に対する保険料補助金の政府負担率を50%から90%に引き上げ

農業活動促進

農家 農家のローン条件緩和
• RBI(インド準備銀行）は農業用タームローン・農作物ローンに3か月間の

モラトリアムを付与(2020年5月31日まで）
• 支払実績のある借り手には、30万ルピーまでの農作物ローンの金利を 3%優遇

農家の運転資金増加

農業生産

農業生産

農業生産

政府支援 企業 第3国/国際機関

課題1

課題1

課題1
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COVIDの危機に対処するため、インド政府は農業セクターに対して広範な経済刺激策を発表
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.6. [補足] インド全国

対象 施策 概要 インパクト

農家

畜産

• 2020年5月から6月にかけて、小規模・零細農家の収穫後の季節要の緊急運転資金
として3,000億ルピー(*)を提供

• 2,500万人の農家に対して、優遇金利で利用可能なクレジットカードを提供
農家の運転資金増加

農家

農家

農家

農家

FVC全体 規制変更

小規模・零細農家向け融資枠

インフラ開発

フルーツ・野菜

漁業

• 2020-21 年度に、日用品協同組合に対して年率 2%の利息減免を提供する新しい
スキームを導入。2,000 万人の酪農家に 500 億ルピーの流動性支援を提供

• 乳製品加工、付加価値向上、牛の飼料インフラへの投資を目的に、1,500億ルピーの
畜産インフラ開発基金設立

• 海洋、内陸漁業、水産養殖の活動のため1,100億ルピー、漁港やコールドチェーンなどの
インフラを構築するため900億ルピーを配分

• エビの稚魚の輸入について、衛生輸入許可証（SIP）の有効期間を3ヶ月延長

• 2018-19年度に発令した支援策“Operation Green”の対象をトマト・じゃがいも・
玉ねぎからすべてのフルーツ・野菜に拡大。ロックダウンによるサプライチェーンの混乱
対策として50億ルピー、生産地から消費地への輸送に対して50%の補助金を提供

• 今後2年で100万ヘクタールのハーブ栽培を対象に400億ルピーを提供

• 農業組合、農作物生産組織、アグリスタートアップへの資金提供を目的として、1兆
ルピー規模の農業インフラ開発基金を設立

• FSSAI* 食品基準要件の取得、ブランド構築、製品販売のための技術向上を目的
として20万の零細食品企業に対して1,000億ルピーを提供

*Note: FSSAI（Food Safety and Standards Authority of India）

• 投資誘致・農業部門の競争力を高め農産物価格を改善するため重要物資法
（1955年）を改正

• 農産物を適正価格で販売するため、農業マーケティングに関する法律を改正
• 農家が農業SC関係者とフェアに取引できるような法的枠組みを整備する計画

企業のFVC参入機会の
増加

スタートアップの活動
機会の増加

農家、運送業者の運転
資金増加

エビ養殖拡大機会の
増加

農家の運転資金増加

農業生産

農業生産

農業生産

生産、運送

農業生産

全体

政府支援 企業 第3国/国際機関

課題1

課題1-1

課題1-1

課題1-3

課題1-3

課題1

Atmanirbhar Bharat Abhiyan (自立するインド) における経済刺激

Source: FICCI, PIB, News Reports
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インド政府は経済刺激政策における予算のうち約50%を農家向け融資枠増額に割り当て
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.6. [補足] インド全国
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単位：10億ルピー

政府支援 企業 第3国/国際機関

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

課題1Atmanirbhar Bharat Abhiyan (自立するインド) における予算合計金額

Source: FICCI, PIB, News Reports
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ロックダウン中の倉庫（冷蔵含む）の利用増加や運送のコスト増に対し
民間との連携促進策やコスト低減策を打ち出す

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.6. [補足] インド全国

倉庫保管および冷蔵 マンディ（市場）と政府の分担運送

COVID-19
による影響

政府の対応

• With disruption in retail & supply 
chain caused due to the lockdown, 
producers and aggregators are storing 
produce at warehouses, which are 
running at high capacity utllization

• Increased demand for cold storage 
from producers of perishable fruits & 
vegetables and processed foods

• Lack of automation & technology 
impacted their operations during 
lockdown

• Punjab and Haryana contribute 
around 15% to India’s entire rice 
production

• Punjab and Haryana contribute 
around 15% to India’s entire rice 
production

• Punjab and Haryana contribute 
around 15% to India’s entire rice 
production

• Punjab and Haryana contribute 
around 15% to India’s entire rice 
production

• Punjab and Haryana contribute 
around 15% to India’s entire rice 
production

• 倉庫の需要は急速に高まり、キャリーオー
バー在庫とロックダウン中の小売や輸出など
サプライチェーンの混乱により、多くの倉庫が
フル稼働状態に

• 腐りやすい果物や野菜を取り扱う業者、
加工食品業者からの冷蔵需要の増加

• 自動化やテクノロジー利用がされておらず、
労働力不足によりロックダウン中の
オペレーションに打撃

• 専門家によると、 ロックダウン中のトラック
運転手の不足により、全セクターの
物流コストが20〜40％増加

• これにより、サプライチェーンの仲介者と
トレーダーが負担するコストが増加したため、
一部の食品の小売価格と
卸売価格が上昇

• ロックダウン中、多くのマンディ（農産物
市場）が活動を停止したため、農家からの
調達が停止され、農産物ロス、
農家収入減が発生

• 政府による公共配給システムの利用率は、
ロックダウン中に農村部で約65％増加

• 農村地域で、特に出稼ぎ労働者の失業数
が増加するにつれて、公共流通システムへの
依存は今後数か月で増加する可能性

• 政府は州間および州内の物品と
人の移動をなくすよう州に指示

• インド商工会議所は、特に冷蔵施設が
利用できない農村部や半都市部で、
冷凍トラックの容量を拡大するよう民間の
運送会社にインセンティブを与えるべきだと
主張

• 政府は倉庫に合法的な販売ステータスを
付与することで倉庫での売買を可能にし、
伝統的なマンディ（農産物市場）を
使用する際に発生する輸送コストを削減

• インド商工会議所（FICCI : Federation of 
Indian Chambers of Commerce & 
Industry）は、全国の小規模な冷蔵倉庫
のネットワークを構築するため、民間企業を
巻き込むべきだと主張

政府支援 企業 第3国/国際機関

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

課題2保管と運送への施策

Source: FICCI, News Reports
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食品加工省はCOVID前から農産品ロスに向けたインフラ整備に注力開始。
パンデミックによる物流遮断は冷蔵インフラの必要性を益々切実なものにしている

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.6. [補足] インド全国

課題2-2

食品加工省が推進する冷蔵倉庫施設

 食品加工省は農産品の収穫後ロス削減に向けコールドチェーンと
加工設備の統合インフラを整備（PMKSY計画の一環）

 中央政府によるプロジェクト額の助成率（最大1億ルピー）
（統合インフラのみが助成対象）

貯蔵・輸送
インフラ

加工
インフラ

通常エリア 35% 50%

東北州、ヒマラヤ州、
ITDP地域、島嶼部 50% 75%

政府支援 企業 第3国/国際機関

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

食品加工省による冷蔵倉庫&加工施設の統合インフラ整備計画｜PMSKY

Source: Govt Announcement, News Reports

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://pib.gov.in/PressReleaseIframePage.aspx?PRID=1658114
https://www.foodnavigator-asia.com/Article/2020/11/09/Play-it-cool-Indian-industry-lauds-new-cold-chain-projects-to-reduce-food-waste-and-boost-exports
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工場の機械化・自動化の必要性を説く声がかつてなく高まってきている
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.6. [補足] インド全国

Source: News Reports

課題3-2

• Covid-19前には食品産業にオートメーションへの必要性が今ほど取りざたされていなかった。
オートメーションには初期投資が必要だが、長期的なベネフィットがある。中小企業も例外
ではない。食品製造過程における人の介在を最小限にするべく、各社の力量に応じて完全
または準オートメーションを志向すべき。

Dr. Ashok Tyagi
Executive Director

• Covid-19後の世界では、食品メーカーは（工場内での）ソーシャル・ディスタンスと衛生ルール
が担保されたオペーレーションを実現すべくオートメーション技術を採用していくだろう

Barun Banerjee
Head of packaging

• 感染拡大により、人々の衛生観念は高まった。Covid-19により、食品安全は更に重視される
ことになった。・・・（中略）・・・最近では“タッチレス包装”というような潮流もある

Ramesh Ramachadran
Associate director

Food packaging sustainability

政府支援 企業 第3国/国際機関

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

食品メーカーによるコメント

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://indifoodbev.com/design-marketing/new-normal-brings-opportunities-for-packaging-innovations/
https://ruralmarketing.in/stories/india-invites-italian-companies-to-invest-in-food-parks/
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日用品製造・販売を行うDabur、ハイパーマーケットチェーンのD-martは
オンラインを使用した宅配サービスを開始

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.6. [補足] インド全国

Source: News Reports

Direct-to-home
社会的距離と行列の回避の意識の高まりが、宅配やデジタルショッピングの推進へつながる

Key Imperatives

ハイパーローカル
デリバリー

• Ninjacart、 Dmart、地元の零細小売店「キラナショップ」らが宅配
を開始

• Instacart、Walmart Groceryの1日のダウンロード数は、3月に
218％と米国の2月と比較して160％増加

• 3月の“grocery delivery near me”の検索は550％増加

Locate & buy

小売業者/ E-Tailer業者の商品の
入手可否を取得したり、利用可能な
プラットフォームにユーザーをナビゲート

Direct 2 
customer

サプライチェーンの格差を埋めるべく、
ラストマイル配送を行う新興企業との
提携を実施

オムニチャネル

• Big Basket, Grofers - ロックダウン2.0の3週間で需要が3倍に増加
• Travel start-ups – Uber、Rapido がラストマイル配送で活躍
• カーブサイドデリバリーや非接触型配送、オンラインで購入して店舗で

受け取る（BOPIS）オプションの登場

Market 
Moves

Daburは、住宅福祉協会との協力のもと、注文を処理し顧客に直接配送する取り組みを実施

Virtual Shelf 
space

物理的な棚スペースと仮想的な
棚スペースの両方に着目。 店内の
広告をオンラインストアでの商品の
リスティングでも模倣

D-martは、顧客がトラックの中から購入したり、宅配用にオンラインで注文したりできる store-on-wheels の取り組みを実施

リリリリリリリリリ ID rId14 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId16 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

リリリリリリリリリ ID rId19 リリリリリ リリリリリリリリリリリリリリリリリリ

Industry Movements

政府支援 企業 第3国/国際機関

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

課題3-3チェネル拡大への対応

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・BRIDGE
https://thebridge.jp/2020/08/tradedepot-adds-10-million-to-add-financial-services-to-its-supply-chain-services-for-african-smbs-pickupnews
・techpoint.Africa
https://techpoint.africa/2020/07/15/waey-hailing-delivery-startup/
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ウォルマート財団は農家の生活向上のため、NGOを通じて総額450万ドルを寄付。
市場アクセス改善や女性農家の収益性強化に貢献

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.6. [補足] インド全国

 ウォルマート財団はパンデミックからの農家の生活向上のため
総額450万ドルを寄付

 寄付金は2つのNGO団体、TanagerとPRADAN向けに提供。
NGOは農民生産者組織（FPO）を通じて農家へ寄付金や
寄付金を使用した支援を提供

 Tanagerは寄付金の260万ドルを使用し、アンドラプラデシュ州の
農家を支援。
COVID-19期間中の農家の市場へのアクセスや作物/収入の流れを
改善する試みの他、農家の知識・リソース増強へ投資

 PRADANは寄付金の190万ドルを使用し、西ベンガル州、オリッサ州
などで市場アクセス改善と女性のエンパワーメントを通した
生計向上プログラムを開始。
農家の女性が収益性の高い農業関連事業に携わるよう支援

政府支援 企業 第3国/国際機関

ウォルマート財団は、FPOを通じて農家を支援

Source: News Reports

課題1-3

農業資材 農業生産 保管＆運送 加工 販売・流通 消費

農家支援



147Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

最終報告書
インド

1. はじめに

2. COVID-19 による食市場・物流への影響と今後の見通し

3. COVID-19 により顕在化したFVC の課題

4. 現地FVC 再構築に向けた動向

1. デリー首都圏

2. ウッタル・プラデシュ州

3. グジャラート州

4. カルナタカ州

5. テランガナ州

6. [補足] インド全国

7. 課題と対応策・ソリューション領域の整理

5. 日本が貢献できる領域仮説

6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告

7. 事業構想案



148Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

解決期間（X軸）と問題の種類（Y軸）に基づき
課題に対する対応策・ソリューション領域を4つのパターンに分類

4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.7. 課題と対応策・ソリューション領域の整理

 パターン1：応急処置
経済不況の影響で一時的に発生する課題で、短期的かつ対処療法的な解決策が模索される領域。ソリューションの例は金融支援、工場操業停止

などが該当する。
 パターン2：新薬開発

パニック購買・感染者の濃厚接触者の把握など、従来は想定されていなかったCOVID特有の課題で、特定商品の在庫状況を可視化するなど、事態を
鎮静化するための解決策が導入される領域。ソリューションの例は接触トレーシングアプリ、食料品在庫トラッカーなどが該当する。

 パターン3：体質改善
対策を怠った場合、次の経済不況や外的ショックでも打撃を受けることが想定される課題で、次の外的ショックに備えるためレジリエンスを追求する取組

が求められる領域。ソリューションの例は備蓄倉庫の整備、加工工程の機械化などが該当する。
 パターン4：肉体改造

COVIDによる生活様式・価値観の不可逆的変化により、対応しなければ淘汰される課題で、デジタル、衛生観念の高まり等のトレンドに即した商品・
ビジネス開発が求められる領域。ソリューションの例は営業制限を受けたリアル店舗のEC化、衛生担保のためのトレーサビリティ強化などが該当する。

Source: NRI

X軸

Y軸

左側象限が短期的な対処が求められる課題/変化を、右側象限が長期的な取組が求められる課題/変化を表している。

上側象限がCOVID-19により新しく発生した課題/変化を、下側象限が経済不況/外的ショック時に発生する課題/変化を
表している。

対応策・ソリューションの分類
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前頁を図示すると以下の通り
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.7. 課題と対応策・ソリューション領域の整理

Source: NRI

長期的な取組が
求められる課題/変化

短期的な対処が
求められる課題/変化

経済不況/外的ショック時に
発生する課題/変化

COVID-19により新しく
発生した課題/変化

特定商品の在庫状況を可視化するなど、
事態を鎮静化するための解決策が導入される

次に備えるためレジリエンスを追求する
取組が求められる

デジタル、衛生観念の高まり等のトレンドに
即した商品・ビジネス開発が求められる

短期的かつ対処療法的な
解決策が模索される

Pattern 2 新薬開発

Pattern 1 応急処置 Pattern 3 体質改善

Pattern 4 肉体改造
パニック購買・感染者の濃厚接触者の把握など、
従来は想定されていなかったCOVID特有の課題

対策を怠った場合、次の経済不況や外的
ショックでも打撃を受けることが想定される課題

COVIDによる生活様式・価値観の不可逆的
変化により、対応しなければ淘汰される課題

経済不況の影響で
一時的に発生する課題

e.g. 金融支援、工場操業停止

e.g. 接触トレーシングアプリ、
食料品在庫トラッカー

e.g. 備蓄倉庫の整備、通関業務電子化

e.g.営業制限を受けたリアル店舗のEC化、
衛生担保のためのトレーサビリティ強化
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デリー首都圏で実施された対応策を当てはめると以下の通り
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.7. 課題と対応策・ソリューション領域の整理 | デリー首都圏

Source: NRI

長期的な取組が
求められる課題/変化

短期的な対処が
求められる課題/変化

経済不況/外的ショック時に
発生する課題/変化

COVID-19により新しく
発生した課題/変化Pattern 2 新薬開発

Pattern 1 応急処置 Pattern 3 体質改善

Pattern 4 肉体改造

【政府】
• 食料ヘルプラインの設置

【政府】
• 生活必需品・サービス業者

への電子パスの発行

【政府】
• 中小零細企業の販売促進のため

農産品マルシェの開発

【現地企業】
• アグリスタートアップのagribazaar社が

オンライン販売プラットフォームを提供
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ウッタル・プラデシュ州で実施された対応策を当てはめると以下の通り
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.7. 課題と対応策・ソリューション領域の整理 | ウッタル・プラデシュ州

Source: NRI

長期的な取組が
求められる課題/変化

短期的な対処が
求められる課題/変化

経済不況/外的ショック時に
発生する課題/変化

COVID-19により新しく
発生した課題/変化Pattern 2 新薬開発

Pattern 1 応急処置 Pattern 3 体質改善

Pattern 4 肉体改造

【現地企業】
• 日用品メーカーITCが医療従事者、

出稼ぎ労働者への食料配給
【国際機関】
• 国連世界食料計画が児童向けに

レーション提供

【政府】
• ロックダウン期間中の収獲機械転送

許可証発行

【政府】
• 一村一品運動でのインセンティブや

営農訓練提供
• トレーダーに対して民間取引を可能に

するシングルライセンスの発行
• 非組織化食品加工業者の生産力

強化に向けた投資
【国際機関】
• 国連世界食料計画が食品工場設立

【現地企業】
• 日用品メーカーITCがEコマース分野で

デリバリー業者と提携
【国際機関】
• フェア・プライス・ショップのデジタル化に

向けた州政府への技術支援
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グジャラート州で実施された対応策を当てはめると以下の通り
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.7. 課題と対応策・ソリューション領域の整理 | グジャラート州

Source: NRI

長期的な取組が
求められる課題/変化

短期的な対処が
求められる課題/変化

経済不況/外的ショック時に
発生する課題/変化

COVID-19により新しく
発生した課題/変化Pattern 2 新薬開発

Pattern 1 応急処置 Pattern 3 体質改善

Pattern 4 肉体改造

【政府】
• 少数部族住民への金銭支援、

高齢者向け無料食料配給
【現地企業】
• 酪農ブランドAmulが工場ワーカー、

ドライバー、販売員、ディストリビューター、
小売業者へ現金/食料/住居支給

【政府】
• 農業生産市場委員会の競りにおける

出品手段の容易化

【政府】
• 農産品取引市場の設置に関する

規制緩和

【現地企業】
• 港湾大手adaniが港湾オペレーションを

中心としたサプライチェーンデジタル化を
開始

• amazon freshがグジャラート州政府と
協力して農産物のオンライン販売
プラットフォーム開始
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カルナタカ州で実施された対応策を当てはめると以下の通り
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.7. 課題と対応策・ソリューション領域の整理 | カルナタカ州

Source: NRI

長期的な取組が
求められる課題/変化

短期的な対処が
求められる課題/変化

経済不況/外的ショック時に
発生する課題/変化

COVID-19により新しく
発生した課題/変化Pattern 2 新薬開発

Pattern 1 応急処置 Pattern 3 体質改善

Pattern 4 肉体改造

【政府】
• 農家向け無利子ローン導入
【第3国】
• ドイツの化学メーカBayerが農家へハイ

ブリッド種子、作物保護材を提供

【政府】
• ロックダウン中肥料供給事業者へ

“グリーンパス”を発行、農家向けアグリ
ウォールームを設置

• ロックダウン中郵便配達員による
スパイス・マンゴー配送を実施

【現地企業】
• 食肉オンライン流通事業者のLiciousが

従業員向けに衛生管理の講習を実施

【第3国】
• ドイツの化学メーカBayerが農家へ作物

健康管理や市場アクセス改善に関する
アドバイス、農業技術トレーニング実施

【現地企業】
• 食肉オンライン流通事業者のLiciousが

オンライン配送業者と連携開始
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テランガナ州で実施された対応策を当てはめると以下の通り
4. 現地FVC 再構築に向けた動向 4.7. 課題と対応策・ソリューション領域の整理 | テランガナ州

Source: NRI

長期的な取組が
求められる課題/変化

短期的な対処が
求められる課題/変化

経済不況/外的ショック時に
発生する課題/変化

COVID-19により新しく
発生した課題/変化Pattern 2 新薬開発

Pattern 1 応急処置 Pattern 3 体質改善

Pattern 4 肉体改造

【政府】
• 農作物の直接調達
• 尿素提供

【現地企業】
• スイスの農薬・種子メーカーSyngenta 

GroupがCOVID-19に対する農家の
不安解消のため遠隔相談サービス開始

【現地企業】
• 機械加工のInnovent Technologies

がオンライン酒宅配プラットフォーム
「Booozie」を開設
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COVIDの影響による世界の動きとCOVIDの影響に関わらず新興国で対処が必要な領域
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.1. グローバルトレンドから見た今後の投資領域

 世界的な動き
COVID-19の拡大をきっかけにFVCを取り巻くマクロ環境や、消費及び競争環境の変化が一部で加速している。
例えば、社会面では衛生状態の更なる改善が求められるようになったことや労働形態の多様化が進展したこと、技術革新面では自動化技術の進化や

バーチャルとリアルの融合の動きが挙げられる。
また、消費及び競争環境においては、消費者の中でのヘルシー志向の広がり、巣ごもりによる冷食・保存食需要の増加、ビュッフェ形式での手袋使用

など新たな喫食シーンの登場、購買・消費のスマート化が広まった。これらマクロ環境や消費者環境の変化に対応すべく、食品メーカーでは生産自動化や
保存技術の高度化、機能食・完全食の生産の動きが加速している。流通・小売・外食／中食産業ではEC・デリバリーへの進出やレシピサイト・動画や
ミールキットの提供が広がりを見せた他、デジタル・サプライチェーンや自動最適物流の構築などデジタル化・自動化が進む。

 新興国の課題領域
新興国では、FVC全体に渡り情報の不透明さや非効率さが存在。脆弱で劣悪な道路環境による交通渋滞や港湾における通関の長期化による輸送の

遅延、コールドチェーン設備の整備不足による輸送途中でのフードロスなどの課題を抱えている。これらの課題は、COVID以外の外的ショックが発生した場合
にも顕在化しうるため、耐性を持ったFVCを整備する必要がある。

Source: NRI
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グローバルでは、FVCにおいてCOVID-19により以下のような事象と消費者の価値観・ライフスタイル及び
食生活の変化が発生

5. 日本が貢献できる領域仮説 5.1. グローバルトレンドから見た今後の投資領域

Source: NRI
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マクロ環境と消費及び競合環境の変化の例は以下の通り
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.1. グローバルトレンドから見た今後の投資領域

Source: NRI
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新興国での課題と対処領域の例は以下の通り
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.1. グローバルトレンドから見た今後の投資領域

Source: NRI
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COVID-19後のグローバルな変化・課題と、インドにて顕在化した各課題を踏まえ、
インドのFVCにおける今後の投資領域を抽出

5. 日本が貢献できる領域仮説 5.1. グローバルトレンドから見た今後の投資領域

 インドのFVCでは長年インフラや必要設備の不足が指摘されており、実際に輸送の遅延やフードロスなどが大きな社会問題となって
いた。 COVID-19はこの脆弱なFVCに追い打ちをかけた。今後の外的ショックでも同様の課題が顕在化しうるため、パターン3の体質
改善が主に投資すべき領域となる。

 また、COVID-19をきっかけにオンラインデリバリーやEコマースの需要の高まりが見られた。グローバルでもオンライン化の動きが加速化
しており、引き続きインドでもこうした購買様式がますます浸透していくと思われる。このような新しい様式への適応能力を備えていくべく
新たな投資も必要となる。したがって、パターン4の肉体改造も今後投資すべき領域となるだろう。

Source: NRI
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前頁の今後の投資領域内容を図示すると以下の通り
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.1. グローバルトレンドから見た今後の投資領域

Source: NRI

長期的な取組が
求められる課題/

変化

短期的な対処が
求められる課題/

変化

経済不況/外的ショック時に
発生する課題/変化

COVID-19により新しく
発生した課題/変化

Pattern 2 新薬開発

Pattern 1 応急処置 Pattern 3 体質改善

Pattern 4 肉体改造

主な投資対象
となる領域

将来に向けて
投資すべき領域
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現地課題に対するソリューションの方向性
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.2. 投資領域に対する日本のソリューション

 課題1：農家の財務状況悪化
 農業資材・保管&輸送過程における輸入制限・移動制限による資材の遅延・コスト増・生産量減といった課題に対しては、保管インフラの整備や

サプライチェーンの効率化が必要となる。必要となる課題解決の方向性としては、例えば冷蔵・保存技術の向上などの他（体質改善領域） 、
物流業務の電子化などが有効と考えられる（肉体改造領域）。

• 日本のソリューション例
コールドチェーン（輸送段階の低温維持、調理工場での廃棄ロス低減）

 農業生産工程における市場アクセス制限による収益低下の課題に対しては、農家の営農・金融エンパワメントや、市場アクセスの改善が必要と
なる。必要となる課題解決の方向性としては、例えば農家の資金源の強化に向けたマイクロファイナンス、農作物の即時現金化、農業技術の
高度化など（体質改善領域）の他、オンラインプラットフォームによる直販化などが有効と考えられる（肉体改造領域）。

• 日本のソリューション例
スマート農業（ドローンやAIを利用した圃場管理）

 課題2：労働力不足や移動・営業制限に起因する供給遅延 / 不足
 農業生産・食品加工・保管&輸送・販売工程における労働力不足及び移動や営業が制限されたことによる生産/加工/輸送の遅延、食品ロス、

在庫減といった課題に対しては、保管インフラ・サプライチェーンを効率化することや機械化などによる省人化を行うことにより改善が見込まれる。
必要となる課題解決の方向性としては、例えば冷凍・保存技術や食品加工技術の向上、地産地消の促進（消費地近くでの生産・流通）、
現地向け食品開発などの他（体質改善領域）、物流業務の電子化やオンラインプラットフォームでの直販化・製販連携などが有効と考えられる
（肉体改造領域）。

• 日本のソリューション例
コールドチェーン（輸送段階の低温維持、調理工場での廃棄ロス低減）、EDI管理によるデータ入力省人化、道の駅（直販モデル）

 課題3：安心安全の意識の高まりに対する加工・販売・流通側の対応
 食品加工・販売工程における感染懸念によるオフライン店舗からオンライン店舗への移行と安心・安全への対応の必要性といった課題に対しては、

食の安全確保やオンライン・トゥ・オンライン（O2O）への移行、各工程でのデジタルトランスフォーメーションを行っていくことが考えられる。必要となる
課題解決の方向性としては、検査工程のスマート化、スマートリテールへの移行、リアル店舗のEC・デリバリー進出、コンタクトレス決済の導入、など
の他（肉体改造領域）、食の安全を保障するような、印字や認証を取り入れたトレーサビリティ強化などが有効と考えられる（体質改善領域）。

• 日本のソリューション例
食品加工工程での品質・衛生管理（食品の殺菌・加工、画像認識・AI技術での異常検知）、EC展開支援ツール

Source: NRI

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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前頁の内容を図示すると以下の通り
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.2. 投資領域に対する日本のソリューション

Source: NRI

農家の営農・金融エンパワメント、市場アクセス改善

冷凍・保存技術高度化

地産地消化（消費地
近くでの生産・流通）

資材 販売・流通・外食・消費

体質改善 肉体改造

物流業務の電子化

冷凍・保存技術高度化

電力・インターネット等インフラの整備

保管インフラ・サプライチェーン効率化

現地向け食品開発

物流業務の電子化

農家の
財務状況悪化

保管インフラ・サプライチェーン効率化、省人化

オンラインプラットフォームによる直販化

マイクロファイナンス 農作物の即時現金化

営農コンサル 農業技術の高度化

食品加工技術の
高度化

オンラインプラットフォーム
での直販化・製販連携

検査工程
スマート化

O2O・DX・食の安全担保

コンタクトレス
決済スマートリテール リアル店舗のEC・

デリバリー進出

保管＆運送 生産・加工

トレーサビリティ強化
安心安全の

意識の高まりに
対する加工・販売

・流通側の
対応

労働力不足や
移動・営業制限に

起因する
供給遅延 / 不足

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Difference can be: Food grains wise (import and export country wise)
Trade channel (Modern Retail, 
Suchiko – Value chain hypotheises, Indian Value chain from Rakshit
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輸送中および工場で温度維持技術を活用し長期輸送を実現
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.2. 投資領域に対する日本のソリューション

Source: MAFF, Company website

資材 保管＆運送 生産・加工 販売・流通・外食・消費
保管インフラ・サプライチェーン効率化

農家の営農・金融エンパワメント、市場アクセス改善

コールドチェーン 体質改善 肉体改造

O2O・DX・食の安全担保

調理工場での廃棄ロス低減

• 凍結機、解凍機を調理工場に提供
• 鮮度の高い産地加工品を安定的価格で提供可能に

輸送段階の低温維持

• 冷蔵倉庫用冷凍機の提供
• 低温かつ空気組成制御が可能なCAコンテナ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Source: 農林水産省、ダイキンホームページ、プロトングループ ホームページ
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食品関連データをEDIシステムで管理することで、データ入力を省人化
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.2. 投資領域に対する日本のソリューション

人手を介さない物流バーコードラベル

• 各種コード（卸売会社コード、原産地コード等）の商品への
紐づけは、従来は手書き出荷伝票から出荷情報データ入力を
行うという人力での作業

• EDI（Electric Data Interchange：電子的データ交換）に
より人手を介さない物流バーコードラベルを発行

Source: Company website

EDI管理によるデータ入力省人化 体質改善 肉体改造

資材 保管＆運送 生産・加工 販売・流通・外食・消費
保管インフラ・サプライチェーン効率化

農家の営農・金融エンパワメント、市場アクセス改善
O2O・DX・食の安全担保

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Source: 農林水産省、ダイキンホームページ、プロトングループ ホームページ
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ドローンやAIを活用した生産状況分析で農作物の品質・生産性を向上
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.2. 投資領域に対する日本のソリューション

スマート農業

Source: MAFF, Company website

体質改善 肉体改造

資材 保管＆運送 生産・加工 販売・流通・外食・消費

ドローンやAIを利用した圃場管理

• 画像データや気象・センサーデータをAIで分析
• 分析結果を元に農薬散布マップ、収量マップ等を作成

保管インフラ・サプライチェーン効率化
農家の営農・金融エンパワメント、市場アクセス改善

O2O・DX・食の安全担保

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://agriculture.kubota.co.jp/product/taueki/joywork_jp20-40/
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O2O・DX・食の安全担保

パンデミック以降の衛生観念や健康意識の高まりに対し、殺菌、異物・異常検知技術を提供可能
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.2. 投資領域に対する日本のソリューション

食品加工工程での品質・衛生管理

Source: Company website

体質改善 肉体改造

資材 保管＆運送 生産・加工 販売・流通・外食・消費

画像認識・AI技術での異常検知

• AIを用いて複雑なパターンも自動判定
• 省人化や検査の効率化・品質平準化が可能に

品質を損なわない食品の殺菌・加工

• 超高圧（600 MPa 以上）を利用した殺菌
• 熱を使わない殺菌で乳製品、青果加工品などにも利用可

保管インフラ・サプライチェーン効率化
農家の営農・金融エンパワメント、市場アクセス改善

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://agriculture.kubota.co.jp/product/taueki/joywork_jp20-40/
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直販モデルの構築により、地産地消化を促進しつつ、農家の市場アクセスを改善する
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.2. 投資領域に対する日本のソリューション

道の駅（直販モデル）

Source: MAFF, Company website

体質改善 肉体改造

資材 保管＆運送 生産・加工 販売・流通・外食・消費

農産物の直売所

• 日本には「道の駅」と呼ばれる直販市場が存在。生産から
流通までが垂直統合されたモデル

• タイなどに輸出実績があり、駐車場やトイレ、飲食店、情報
施設、売店を完備し、24時間営業するモデルを構築。売店で
は、一村一品（OTOP）製品、地方の特産品などを販売

タイの事例 保管インフラ・サプライチェーン効率化
農家の営農・金融エンパワメント、市場アクセス改善

O2O・DX・食の安全担保

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
https://agriculture.kubota.co.jp/product/taueki/joywork_jp20-40/
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オンライン運用やデータ分析環境の開発・実装のサポート
5. 日本が貢献できる領域仮説 5.2. 投資領域に対する日本のソリューション

Source: Company website

EC展開支援ツール

最適配送ルート設定の自動化

• ラストワンマイル配送網からAIが配送ルートを指示
• ネットスーパーで注文した食品を自宅までワンストップ配送

Eコマースサイトの立ち上げ
• ネットスーパー展開のボトルネックとなる「商品マスタ・在庫マスタ

データの構築」を自動化
• 小売データの蓄積、活用が可能に

体質改善 肉体改造

資材 保管＆運送 生産・加工 販売・流通・外食・消費
保管インフラ・サプライチェーン効率化

農家の営農・金融エンパワメント、市場アクセス改善
O2O・DX・食の安全担保

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Source: 10Xホームページ
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2021年1月27日に開催されたインドのTV会議の概要は次の通り
6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告 6.1. 目的・日時・アジェンダ

アジェンダ 概要
開会の挨拶 • 農林水産省より開会の挨拶、NRIよりアジェンダを説明
現地企業によるスピーチ • 現地企業2社により、COVIDの影響や今後のビジネス可能性についてスピーチ
NRIからのプレゼンテーション
新型コロナの影響によるインドのFVCの再構築に
係る日本企業のビジネスチャンス

• NRIより下記についてプレゼンテーション;
1. イントロダクション：COVID-19による“ニューノーマル”の創出
2. COVID-19による影響と現状
3. COVID-19による課題と対策
4. ビジネス機会の方向性仮説 | シナリオ
5. ビジネス機会の方向性仮説 | 今後のテーマと日本のソリューション

Q&A • 参加者からの質問に対して、現地企業登壇者およびNRIから回答
閉会の挨拶 • 農林水産省より閉会の挨拶

目的

アジェンダ

 インドのフードバリューチェーン（FVC）において、COVID-19が引き起こした課題と変化を把握し、現地・日本企業がこれらに対する
解決策・ビジネス機会を検討する一助とすること

日時
 日時：2021年１月27日（水） 13：30～15:30（日本時間）

Source: NRI
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インドでは、FVC各工程の課題と、食品ロス低減や安心・安全確保のための対応の必要性について議論
6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告 6.2. スピーチ・議論

1. 開会の挨拶
農林水産省大臣官房国際部
新興地域グループ長（参事官）
小島裕章氏

• 日本政府はインドへの投資環境の改善を目指している
• 農林水産省はインドのフードバリューチェーンがCOVID-19中にどのような影響を受けたかをより深く理解したい
• 農林水産省は、本会議がインドと日本の間で新たなビジネスチャンスを創出する機会となることを期待する

2. 現地企業によるスピーチ
2.1 Nath Bio-Genes (I) Ltd.
企業概要 • 1979年創業、インドの種子業界を牽引してきた種苗メーカー

• 全国の500万人以上の農家に約150種類の種子製品を販売。ISO9001認証取得
登壇者 • Nandkishor Kagliwal氏 （Cofounder Chairman）

スピーチ内容

• インドは農業経済であり、人口の45％が農業に従事している
• COVID-19は国内の各セクターにダメージを与えた。そのような中、農業は+3.5％の成長を見せ、GDP比に占める比率は14％に達した
• しかし、果物、卵、肉などの生鮮食品は輸送手段・輸送施設の寸断により消費者へ商品を届ける術がなくなり苦しんだ
• インドはリアルタイムなバリューチェーンを構築するべき。そのためにはより良いインフラ環境を整える必要がある
• 日本とインドが協力すれば、持続可能かつ収益性の高いバリューチェーンを構築できると考える
• そのための手段は2つある。1つは最近インドで勢いを増してきているメガフードパークに対する直接投資（FDI）。もう1つは合弁事業

2.2 Coldman Logistics Pvt. Ltd.
企業概要 • コールドチェーンロジスティクスを展開。冷凍・冷蔵倉庫など温度管理対応(-30°C～+30°C)の倉庫を所有

• サプライチェーン最適化コンサルティングや倉庫・流通施設の調査・レビュー、在庫管理、倉庫アウトソーシングなども実施
登壇者 • Sanjay Sharma氏 （Vice President- Sales & Distribution）

スピーチ内容

• COVID-19をきっかけに、フードバリューチェーン関係者はコールドチェーンインフラの必要性を認識し始めた
• 現在、インドは製薬部門や食品部門のコールドチェーンインフラが足りていない
• 国内のコールドチェーン産業はこの2～3年で成長してきた分野
• 国内のコールドチェーンロジスティクス業界は、黎明期から透明性が高く開かれた事業を展開してきている
• 今後はコールドチェーンロジスティクスを支えるインフラ、及びそのサプライチェーンのトレーサビリティを構築する必要がある

Source: NRI
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インドでは、FVC各工程の課題と、食品ロス低減や安心・安全確保のための対応の必要性について議論
6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告 6.2. スピーチ・議論

3. NRIレクチャー
3.1 イントロダクション
- • COVID-19によって予測されていた政治・経済・社会・技術的変化が加速

• インドでもワークフロムホームなど新しい働き方やソーシャルディスタンスなどのニューノーマルが発生
3.2 COVID-19による影響と現状
概要 • 新規感染者数は減少傾向にあり、規制緩和も進行

• 政府は農家向けの無利子ローン、資材提供、販売促進など他、消費者向けの食料ヘルプライン設置などの施策を実施
加工食品・冷凍食品 • 自宅調理、健康志向などに消費者の意識が向き、有機食品、冷凍食品、Eコマースの需要増加

• COVID-19前後の売上を比較すると、インスタント食品・冷凍食品41%増、有機食品20%増、食料品Eコマース70%増
農水産品 • 一方、農産品の生産・輸出入は移動制限により、収穫機会の喪失、作付け・育成期に種子・稚魚が入手できない等の影響が発生

• 例えばグジャラート州内約60%のエビ養殖場は稚魚が入手できず一時非稼働に、水牛肉の輸出50%減など
消費者マインド • 富裕層や中間層は食品デリバリーの利用が広まる。低所得層の消費はロックダウンによる収入への影響で食料品中心にシフト
3.3 COVID-19による課題と対策
3.3.1 COVID-19によって顕在化した課題

課題1
農家の財務状況悪化

• 資材入手遅延・労働力不足により収穫量が減少。市場アクセスも限られ農家の財政状況が悪化
 米農家は、輸入制限や店舗閉店でディーゼルポンプの燃料の軽油が入手できず灌漑が困難に
 出稼ぎ労働者の帰郷で、カルナタカ州のブドウ農家では収穫時に専門の作業員を雇えず3,000トン以上のブドウが腐敗
 ロックダウン期間トラック運転手が不足し市場に向かうために利用できるトラック数も減少（約20%稼働）

課題2
労働力不足や移動・営業制限に
起因する供給遅延 / 不足

• ロックダウン中に出稼ぎ労働者が帰郷。フードバリューチェーン上の各工程で遅延や品不足が発生
 冷蔵倉庫が足りず、保管・輸送中の食品ロスが発生。テランガナ州では5月に出荷が1週間遅延したバナナを廃棄
 食品工場の稼働が制限され、生産が停滞
 加工工程や移動制限による輸送の遅延で州外から調達を行うスーパーマーケットなどで供給能力が低下

課題3
安心安全の意識の高まりに対する
加工・販売・流通側の対応

• 消費者は感染防止のためオンライン店舗へ移行。販売・流通側もオンライン化が進行
 加工・販売・流通工程では感染防止のための消毒コストや労働力維持のための福利厚生費が増加
 消費者は感染防止と利便性を理由にスーパーマーケットからパパママストアやオンライン店舗へ移行
 一方、オンライン販売では消費者の買い溜めを防ぐ対応を迫られるなど新たな問題に直面

Source: NRI
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インドでは、FVC各工程の課題と、食品ロス低減や安心・安全確保のための対応の必要性について議論
6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告 6.2. スピーチ・議論

3. NRIレクチャー（続き）
3.3.2 政府や企業による対処

課題1への対処
• 独Bayer社、スイスのSyngenta Groupは農家向けの生産アドバイスサービスを開始
• 印Agribazaar社は、ロックダウン期間中の販売機会としてオンライン販売プラットフォームを提供。1万2,000戸の農家が参画
• Amazon Fresh社はグジャラート州政府と協力し、農家に対しより良い価格で、全国大の販売機会をもたらすプラットフォームを提供

課題2への対処
• 印港湾大手Adaniは、人流遮断による港湾オペ混乱を機に、属人的・労働集約的なサプライチェーンのデジタル化へ舵を切る
• 印食品加工省はCOVID前から農産品ロスに向け冷蔵倉庫&加工施設の統合インフラ整備計画PMSKYを開始
• Haldiram’s、Nestle、PEPSICOのインド法人をはじめ、工場の機械化・自動化の必要性を説く声の高まり

課題3への対処
• 印Licious社はCOVID前からグローバル水準の安全・品質基準を構築。COVID下に売上を拡大
• 印大手食品・日用品メーカーITCは生活必需品を消費者に届けるべくEコマース・デリバリー分野で企業と提携
• グジャラート州の代表的酪農ブランドAmulはパンデミックにも耐性を持つ強固なサプライチェーンを保有することを証明

3.4. ビジネス機会の方向性仮説 | シナリオ

投資領域の分類と
投資が必要な理由

• NRIは、問題の種類（Y軸）と解決期間（X軸）に基づき課題を4つの領域に分類。インドでは「体質改善」と「肉体改造」が
主な投資領域となる

• グローバルでみると、生産側は自動最適物流やデジタル・サプライチェーンのような事象が今後加速。一方、消費者は側は購買～
料理・食事の流れの変化や中食の多様化が進展しており、フードバリューチェーンの肉体改造が求められる

• 新興国では、輸送遅延やフードロスを原因とした課題は今後の外的ショック発生時にも顕在化しうるため、体質改善を行う必要あり
3.5. ビジネス機会の方向性仮説 | 今後のテーマと日本のソリューション

投資領域に対して
日本が所有するソリューション

• フードバリューチェーン上で発生した各課題に対して、以下のような取り組みを実施していくことが想定される
市場アクセス制限による収益低下⇒農家の営農・金融エンパワメント、市場アクセス改善(1)
輸入制限・移動制限による資材の遅延・コスト増・生産量減/労働力不足と移動・営業制限による生産/加工/輸送の遅延・
食品ロス・在庫減 ⇒保管インフラ・サプライチェーン効率化、省人化(2)
感染懸念によるオフライン店舗からオンライン店舗への移行安心・安全への対応⇒O2O・DX・食の安全担保(3)

• (1)に対しては、ドローンやAIを活用した圃場管理・生産状況分析で農作物の品質・生産性を向上
• (2)に対しては、冷蔵倉庫用冷凍機やCAコンテナを活用した輸送中および工場で温度維持技術を活用し長期輸送の実現や

パンデミック以降の衛生観念や健康意識の高まりに対し、殺菌、異物・異常検知技術を取り入れた食品加工機械を提供可能
• (3)に対しては、Eコマースサイト立ち上げ支援ツールなどオンライン運用やデータ分析環境の開発・実装のサポートが可能

Source: NRI
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インドでは、FVC各工程の課題と、食品ロス低減や安心・安全確保のための対応の必要性について議論
6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告 6.2. スピーチ・議論

4. Q&A セッション
堅牢かつ透明性の高い
トレーサビリティシステムの
例を教えて欲しい

• 日本では、株式会社オプティマの提供するトレーサビリティシステムがその一例。同社は例えば、鶏卵流通において原料及び製品の
移動履歴管理や鶏卵パックセンターのモニタリング、養鶏場から納品先までの卵の温度情報を一元管理するシステムを構築・実用化
（NRI）

COVID-19の影響で農水産品の
生産量は低下したか

• 生産量は例年並みで、影響はなかった。輸送遅延や冷蔵倉庫不足などによる損失が一時的に見られた（NRI）
• インドと日本の共同生産は、将来的に遅延や冷蔵倉庫不足による損失を減らすことに貢献すると思う（Coldman Logistics）
• メガフードバイオパークにも注目すべき。 新興企業は、安定した収入の流れを求めている（Nath Bio-Genes）

インド企業と日本企業の
コラボレーション機会として
どのようなものがあるか

• 農家はイナゴなど昆虫による被害に直面している。 日本のドローンと画像キャプチャ技術は、昆虫被害による損失を回避するのに
役立つ。 また、生鮮食品には正確な温度・水分管理が必要で輸送遅延による損失が発生しやすい。 そのためより優れたコールド
チェーンインフラが必要となる。 両国の企業はこれらの問題解決に向けたコラボレーションが可能（NRI）

• コールドチェーンインフラは少数企業に集中している。他のプレーヤーが市場に参入できるようにするためにも、より多くの投資が必要
（Coldman Logistics）

• 日本の食品加工の自動化や衛生管理技術もコラボレーションの可能性の1つ。例えば包装工程の自動化や無菌包装など（NRI）
• 日本の技術は高く、自動化や衛生管理技術を提供してもらえるのはありがたい。インド企業は日本へのマーケットアクセスとして食品

加工分野の企業を探している。我々は日本がインドの食品に対して何を求めているのかに関心がある。同時に、日本もインドのことを
日本にとっての「フードバスケット」（原材料・食品の供給源）と考えて欲しい。インド企業側も自動化や衛生管理技術を高める準備
はある（Nath Bio-Genes）

5. 閉会の挨拶
農林水産省大臣官房国際部
新興地域グループ国際交渉官
（南アジア担当）
木下博晶氏

• NRIは、調査結果からインドのフードバリューチェーン上で起こっている3つの課題と、それに対する3つの変化について講演を行った
• フードバリューチェーンの状況が急激に変化することはないが、現地フードバリューチェンを強化するために農林水産省は現地及び日本の

政府、企業と協力していくことを惜しまない
• 日本の技術をインドのフードバリューチェーンの需要に応えるために活用していきたい

Source: NRI
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参加人数とビジネスマッチングを目的としたTV会議後のアンケート結果は次の通り
6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告 6.3. 現地企業・日本企業へのアンケート結果

13.3%
26.7%

現在ビジネスを
行っている

今後ビジネス開始を
検討中

33.3%
26.7%

今後既存のビジネス
拡大を検討中

該当なし

15.4%

30.8%

15.4%

農業生産

農業資材

食品加工

23.1%15.4%
0.0%

保管・輸送

卸・小売り
その他 テーマ 票数

マーケティング戦略、販売チャネル戦略 9
現地企業とのパートナーシップの形成・
役割分担 8
IoT・AIの活用 5
生産管理の強化、品質担保、品質向上 4
ローカルスタッフ、ローカルリーダー育成
事業オペレーションの最適化
ガバナンス、コンプライアンス強化

3

n=13

現地でのビジネス状況(複数回答) 企業紹介を希望する分野(複数回答) 関心の高いテーマ (複数回答、トップ5)

日
本
企
業

現
地
企
業

66.7%

33.3% 今後既存のビジネス
拡大を検討中

該当なし 33.3%

33.3%

0.0%

0.0%

33.3%
0.0%

テーマ 票数
生産管理の強化、品質担保、品質向上 2
事業オペレーションの最適化 2
現地企業とのパートナーシップの形成・
役割分担 1

マーケティング戦略、販売チャネル戦略 1
間接部門の業務プロセス設計、改革 1

n=3

15

現地政府/企業

日本政府※ /企業 29

参加人数（MAFF/NRI以外）

n=44

※日本政府=外務省、内閣官房

• インドは118団体（政府機関・企業含む）へ参加を呼びかけ、
21団体が参加を表明。内、14団体（15名）が参加

• 日本はGFVC推進官民協議会参加団体（2021年1月1日現在：644）を
中心に参加を呼びかけ、27団体が参加を表明。内、24団体（29名）が参加

Source: NRI
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マッチングを希望する両国の企業に対して、希望する業種と要件を元に相手国の参加企業の中から
条件に合致する企業を抽出。相手国企業から連絡先の開示許可を頂いたのち共有し、個別議論頂く

6. FVC再構築検討のためのTV会議開催・結果報告 6.4. マッチング基本方針

 マッチング基本方針
企業が紹介を希望する業種と希望する要件を参照の上、相手国の参加企業の中から条件に合致する企業を探す。条件に合致する企業がいれば、

相手国企業の紹介文と連絡先を、紹介を希望する企業へ送る。その後のやり取りは企業同士で行う。

日本企業 現地企業

1. アンケートで
「紹介希望する」

2. アンケートで
「紹介希望しない」

3. アンケート
未回答

参加企業の分類

1. アンケートで
「紹介希望する」

2. アンケートで
「紹介希望しない」

3. アンケート
未回答

参加企業の分類

「食品加工」の
紹介を希望 食品加工業者A

食品加工業者B

食品加工業者C

例）日本企業が現地企業の紹介を希望する場合（現地企業→日本企業の場合も同様）

Source: NRI
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現地企業、日本企業からのニーズは以下の通り
7. 事業構想案 7.1. インタビュー、アンケート結果から見られるニーズ

 アンケート、インタビュー結果より、日本企業側には現地での自社製品のブランド強化や販路開拓、現地企業からは生産・加工・
マーケティングを強化する技術・ノウハウのニーズが存在することが判明した。両者のニーズがマッチする形の事業を模索することが
望ましい。

日本企業
業種 現地企業へのニーズ

畜産業者

• ポストCOVID-19で食の安全性の意識が高まっている認識。トレーサビリティが担保された安全性の高い自社の製品を現地展開
したい

• 現地生産を行う場合、日本企業が現地で土地を探すのは困難。土地を買っても土地の権限が確立されておらず後で揉め事に
なりがち。既に土地持っている農家に生産委託するか、合弁会社を作るなどの形が望ましい

• 地場農家に対して、自社と同様の生産方式を使った委託生産を行いたい。自社で使っているものと同様の装置や、技術者を
派遣して地場農家を使ったOEM生産を実施することを考えている。既に地場農家とLOIを締結済み

• 高付加価値商品のブランド化を行い、インドの付加価値商品の販路に自社の商品を流したい。そのために現地企業との合弁
設立を考えている

• 現地の販売チャネル（実店舗やEコマース）、独自の宅配販売網の構築、ブランディング戦略などで協業できる企業を探したい
• 日本の食品メーカーが現地でテストマーケティングできるようなプラットフォームが欲しい
• 事業化にあたり、現地企業の情報（提携候補企業など）が欲しい

食品加工業者 • 現在は情報収集段階。B2Bでの冷凍食品ニーズを模索したい

現地企業
業種 日本企業へのニーズ
農業資材生産・
農業生産業者

• 食品生産、加工、マーケティングを強化するための技術・ノウハウを提供して欲しい
• 長期的な生産・供給契約の締結や、商品開発・食品生産を共に行う合弁企業の設立を考えている

食品加工・
貿易業者

• 現状の加工プロセスでは人の介入が避けられないため、包装・密封や仕分けなど食品加工プロセスの自動化を行いたい
• 認証ラベルやQRコード等を用いてトレーサビリティを向上したい（特に有機食品向け）

農産品の
卸・小売業者

• 農作物の輸出に必要な真空パック技術とトレーサビリティ技術。特にライチ等、国際的に需要が高い果物を、輸出業者に販売
する際のパッキング技術（品質担保）に関心がある

Source: Interview, Questionnaire
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現地の食品加工技術の強化ニーズに応えるべく、日本食品加工業者の自動化技術を地場企業に提供。
委託生産やJVを通した共同生産の形を取り、地場企業は土地や建屋を提供

7. 事業構想案 7.2. 事業構想案

背景 協業パターン・スキーム 想定課題と政策支援

事
業
①

生
産
加
工
自
動
化
技
術
を

活
か
し
た
委
託
生
産

【インド側のニーズ】
• 生産加工技術の獲得

【日本側のニーズ】
• 土地を所有する地場企業との

連携（現地で土地を探すことが
困難なため）

• 連携候補となる地場企業の情報
取得

【日本側の提供可能技術等】
• 生産加工技術
• 産業機械（日本製の場合）

【パターンA】委託生産×日本生産加工技術

【想定課題】
 地場に技術を盗まれ競合になる可能性
 地場企業の情報が少なく連携先が見つからない、

候補企業が見つかっても日系企業から地場企業
へのコンタクトが難しい

【政策支援】
 日系企業と地場企業とのマッチングの実施

事
業
②

生
産
加
工
自
動
化
技
術
を

活
か
し
た
共
同
生
産

【インド側のニーズ】
• 生産加工技術の獲得

【日本側のニーズ】
• 土地を所有する地場企業との

連携（現地で土地を探すことが
困難なため）

• 連携候補となる地場企業の情報
取得

【日本側の提供可能技術等】
• 生産加工技術

【パターンB】共同生産

【想定課題】
 地場企業の情報が少なく連携先が見つからない、

候補企業が見つかっても日系企業から地場企業
へのコンタクトが難しい

【政策支援】
 JVに向けた地場企業マッチングの実施

食品企業・
農業生産

業者
（日系）

生産JV

食品企業・
農業生産

業者
（日系）

農家・
農業企業
（地場）

協力

機械メーカ
(日系
/地場)

土地、建屋、
農産物

機械代

生産加工技術

産業機械

農家、
同業他社
（地場）

出資、
生産加工技術

出資、土地、建屋

Source: NRI
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現地の食の安全意識の高まりに応えるべく、日本の安心・安全を確保したブランド商品を提供。
現地企業の販売網やEコマースサイトを通して日本企業のブランド商品を現地で展開

7. 事業構想案 7.2. 事業構想案

背景 協業パターン・スキーム 想定課題と政策支援

事
業
③

安
心
・
安
全
を
確
保
し
た

ブ
ラ
ン
ド
の
実
店
舗
展
開

【インド側のニーズ】
• 食の安全への意識の高まりに伴う

安全性の高い商品開発

【日本側のニーズ】
• 高付加価値商品のブランド化
• 販路開拓（実店舗）

【日本側の提供可能技術等】
• 高品質ブランド商品
• トレーサビリティ技術

【パターンC】日本高品質ブランド×地場企業販売網
【想定課題】
 高品質ブランドの価値を現地に理解してもらうことが

難しい

【政策支援】
 販売先となる地場のHoReCaやスーパー等に

デモンストレーションを行う機会を提供する見本市の
開催

事
業
④

安
心
・
安
全
を
確
保
し
た

ブ
ラ
ン
ド
の
オ
ン
ラ
イ
ン
展
開

【インド側のニーズ】
• 食の安全への意識のまりに伴う

安全性の高い商品提供

【日本側のニーズ】
• 高付加価値商品のブランド化
• 販路開拓（プラットフォーム）

【日本側の提供可能技術等】
• 高機能・高品質商品

【パターンD】日本高品質ブランド×地場EC販売網

【想定課題】
 候補となる地場Eコマース企業を探すことや

コンタクトを取ることが難しい

【政策支援】
 地場Eコマース企業とのマッチングの実施

食品企業・
農業生産

業者
（日系）

卸・小売・
同業他社
（地場）

商品、
販売委託料

HoReCa

顧客 顧客 顧客
スーパー 個人

食品企業・
農業生産

業者
（日系）

Eコマース
（地場）プラットフォーム

提供

商品、使用料

顧客 顧客 顧客

Source: NRI
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